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序章







　分厚い雲に蓋ふたをされた荒こう涼りようとした平野を、一台の四輪駆く動どう車しやが走り抜ぬけていく。

　強きよう靭じんでしなやかなサスペンションと大径タイヤの組み合わせは不整地をものともしない。石を踏ふみ越こえ、段差を跳とび、転がる死体を踏みにじりながら。

　革かわ鎧よろいと剣けんで武装した兵士の亡なき骸がらを蹂じゆう躙りんした車輪の深いトレッドに、様々な緑で迷めい彩さい塗と装そうを施ほどこされた車体に、赤い血と肉にく片へんがこびりつく。

　陸上自衛隊でも採用されている汎はん用よう自動車は重機き関かん銃じゆうやミサイルランチャーを搭とう載さいする事も可能だが、今はオープントップの車体に武装は施されていない。

「おぅらあぁっ！　退どけぇっ！」

　ハンドルを握にぎる男の雄お叫たけびに、鎧姿の兵士たちが逃にげ回まわる。

　彼かれらにとっては自動車そのものが異様にして禍まが々まがしい異物──怪かい物ぶつなのだ。

　ガルムガクスと呼ばれるこの世界の技術文明は未いまだ近代レベルに到とう達たつしていない。高度な工業製品はウーティシオ──日本から来訪した異能者であるシャムリーが〈武具〉として発現させたものしか存在しないのだ。

　追われていた兵士のひとりが覚かく悟ごして振ふり返り、剣を両手に立ち向かう。

　しかし二トンの車体には何の障害にもならない。フロントに存在する仰ぎよう々ぎようしいカンガルーバーが直ちよく撃げきし、跳はね飛ばされた男の身体は軽々と宙に舞まって落下し、そのまま動かなくなる。生身の人間が相手なら鋼鉄の車体と速度だけで充じゆう分ぶんすぎる凶きよう器きだ。

　本当の自衛隊仕様なら、ぴかぴかに磨みがかれたカンガルーバーなど装着されているはずもない。塗と装そうとはちぐはぐな装備もこの車が単なる合理的な工業製品ではなく、主の意識あるいは無意識から生み出された証あかしだ。

　衝しよう突とつだけで確実にとどめを刺させる訳ではない。負傷し、呻うめきながらもまだ存命している者たちを、男に従う後続の兵士たちの剣が確実に絶息させる。

　かつてはこのような方法に異を唱える者もいた。傷つき動けぬ者に致ち命めい傷しようを与あたえるだけなど栄えい誉よある戦いではないと。しかし男は配下に命じ、効率的な殺し方を徹てつ底ていさせたのだ。元々のガルムガクス戦士ではない、男と同じ世界からの来訪者たちが賛同した事もあり、これが基本の戦術となった。

　この方法なら男自身は高速で走り続け、常に優位を維い持じできる。

「はははっ！　どうだぁっ！」

　戦い──否いや、一方的な殺さつ戮りくに酔よいながら、ドライバーは高こう笑しようする。

　ほんの数か月前まで、レフ平原は射い水みず元もと保やすという無敵のシャムリーにして残ざん虐ぎやくなる暴君の支配領域だった。射水の〈武具〉はツングースカ対空自走砲ほう。装そう甲こうされ、強力な火器を備えた敵に単なる四よん駆く車しやでは勝負にならない。ただ己おのれの国にその牙きばが向けられる順番が来るのを恐おそれながら、反対方向の土地を奪うばい取るしか出来なかった。

　だが、射水は斃たおれた。

　主を失った広い土地を制する者がこの地方の新たな覇は者しやとなる。射水がいないなら、武装は無くとも自動車は圧あつ倒とう的てきな力だ。特にこの平原の戦場においては。

　かつて自分が射水を恐れ、戦いを避さけていた事実など彼の頭からは完全に消えていた。

　敵国の主力であるシャムリーは既すでに轢ひき殺ころしている。強力な剣を手にしていたところで、車両の速度や機動性の前では止まった棒にも等しかった。加速をつけて一気に迫せまり、そのまま走り抜けるだけ。戦いとも呼べない気楽なドライブ。

　向こうの世界では叶かなわない、一いつ切さいの制約なく思うままに愛車を走らせる快感。車がありふれた存在ではなく、己だけに許された特別の力という陶とう酔すい感。

　またひとり、敵兵を撥はね飛ばす。伝わる手て応ごたえが心ここ地ちよい。

　向こうの世界で本物の車を運転していたのなら衝しよう撃げきでハンドルを取られるところだが、これは〈武具〉──戦うための力だ。何より男はこの戦い方に熟練していた。

　ガルムガクス人は剣や槍やりだけを武器に、愚ぐ直ちよくな接近戦を挑いどんでくるだけ。落とし穴や丸太を組んだ車止めなど、彼らの文明レベルでも可能な対策さえ仕し掛かけてこない。

　しかも四〇〇年前に日本から来訪したひとりの男によって戦乱が平定されたという歴史の影えい響きようもあり、強いシャムリーはほぼ無条件で崇あがめられる。その背景があればこそ、男も一国を支配できたのだ。

「はははははっ！　みんな死ねっ！　死ね死ねっ！」

　笑いながら縦横に車を走らせる。ハンドルを切り、アクセルを踏みこむ。

　これでこの敵はもうお終しまいだ。

　射水亡なき今、愛車の進軍を阻はばむ者などいない。

　機動性こそ何よりも強力な武器となる。誰だれにも捕とらえられないのなら、圧倒的な火力も堅けん牢ろうな装甲も不要。ただ速度に任せて攻せめ続ければいい。息切れしたら速すみやかに撤てつ退たいすれば誰も追いつけない。

「空から来る奴やつでもいない限り、もう誰も俺おれには勝てねえぜ！」

　昂こう揚ようのあまり口走った男の視界に、小さな光が燦きらめいた。

　次の瞬しゆん間かん、光が男の頭上を通り過ぎる。

　後続の兵士がくずおれるのがリアミラーに映った。

　小さな鏡面に映し出された姿からは、頭部が失われていた。

「……な……？」

　見み間ま違ちがいなどではない。首が綺き麗れいな平面に斬きり落とされ、丸い断面を曝さらしている。真っ白な頸けい椎ついはすぐに吹ふき上がった血に隠かくれてしまった。

　それが最初のひとり。

　銀色の光が閃ひらめくたびに兵士の首が落ち、残された身体が倒たおれる。

　背後の味方だけではない。前方の逃げ惑まどう敵兵も無差別。この戦場にいる者全すべてを、銀の光は刈かり取っている。

「ひ……っ！　うわぁあああああっ！」

　守るべき配下を置き去りに、男はアクセルを踏みこんだ。

　どうして想定できなかったのか。

　射水がいなくなった以上、奴を排はい除じよする力を持った何者かが存在する。あるいは同等以上の力を持つ者が何人もいて、射水を倒した者もより強い誰かに倒されたという可能性に。

　逃げる。

　今は逃げる事だ。

　俺の武器は速度だ。機動力だ。

　止まらなければ、あの光に追いつかれなければ、助かる。

　根こん拠きよのない夢想に縋すがりながら、方角さえ定めず、ひたすらに四よん駆くを走らせる。

　また光が目に止まった。

　ミラーの中ではない。前方で。

　飛ひ翔しようする光の正体はわからない。ただはっきりしているのは、恐るべき殺傷力を持ち、目では捉とらえられない高速で動き回っているという事だけ。

「わぁあああっ！」

　反射的に光から逃のがれようと大きくハンドルを切る──切ったつもりだった。

　それなのに車は直進を続けている。

　手は、ステアリングを握ったまま。

　ただし腕うでにはつながっていない。

　一いつ瞬しゆんすれ違った光が気づかぬうちに両りよう腕うでを切断していたのだ。

　残された手首から溢あふれ出た鮮せん血けつが膝ひざを汚よごす。

「うわぁああああーっ！　ひぎぃっ！」

　遅おくれてやってきた激痛に男は絶ぜつ叫きようする。

　痛みと焦あせりで藻も掻がいても、腕が無ければ車を操あやつる事はままならない。

　蛇だ行こうし、横転しそうになる車の上での恐きよう慌こうは数秒と続かなかった。

　首が、飛んだからだ。

　頭は恐きよう怖ふの表情を貼はりつけたまま、車体の慣性に運ばれながら地上に落ち、複雑な構造の断面を晒さらし、赤い破線を引きながら転がる。

　数十メートルを走った四駆は主の絶命とともに靄もやのように薄うすれ、形を失い、空気に滲にじんで消失する。

　ただ残された首無しの身体だけが転がり、跳ね、落ちて止まる。

　轢き殺された者、刃やいばで貫つらぬかれた者、そして首を斬り落とされた者。

　荒こう野やに散らばるのは、いずれも物言わぬ亡骸。

　その上を、幾いく枚もの銀色の薄い輪が微かすかな風切り音を奏かなでながら飛び交かう。

　それは魂たましいを導く天使か。あるいは死体に群がる蠅はえか。







第一章　　少女王と英雄の国







　隊列を組む兵士たちの装備はどれも美び麗れいで、しかも実用的なものだった。

　ワックスで煮に固められた革の鎧は艶あでやかな漆しつ黒こくに染められ、補強の金具も鏡に使えそうなほどに磨き上げられている。

　前衛二〇人は長ちよう剣けんと複雑な文様が描えがかれた方形の盾たてを構えている。後列の一〇人が手にする武器は長ちよう弓きゆうだ。

　対たい峙じする敵は、たったひとり。腰こしに剣をひとふり携たずさえただけの少年。

　裾すその長い黒衣に覆おおわれているのは、細身だがしなやかに鍛きたえられた肉体。肩かたまで伸のばした黒くろ髪かみと、涼すずやかな──いや、冷たいと呼ぶべき輝かがやきを湛たたえた眼まな差ざし。薄くかたちよい口くち唇びるはきっと引き締しめられてはいるが、過度の緊きん張ちように強こわ張ばってはいない。

　兵士たちが既に武器を構えているのに対し、少年は柄つかに手をかける気配さえなかった。

「構え！　後列撃うて！」

　兵士の隊長が号令をかける。

　即そく座ざに剣の兵士たちが膝立ちに屈かがみ、一〇本の矢が真まっ直すぐに少年目がけて放たれる。

　だが、命中は一射もない。

　次の瞬間少年の姿は消え、矢は虚むなしく通り過ぎる。

　彼は、既に空に在った。

　虚こ空くうから出現した黒い怪物が、彼を高く運んでいたのだ。

　細身の人の胴どうほどもある首、角を備えた爬は虫ちゆう類るいじみた顔、風を掻かく皮ひ膜まくの翼つばさ、鋭するどい爪つめを持つ一いつ対ついの後こう肢し、そして先せん端たんに猛もう毒どくの棘いばらを生やした長くしなやかな尾お。

　限りなく竜ドラゴンに近く、しかし王者の紋章ドラゴンとは異なる存在である事を予あらかじめ定められた神話を持たない怪物──飛竜ワイバーンだった。

　初めて目にする魔ま物ものに兵士たちが息を飲むが、恐慌で戦列を崩くずさないのは訓練の成果だ。

「何をしている！　第二射、撃てっ！」

　気を取り直した隊長が、再び命じる。

　上じよう昇しようを続ける飛竜ワイバーン目がけて再度矢が飛ぶが、どれも間合いを見誤って標的には届かず山なりの軌き道どうで落ちていく。

　まだ気球も飛行機も発明されておらず、飛ぶ力を有するシャムリーも例外的少数。どれほど弓兵の練度が高くても、遭そう遇ぐうの機会がない敵への対処は不ふ充じゆう分ぶんのはず。

　飛竜ワイバーンを駆かる少年──舘たて征まさ臣おみはそこまで予測していた。

　大きく左右にぶれる軌道を描きながら兵士たちの頭上を越え、翼を畳たたんで空気抵てい抗こうを減らし、一気に地表近くまで急降下する。

「隊列を変えろ！　弓兵を守れ！」

　隊長も暗あん愚ぐではない。自由に飛ぶ敵に対しては弓こそが有効であり、だからこそ剣けん士しが壁かべとなって死守しなければならない事を理解している。

　命令を受けた三〇人は整然と隊列を入れ替かえ、前衛部隊も左右に広がって剣を構える。

　攻こう撃げきのために間合いに入ってくれば、飛竜ワイバーンを剣で切る事もできる。〈武具〉であっても、顕けん現げんしている間は実体ある存在だ。

　だが、それこそが征臣の誘ゆう導どうだった。

　牙で噛かみつくのでも、爪で引き裂さくのでもない。

　ぎりぎりの距きよ離りを見み極きわめて飛竜ワイバーンの片足だけをつき、全身を大きくターンさせる。

　長い鞭むちと化した尾の先端が、最さい左さ翼よくの兵士の盾を殴おう打だする。

　弾はじき飛ばされた男が隣となりにぶち当たり、また次へ──密集した前衛の三分の一は将しよう棋ぎ倒だおしになって機能を喪そう失しつした。即座に短く再上昇し、宙返りで敵隊列の頭上を越え、首を僅わずかに捻ひねって弓兵のひとりを顎あぎとに捉とらえる。
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「ひっ！」

　青ざめた弓兵が悲鳴を上げた。

　飛竜ワイバーンは大きく広げた口で弓兵の頭を捕ほ捉そくはしたが、噛み砕くだいてはいない。唾だ液えきで濡ぬれた鋭い牙は、男の頬ほおに触ふれないぎりぎりの距離で完全に静止している。

　牙だけではない。長い尾も、鋭えい利りな先端の棘を別の弓兵に向けて止まっていた。

　さらに少年はいつの間にか剣を抜いて敵の接近に備えている。

「そこまで！　終しゆう了りようせよ！」

　朗々とした声で男が命じるまでもなく、模も擬ぎ戦は決していた。

　征臣が地上に飛び降りるのと同時に飛竜ワイバーンは幻まぼろしのように滲にじみ、消失する。

　だが、単なる幻げん影えいではない証しよう拠こにおびただしい量の冷や汗あせに混じり、飛竜ワイバーンの口から滴したたり落ちた涎よだれが兵士の襟えり元もとを濡らしていた。

　あの飛竜ワイバーンは征臣の精神から顕現し、一時的に実体を得た彼の力──〈武具〉なのだ。

　征臣はひと呼吸してから納剣し、片かた膝ひざをついて声の主に頭を下げる。

　彼と戦っていた兵士たちも同様だ。ただ飛竜ワイバーンに噛まれそうになっていた者だけは、未だにがちがちと歯を打ち合わせているが。

「見事であった、舘征臣。シャムリーとしての力、確かに見せてもらった」

　高い演台──貴き賓ひん席せきの上から見下ろし、ダルゼー・メルカが日本語で告げる。ガルムガクスにも独自の言語があり、国や地方ごとに差もある。しかし歴史的な経けい緯いから日本語が一種の公用語として、また雅が語ごとして用いられているのだ。

　端たん整せいで彫ほりが深く、鋭えい敏びんな知性を感じさせる落ち着いた風ふう貌ぼうに片眼鏡モノクル。透とう明めい度どと精度が高いガラスのレンズは、この世界ではまだまだ高価な贅ぜい沢たく品ひんだ。複雑な刺し繍しゆうが施された長い衣は文官の正装である。

　ここはメルクアルラム王城の一角。

　より厳密に言うのなら平時に王が住まい政務を執とる宮城ではなく、同じ城じよう壁へきに囲まれた敷しき地ち内ないにある砦館の中庭である。四方を高い石造りの建物に囲まれており、閲えつ兵ぺい式しきや小規模の演習などを王や貴人に披ひ露ろうするための場だ。正面の壁から箱のように張り出した貴賓席の他ほか、左右にもやや低い露ろ台だいがあり、こちらは演習時に指揮官が使用する。

「舘征臣とやら、大たい儀ぎであった。シャムリーの力を以もつて我わが国くにに属する事を、諸王の長ちよう姉したるシェナ・ルラ・メルクアルの名において許す」

　続いて仰々しい物言いをしたのはダルゼーの隣──貴賓席の中央に座す少女だった。

　まさしく少女と呼ぶのにふさわしい、まだ一三歳さいのあどけない風貌と舌足らずな言葉。長身で姿勢のいいダルゼーが隣に立っているせいか、儚はかなげで華きや奢しやな雰ふん囲い気きが強調されてどこか人形めいてさえ見える。そしてそのダルゼーより、何倍も豪ごう華かに飾かざり立てられた衣と、薄うす紅べに色の長い髪かみを飾る冠かんむり。

　彼かの女じよこそがガルムガクスに数ある国々の盟主。実じつ年ねん齢れいの幼さに拘かかわらず「諸王の長姉」という称しよう号ごうを戴いただく者。〈統一者〉を擁ようした歴史と伝統ある国の君主。

　メルクアルラムの女王シェナである。

「ありがたき光栄、謹つつしんでお受けします」

　さらに深く頭を下げ、征臣は答えた。貴人への敬意を表す時は片膝をついて首こうべを垂れる。予め教わっていた作法は、元の世界とほとんど変わらない。

「うむ。では、この者に相応ふさわしき待たい遇ぐうを与えよ。また、新しく強きシャムリーを我が国にもたらした京みやこにも褒ほう美びを取らせるよう」

　シェナが手にした笏しやくが、中庭の片かた隅すみを差す。

　模擬戦が始まる前からその場に控ひかえていたふたりの一方──髪を肩の長さで切りそろえた少女が、これも深い礼で感謝を示す。

　慈じ恵けい院いん京。元々この国に所属するシャムリーであり、遥はるか西方にある辺境の小国ラウフラムに現れた征臣をここに連れてきた当人だ。いや、むしろ征臣の求めに応じて案内してきたというべきか。

「京が無事帰き還かんした事は、大きな喜びじゃ。旅の話など聞かせてたもれ」

「承知いたしました」

「うむ」

　京の返事に答えるシェナの声が、僅かに弾はずむ。

「陛下、そのような話はこの席では……」

「うむ、そうか。では後ほど妾わらわの下に参じよ」

　しかし少女らしい明るい声だったのは一瞬だけだ。ダルゼーに窘たしなめられ、再び声こわ音ねが形式張った硬いものに戻もどる。

「いやあ、めでたいめでたい。これで我が国は、ますますもって強くなる。これでこそ諸国の盟主に相応ふさわしいというものだ」

　左側の演台に、大声で笑う者があった。こちらはメルクアルラム語──大陸東部一帯の本来の言語だ。

　まだ三〇を超こえたばかりの、体格のいいガルムガクス人だった。単に筋肉がついているという意味ではない。肩かた幅はばが広く、胸むな板いたも厚い。骨格そのものが頑がん丈じようそうなのだ。華か美びな彫ちよう刻こくが施された鎧は実戦用ではなく、武官の礼装である。しかも居並ぶ将官たちの中でも最も豪華な身なりだ。

　メルクアルラム東方軍の指揮官であり、全軍を束ねる大将軍でもあるガラハンである。

「単純に喜べる話ではない。シャムリーが複数いるという事態そのものが異常なのです。確かに他国に臣従され、我が国の敵に回るような事態よりは好ましいと言えますがね」

　隣りん席せきのオルオード将軍が口を挟はさむ。

　西部方面軍の指揮官。ガラハンよりは一段落ちるものの、それでも美々しく飾られた武官の礼装。一ひと際きわ目立つのは胸むな元もとを埋うめる多くの勲くん章しようだ。壮そう年ねんで額が広く、神経質そうだが不健康な印象はない。加か齢れいで緩ゆるんでいても、若い頃ころには鍛えていたのが窺うかがえる。征臣にとっては運動部の顧こ問もん教師などで見慣れた体格だった。

「心しん配ぱい性しようだな、オルオードは。世が乱れればシャムリーが現れるのは天命。そして我が国には既に素す晴ばらしいシャムリーがいる。それに〈統一者〉の〈武具〉も空を飛ぶ龍りゆうだった。今また似たような力を持つ者が我が国に参じたのも吉きつ兆ちようだろう。きっと万ばん事じ上う手まく収まるだろうさ。ははは！」

「自分はガラハン閣下ほど楽天的にはなれません。それに、あの〈武具〉はどこか禍々しく感じられます。〈統一者〉の肖しよう像ぞうに描かれた美しい龍とは違う」

　元々険しい顔立ちが、しかめた事でさらに刺とげ々とげしい印象になる。

　オルオードの観察は事実を言い当てている。〈統一者〉が駆く使しした龍が天地自然を司つかさどる神に属するものであるのに対し、飛竜ワイバーンは邪じや悪あくで強大な力の象しよう徴ちようであるドラゴンを模して人間の都合で描かれた怪かい物ぶつに過ぎないのだから。

「シャムリーだから無条件で頼たよりになるとは限らないといつも言っていたのはお前だぞ。そして現にあの者は強さを示した。ならば喜ぶべきだろう。言うまでもないが、やはりシャムリーは強い、うむ」

〈統一者〉を初めとする史上のシャムリーたちとは違い、現在は多くの者が同時に出現している。実力も人ひと柄がらも分からぬ者を無条件で招き入れるべきではないと主張したのはオルオードだった。人物の方はここまで一いつ緒しよに旅をしてきた京が保証したが、それでも彼かれは納なつ得とくせず、模擬戦での試ためしを主張したのである。

「いえ。こちらこそオルオード閣下が選せん抜ばつした精せい鋭えい部隊のお手並み、感服いたしました。あらかじめ彼らが手加減を言い渡わたされていなければ、僕ぼくの方が射貫かれていたでしょう。こちらは全力で当たるしかありませんでしたが、撥ね飛ばした兵に余計な怪け我がをさせなかったか気がかりです」

　将官たちの方を向き直り、征臣が改めて一礼する。

「貴様──いや、貴君はメルクアルラムの言葉を解するのか？」

　オルオードの眉まゆが微かに歪ゆがむ。征臣が口にしたのは、流りゆう暢ちようなメルクアルラム語だったのだ。

「こちらに至るまでの道中、彼女より教わりました。身を寄せる以上、その地の言葉を学ぶのは当然の事と考えた次し第だい」

「わははは！　強いだけではない。心がけも殊しゆ勝しよう。中々に見上げた若者ではないか」

　ガラハンの笑い声がますます高くなる。

「そうですかな……」

　対するオルオードの方は先刻以上の渋じゆう面めんだ。

「既にシェナ女王陛下がお認めになっている！　舘征臣が我が国に帰属するシャムリーであるのは既に動かぬ事。これにて試しの儀ぎと承しよう認にん式を終える。京は、彼を案内するよう」

　高所からダルゼーが儀ぎ式しきの終了を宣告する。

　城じよう塞さい内に退出するシェナたちを最敬礼で見送った後、ガラハンたち将官も引っ込んでいった。それと同時に、ずっと京の隣に控えていたもうひとり──若い男が征臣に駆け寄ってくる。自然で俊しゆん敏びんな身のこなしだ。

「よっ！　舘君っつーたっけ？　これからは同どう僚りようって事で宜よろしく頼たのむわ」

　いきなり開いた右手を突つき出してきたのは、征臣よりも頭半分ほど長身の若い男だった。歳としはふたつかみっつは上だろう。ヘアサロンのないこちらの世界で、自分なりに整えようとしているのだろうが微び妙みように髪かみ型がたが決まらず、派手な銀のイヤーカフスともミスマッチだ。何よりも、ガルムガクス風の装束に馴な染じんでいない。

「こちらは桐きり枝え迅じんさん。メルクアルラムのシャムリーよ」

　苦く笑しようしながら京が紹しよう介かいする。

「メルクアルラムっつーか、この世界を救う本来のシャムリーだけどな」

　整った顔に屈くつ託たくのない自信ありげな表情を浮うかべ、迅は親指を立てた。

「ソーリも言ってたけど、何人ものシャムリーがあちこちの国に現れて勝手に戦ってる今の状じよう況きようは間ま違ちがいなんだってよ」

「ソーリ？」

「ああ、ダルゼーさんの事。宰さい相しようって言われたけど最初よくわかんなくてよ。要するに総理大臣だって教わったから。じゃ、ソーリでいいかなって」

　自分でつけた渾あだ名ながよっぽど面おも白しろいのか、迅はくくっと笑う。

「だから、いずれ時が来たらメルクアルラムのシャムリーであるこの俺が、救世主として立つ。そんで世界を平和にする。言ってみりゃ第二の〈統一者〉って事だな。そん時はそん時は京ちゃんも舘君も、俺と一緒にこの国のために戦ってくれるよな？」

「そういう事になるんでしょうね」

　極きわめて儀ぎ礼れい的てきに、征臣は返答した。

「それにしても舘君、すげえな。この国の言葉覚えちゃった訳？　京ちゃんもそうだけど、日本語通じるのにどうしてそんな無む駄だな事すんの？」

　悪意はないのだろう。陽気に笑いながら首を傾かしげている。

「その気になれば簡単ですよ。元々、文法構造は日本語に似てますし」

　見知らぬ地で言葉が不自由なのは危険すぎる。

　たとえ向こうが通じる言語を使ってくれたとしても、こちらに与あたえる情報を一方的にコントロールされてしまうと、致ち命めい的てきな警告をうかうか見み逃のがしたり低てい劣れつな詐さ術じゆつに引っかけられるリスクが高くなる。こんな事は異世界に限らない。元の世界──ウーティシオで外国に行った時でも同じだ。日本語の客引きに引っ張られ、現地語の説明書きをきちんと理解しないまま同意して騙だまされたケースなどいくらでもある。

　ガルムガクス語の名詞に性や格変化はなく、単語と単語を助詞で繋つなぐ構造や語順も同じ。英語のように子し音いんだけを発音する事も原則としてはない。面めん倒どうなのは動詞の活用に伴ともなうアクセントの変化くらいだ。ガルムガクス人が日本語を受け入れたのも、学びやすいという一面があったからだろう。

　もちろん征臣だってまだ完かん璧ぺきにはほど遠い。とりあえず京から教わったのは会話に用いる基本的な語ご彙いだけだ。さっきの畏かしこまった口調も、崩れた日常会話よりも形式的な文法をしっかり守った言い方の方が例外が少なく覚えやすかっただけに過ぎない。

　言葉が通じないふりをして周囲で交わされる内ない緒しよ話ばなしを聞き取るという選せん択たく肢しもあったが、ガルムガクス語を話せる事をはっきりと示し、シャムリーという優位な地位に甘あまえるのではなく真しん摯しに働く意志をアピールする方を征臣は選んだ。

　一刻も早く、この国の中ちゆう枢すうに入り込まねばならないのだから。

「京ちゃんも舘君も、そういうブンポーコーゾーとかって話してた訳？　ご立派！　俺おれには真ま似ねできないわ。それに舘くんの〈武具〉、あのドラゴンもすげーね」

「ドラゴンじゃありません。飛竜ワイバーンです」

　まだ開いた右手をゆらゆらさせながら笑う迅の言葉を、征臣は淡たん々たんと訂てい正せいする。

「あ、そ。ドラゴンの方がカッコよくない？　そこ、君的に何かこだわりがある訳？」

「……ただ正確を期しているだけです」

「固いねぇ。この世界じゃ俺たちは注目されるヒーローなんだし、少しは息抜ぬかないと辛つらいぜ。日本人同士、仲良く楽しくやろうや！」

　とうとう握あく手しゆを諦あきらめ、征臣の肩をぽんぽんと叩たたく。

「桐枝殿どの。既すでに承認式も終了しました。お部屋にお戻りください」

　いつの間に近づいていたのか、衛兵が声をかける。胸につけているのは近衛の紋章だ。模擬戦の相手をしたオルオードの部隊とは制服の色なども異なる。

「いいじゃねえかよ。新しい仲間に会えたんだし、話するくらいは」

「そうは参りません。いずれ世界を救う我が国のシャムリーとしての自覚を持ち、時至るまで万一の事がないようお身体を大切にするようにと」

「しゃあねえな。城の中で危険もクソもねえと思うんだけどな」

「迅さん、わたしたちもこれから改めて宰相閣下との会見ありますから」

「あ、そうなんだ。悪いね、引き留とめたみたいになっちゃって。じゃ、俺もおとなしく部屋に戻るか。またな～！」

　大げさに手を振ふる迅を残し、征臣は京に先導されて城塞の中へと入っていく。

「握手くらいしてあげればいいのに」

　京の言葉は、ため息まじりだ。

「表面的にでも友好関係を結んでおいた方がいいんだろうけど……」

「けど？」

「ああいうタイプは……生理的に好かない」

　顔を背そむける征臣の言葉に、京がぷっと吹ふき出した。

「何がおかしいんだ？」

「安心したわ。万ばん事じ理性で割り切ってるんじゃなくて、貴方あなたにもそういう人間らしい感情があったんだ」

「当たり前だろう」

　あの日親友と決別した征臣は、この国まで京とふたりで一か月ほど旅をしてきた。

　もっとも、この「一か月」というのも元の世界に準じた数え方だ。ガルムガクスの月は一八日周期で満ち欠けし、暦こよみもそれを基準にするので、こちらの暦れき法ほうに従えば約「ふた回めぐり」という言い方になる。

　ガルムガクスの人間が世界として認にん識しきしている〈大陸〉は、ほぼユーラシアと同じ大きさで、海かい峡きようで東、西、南のみっつの亜あ大たい陸りくに分かれている。ラウフラムは西亜大陸の東とう端たん近くで、メルクアルラムは東亜大陸の北岸から中央にかけての広い領域を占しめている。

　各国の情勢を調査するという京の任務も往路でほとんど終わっているので、睡すい眠みん時間を削けずって飛竜ワイバーンを全速で飛ばせば半分ほどの日数で着くのも不可能ではなかった。しかし、征臣たちは速度を抑おさえ、時に野営し、時には街中に宿を求め、敢あえて時間をかけてメルクアルラムへと向かった。

　体力の消しよう耗もうや旅の安全にも配はい慮りよしたが、何よりも征臣が言語や各国の状況、そして戦いを学ぶ時間を必要としたからだ。




　野営の焚たき火に照らされる中、鋼の剣けんと剣が打ち合って火花を散らす。

　殺気はない。命がけの闘とう争そうではなく、征臣の打ちこみを京が受け流していなす稽けい古こだ。

　本気で構わないと言われているので、征臣は全力で攻撃している。元々腕わん力りよく自じ慢まんではないから、重視しているのは一いち撃げきの威い力りよくよりも技わざと手数だ。左右のステップで常に位置を変えつつ、上と見せかけて下、縦から変化して水平。様々なフェイントを織り交ぜながら休みなく剣を振るう。

　しかし京は最小限の動きだけで受け止め、払はらいのける。足元への攻撃は僅かに反応が遅おくれる事もあったが、それでも征臣の攻せめは届かない。上半身の防ぼう御ぎよは完璧で、顔には余よ裕ゆうの笑えみさえ浮かんでいた。

「ここまでにしましょう」

　表情を緩め、京が剣けん先さきを下ろす。

「僕ならまだやれる。もっと鍛えなくては……勝てない」

　汗に滑すべる手に力を込め、征臣は答える。誰だれに勝つのか、目的語は敢えて口にしない。

「わたしの方がもう辛いの。悔くやしいけど、やっぱり腕わん力りよくやスタミナでは男に敵かなわないわ。技量では上であってもね」

　難民に偽ぎ装そうしていた彼女は、当初武器を帯びていなかった。この剣はラウフラムを離はなれた後、塩などの必ひつ需じゆ品ひんと一緒に途と中ちゆうの街で調達したものだ。

「そうか……ありがとう。無理をさせてしまったかな？」

　剣を鞘さやに収め、頭を下げる。

　小学校の頃から野球を続けていたので体力も運動神経も人並み以上だが、平和な日本から戦乱のガルムガクスに飛ばされて日が浅い。この世界では「先せん輩ぱい」である京から学ぶ事は山積みだ。敵を倒たおし身を守る剣けん術じゆつも必要だし、メルクアルラムにたどり着くまでに簡単な日常会話程度は聞き取れるようにならなければ。

「どういたしまして。わたし自身にとってもいい肩かた慣ならしだもの」

「君は、剣けん道どうの経験があるのか？」

「どうしてそう思ったの？」

　焚き火のほとりに腰こしを下ろしながら、京は質問を投げ返した。

「構え方や姿勢で判断しただけだ。ガルムガクス人の剣術とは、動きが全く違ちがう。それに剣道では下半身は攻撃されないからな」

　ガルムガクスでは〈統一者〉から武士道に近い倫りん理り観かんを学んだが、剣術そのものを模も倣ほうした訳ではない。両りよう刃ばの直ちよく剣けんを片手持ちにするのが基本で、場合によっては盾たても併へい用ようする戦い方は、元々この世界に存在していたものだ。しかし京は剣を両手で中段に構える。

「隠かくすような事でもないわね。その通りよ。おかげで、こちらに来てからは助かったわ」

　微び笑しようしつつ、ショートボブの髪をかき上げる。

　大身旗本の流れを汲くむ、いわゆる名家の出身だと京は己おのれの素す性じようを説明した。先祖から受け継ついだ広い屋や敷しきと、やはり父祖代々の広い人脈を持つ家いえ柄がらだという。

「家の伝統って奴やつでね。子供の頃から剣もやらされたの。もっともそっちは嗜たしなみ程度で、本業はこっちだけど」

　左手を前に伸のばし、右手で弦げんを引き絞しぼる構え。

　京の〈武具〉は弓で、その腕うで前まえは確かなものだ。

　飛竜ワイバーンは「生き物」だからか、ある程度は自律的に行動させる事が可能だが、シャムリーが己の能力を無条件で巧たくみに扱あつかえる力を手に入れる訳ではない。現に〈武具〉に長ちよう剣けんを授かりながら、振るう技までは自力で身につけなければならなかった実例を、征臣は知っている。

　ひとりではオペレート出来ない戦せん闘とう車両が〈武具〉だったケースもあるから、単純に一いつ般ぱん化かしてしまうのは早計だが。

「この際だからこれも訊きいておこう。君は、どんな風にしてガルムガクスに来た？」

　ずっと焚き火で炙あぶっていた山鳥の腿ももにかぶりつく。これも京が射落とし、捌さばいた獲え物ものだ。征臣も多少は手伝ったが、生き物を適切に仕留め、血ち抜ぬきや解体をするのは全くの未経験だった。本を読んで蓄たくわえたのは形けい而じ上じよう的な知識が多く、社会から離れて生存する実用的なノウハウには乏とぼしい。

　ただ生き残るために敵を──他人を殺して捨てる方が、奪うばった命を正しく利用し尽つくすよりもある意味でずっと容た易やすい。

「どんな風にって……自分の部屋でよ」

　ナイフで鳥肉の塊かたまりを削そぎ落としながら、京は答えた。

　真夜中、自室で勉強していたら部屋の片隅にきらきら光る渦うずのようなものが現れたのだという。最初は奇き妙みような現象に驚おどろいたが、観察しているうちに未知の戦場が垣かい間ま見えた。

「衝しよう動どうみたいなものだったわ。渦が小さくなっていったから、最低限必要なものだけを慌あわてて掴つかんで飛びこんだ。どんなところでも、あのままよりはましだと思ったから……」

　征臣ではなく、揺ゆれる炎ほのおを見つめながら唄うたうように京は呟つぶやいた。

「出来の悪い兄や弟がいるのかな。それともひとりっ子？」

「……後の方が正解」

　あまり感情を露あらわにしない彼女の口くち唇びるが、つんと尖とがった。

「悪いな。相手が何かデータを示したら、その背景まで気になるのが性しよう分ぶんなんだ」

　数日もふたりきりで旅をしていれば、お互たがいの性格もわかってくる。

　言動の端はし々ばしに現れる育ちの良さや知性の高さは伝わってきたし、冷静そうに振る舞まっていても隠しきれない野心と闘とう志しは、征臣自身とも共通しているのでよくわかる。

　旧家の生まれで文武に優すぐれ、しかし現状を強く忌き避ひしているとくれば能力に相応ふさわしい扱あつかいを受けていなかったと想像するのは自然だった。真っ先に連想したのが、自分よりも能力の劣おとる兄弟が男というだけで優ゆう遇ぐうされていたか、あるいは他に選択肢がないから家を継ぐ事を最初から定められていたか。

「碌ろくでもない家よ」

　呪じゆ詛そのように、京は吐はき捨すてる。

　伝統と格式に縛しばられ、黴かびの生えた男性優位の家長制が支配する小さな世界。身体の弱い母は子供を授からないというだけで蔑さげすまれ、ようやく身み籠ごもったのが娘むすめ。

　京はそんな中で唯ゆい一いつの嫡ちやく子しとして優れた者である事を要求されながら、しかし女であるが故ゆえに軽かろんじられるという矛む盾じゆんの中で育った。

「尊大な父と上品だけど無力で卑ひ屈くつな母。家の中の歪んだ空気なんて子供でもわかるわ。それでも最初のうちは平気だった。期待はされていたし、自分の力を高めていく事そのものが楽しかったから」

　茶さ道どうや華か道どうなどを学び、学問では名門進学校の上位十じつ傑けつを常に維い持じ。お家芸である弓でも剣でも、一五にして父を超える腕前を示した。

「……だけど、それが決定的だったわ」

　京の腕前を見た父は言ったのだ。『これでどこから婿むこを取っても、滞とどこおりなく慈恵院伝統の技を息子むすこに伝える事ができるだろう』と。

「あの男にとって大切なのは、目の前にいる自分の娘じゃない。まだこの世のどこにも存在していない、未来に現れる保証もない『男の孫』だけ！　現に力を示しているのはこのわたしなのに！」

　白く細いがしなやかに鍛きたえられた手が枯かれ枝えだを折り、燃えさかる火へと投げ入れる。

「家にとってわたしは、ひとりの人間じゃない。ただ過去と未来を繋ぐためだけに引かれた線の断だん片ぺん。どんなに鍛えても、能力があっても、何をする事も期待されていない。慈恵院の家に組みこまれている限り何もできない」

　政財界にもコネクションを持つ旧家だ。十代の小こ娘むすめが刃は向むかうには大きすぎる壁かべ。

　しかし力を蓄えるべく時間をかけていれば、その間にも束そく縛ばくするしがらみが増えていき身動きが取れなくなる。何よりも自分自身が摩ま耗もうし、逆らおうという意志が萎なえてしまうのではないか──そんな危き惧ぐを抱いだいている時にガルムガクスへ通じる光の門が現れたからこそ、京は躊躇ためらわず飛びこんだのだ。

「あなたの方はどうなの？」

「姉が……ひとりいた」

「そうじゃなくて、ガルムガクスに来た状況よ」

「そっちか。君とは違う。交通事故と爆ばく発はつに巻きこまれて、気づいたらこの世界だった」

「三人一緒に？」

「……そうだ」

　ずっと三人一緒だった。今は征臣ひとりが離れてしまったが。

　異世界で目覚めた時に感じ、決戦と決別の日以来ずっと頭の隅すみにこびりついていた疑念。それは、ここが「死後の世界」という可能性だ。イミズ軍後方を奇き襲しゆうした時に目にした、二度と会うはずはない人の姿。激しく踊おどり狂くるう炎の中でも、決して見み間ま違ちがうはずがない。

　自分たちも彼女も同質の死者だというのなら、完全な理解にはほど遠くてもひとつの納得はできた。

　しかし京の言う事が事実なら、彼女がガルムガクスに招かれた状況は「あちらでの死」とは関わっていないように思える。いや、それ以前に全員が同じプロセスで召しよう喚かんされると限った話ではないのか。

「ガルムガクスがどんな世界かなんて、考えても意味はないんじゃないの？」

　俯うつむきから上げられた京の顔には、彼女らしい不敵な微笑が戻っていた。

「そうだな……」

　元の世界──ウーティシオでだって、数々の理り不ふ尽じんに遭そう遇ぐうしてきた。

　姉がストーカーに殺され、ネットであらぬ誹ひ謗ぼう中傷を受けても、征臣は「何な故ぜ世界はこんな有様なのか」とは考えなかった。世界や運命や神を呪のろうのではなく、ただ人間について考えた。もちろん自身も同じ人間である事を棚たな上あげせずに。

　過去に何人もの人間が現れているのだから、自分たちが特別なのではない。ウーティシオとガルムガクスは今まで知らなかっただけで「ただそういう関係として存在しているもの」と把は握あくすべきだ。下手に意味や理由を求めると、己の思考に足を掬すくわれかねない。

　それよりもただ、目的に向かって着実に進んでいこう。

　この世界で覇は業ぎようを為なす。

　それも胸を張って堂々と、輝かがやかしくも困難な道を歩む大たい駕が──彼とは異なるやり方で。

　ただ決別するために選んだ京がこの世界で最も権けん威いある国・メルクアルラムに属ぞくしていたのは望外の幸運だった。それを活いかさなければ。

「もうひとつ、訊いていい？」

　今度浮かべたのは、やはり彼かの女じよらしくもない悪いた戯ずらっぽい笑え顔がおだ。ただし微笑ほほえましいというよりはどこか嗜し虐ぎやく的な雰ふん囲い気きがある。

「何だ？」

「さっき姉がいたって言ったわよね。過去形で。もう死んでるの？」

「……三年前に殺された。殺人事件の被ひ害がい者しやだ」

「そう。そういう事ね。三角関係だけじゃないんだ？」

　京が笑みを消さないのは、大駕や真ま羽うとの関係だけでなく、姉の死が征臣の性格に影かげを落としている事まで読み取ったからだろう。

　構わない。その程度も勘かんづかないようなら、こうして手を組んだ意味はない。

　ひょっとしたら佳か織おりがストーカー殺人の被害者であり、その後の疑ぎ惑わく──というよりは面白半分のでっち上げでメディアやネットを騒さわがした事にも気づいたのかも知れない。

　一いつ瞬しゆん頭を過よぎったその考えを、征臣はすぐに否定した。

　舘というのは比ひ較かく的てき珍めずらしい名字だが、そこまですぐに連想するはずがない。それ以前に覚えている方がおかしい。

　日本国内での凶きよう悪あく犯罪の件数は横よこ這ばいからやや減少傾けい向こうにあるが、それでも殺人は年間で一二〇〇件ほどある。他人にとって舘佳織の死はその中の一件に過ぎない。しかも何年も前の話。多少珍めずらしい尾お鰭ひれがついたからといって名字まで記き憶おくしているか？

　現に征臣だって、他の一〇〇〇人以上の名前などひとつも思い出せない。

　他人に家族を殺される。それは確かに悲劇だ。だが、ありふれた悲劇に過ぎない。

　それ以外にも事故で、傷病で、天災で、人間は当たり前に死んでいく。事件の被害者という立場は犯人という他者を憎にくめる分、まだマシだとさえ言える。災害や病気なら運命以外には己の無力さしか憎ぞう悪おの対象がない。

　自分ひとりだけが特別に不幸だと考えるのは、安易な自己憐れん憫びんだ。自身もまた、身勝手で無責任で思し慮りよに欠けた衆しゆう愚ぐのひとり。何ら例外ではないのに。

「何を考えてるの？」

「別に。大した事じゃない」

　短く答えて、鳥肉を噛かみしめる。野や趣しゆある風味だが、塩を振って焼いただけなのでさほど美味ではない。ただ、生命そのものを貪むさぼっているような力強さは感じる。仕留める現場を目にしているからの錯さつ覚かくかも知れないが。

「これから行く──わたしが身を寄せてるメルクアルラムは大きく、強い国よ」

　互いの過去を探さぐり合っても無意味と判断したのだろう。京が話題を変えた。

「〈統一者〉を擁ようして以来、各国の上に立つ立場だけど絶対的な支配権を持っている訳じゃないわ。諸国連合の指導的立場──各国に独自の外交権も交戦権もあるから、江え戸ど時代の徳とく川がわ家や旧ソ連におけるロシアより権限は小さいわね。盟主っていうより議長国って言うくらいが丁度いいかも」

　かの地方では強国が隣りん接せつする小さな国から搾さく取しゆするのは日にち常じよう茶さ飯はん事じでも、大国同士が正面切って戦ったりはしない。特にメルクアルラムは強力な軍を抱かかえている上に諸国の盟主としての立場もあるので、下手に動かずに状況を静観している。盟主であるメルクアルラムが一国に宣戦すると、複雑な国際問題を引き起こしかねないからだ。

　その結果が、多少の小こ競ぜり合いはあってもいくつかの大国が均きん衡こうを保つ形だ。

「国を治めているのはシェナ・ルラ・メルクアル女王。ただし彼女はまだ一三歳さいになったばかりだから、実際の政務はダルゼー・メルカ宰相が執とっているわ」

「メルクアルラムの王がメルクアルで、宰相がメルカ？」

　王家と国号が似ているのは不自然ではない。むしろ当然だ。しかし宰相の姓せいまで似ている事が引っかかった。

「王族のひとりで、女王の従叔父に当たるわ。正確に言えば、メルカ一門の中で現王の家系だけがメルクアルを称しようするって形ね。血筋の面では傍ぼう流りゆうであっても、ダルゼーはちょっとした独裁者よ。他の大臣たちを抑えて予算も人事も一手に握にぎっている。もちろんそんなやり方で破は綻たんしないだけの腕うでがあるからなんだけど」

　ダルゼーとシェナ。ふたつの名前を呼ぶ声に、何か特別な感情が込められているのを征臣は感じた。それが好こう悪おどちらなのかまでは読み取れなかったが。

「メルクアルラムに、君以外のシャムリーはどれくらいいる？」

「どうしてわたしひとりじゃないと思うの？」

　ソプラノが、微かすかに硬こう度どを増す。

「メルクアルラムは各国の戦乱を治める立場の国なんだろう？　それなら象しよう徴ちようになる本命のシャムリーは大切にする。唯一の人材を長期の単独任務に送り出すとは思えない」

「さすがに鋭するどいわね」

　ふ、と短く息を吐くと京はわざとらしく肩かたを竦すくめた。

「でも、そんなに多くはないわ。わたしの他には、桐枝迅っていう男がひとりいるだけ」

　確かに現在は三桁けたに及およぶシャムリーと、それに数倍するウーティシオ人の来訪によってガルムガクス全体が混乱の極みにあるが、決して均等に現れている訳ではない。安定した政情の大国が多く、比ひ較かく的てき安定している東亜大陸ではシャムリーは少数で一国につきひとりかふたり程度が普ふ通つうだ。

「西部では小国に何人もシャムリーが溢あふれてて戦火が広がっているという情報は伝わってきていたけど、その中でも〈武具〉を出せないウーティシオ人も組織してるイミズは例外中の例外よ。だからこそわたしが偵てい察さつに来たの」

「それだけか？」

　征臣は枯れ枝を折り、炎の中へと放ほうりこむ。小さな衝しよう撃げきが組み上げた薪まきを崩し、火ほ影かげを大きく揺らめかせる。

「それだけって？」

「国境を接している訳でもない、遠い国の情勢だ。危険であっても緊きん急きゆう度どは低い。それに君はイミズの懐ふところに潜もぐりこむために流民に偽装した。今も単独だ。どんなに有能でも代だい替たいの利きかない貴重な人材にやらせる任務じゃない。だったらまず思いつく可能性はふたつだ。君自身の思おも惑わくで志願したか、あるいは君というシャムリーを貴重と思わない──むしろ排はい斥せきしたい者がいるかだ」

　メルクアルラムは諸国の盟主と位置づけられている。他国の情報を収集するにしても専門家と警備隊からなる調査団を編成して正面から乗りこんでも名目は立つし、その方が安全性や確実性は高い。どれだけ有能であっても京はガルムガクス人ではない。言葉や予備知識の面で限界はあるだろう。密みつ偵ていに適任とは言えないのだ。

「……まったく貴方って鋭いわね。その両方よ」

「政府内に君を疎うとんでいる奴と、活用しようとする人間がいて対立している。君と、君を使っている側の人間は対立に乗じて何かを企たくらんでいる……そう考えていいのか？」

「ええ」

　京の口くち唇びるが、不敵なカーブを描えがく。

　征臣はその表情を、美しいと思った。

　美を感じただけで好感は抱かなかったが。




　京の案内で通されたのは宮城の一角、王族が私的な会談に用いる部屋だった。幅はばは狭せまいが奥おく行ゆきは数メートルもある細長い形で、音が外部に漏もれないよう窓はなく、扉とびらも分厚い。テーブルに掛かけられたクロスは短く、精せい緻ちな彫ちよう刻こくが施ほどこされた細い足の間は素す通どおしになっている。人が隠れられないように配慮されているのだ。

　待っていたのはシェナ女王とダルゼー宰相。そして装そう飾しよくされたマスクで口元を覆おおった近この衛え兵へいが四人。見聞きした事を一いつ切さい口外しない誓ちかいの象徴だという。

　もうひとり女性が、着席したシェナに寄り添そうように立っていた。

　どこかチャイナドレスを思わせる身体のシルエットを際きわだたせる服は、生き地じと同系色で目立たぬよう複雑な刺し繍しゆうが施されている。はたち前後だろうが、編んできっちりまとめた髪かみ型がたと落ち着いた面おも差ざしのせいでもう少し年かさにも見える。

「京、会いたかったぞ。任務とは言え、半年以上も妾わらわの下を離れるなど」

　それまで澄すましていた顔をぱっと輝かせて、シェナが身を乗り出す。

　さっきは遠い演台を見上げていたから錯覚だと思ったが、こうして間近で見るとどことなく真羽に似ている。

　目鼻だちがそっくりという訳ではないが、背せ伸のびした緊きん張ちようとあどけなさが同居している姿が、中学に入ったばかりの頃ころの真羽を連想させるのだ。そう思うと古めかしくて仰ぎよう々ぎようしく、そのくせどこかたどたどしい口調も精せい一いつ杯ぱいの背伸びのように見えてしまう。

　征臣は、緩ゆるみそうになる頬ほおを引き締しめた。

　自分は孤こ立りつしている。誰に頼たよる事も心を許す事も出来ない。少なくとも、今はまだ。

「お久しゅうございます、女王陛下。それに、ルビエラも」

「大任を果たした事、そして何より旅のご無事をお祝いいたしますわ」

　ルビエラと呼ばれた侍じ女じよがにっこり笑うと、京も微笑む。

　この国までのふた回めぐりでは見た事のない、安らいだ表情だった。
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　言い換かえれば、油断しているようにも見えるが。

「旅の話──いや、各国の事情など聞かせてたもれ」

「陛下」

　逸はやる様子のシェナを、ダルゼーが抑えた口調で遮さえぎる。

「積もる話もあるでしょうが、まずは新たなシャムリーの件を」

「おお。そうであったな。進めてくれ、ダルゼー」

「はい。では舘殿どの、そちらに着席を」

　ダルゼーの言葉を受け、回りこんだ京が椅い子すを引く。彼女自身は座すわらず、一歩後ろで立ったままだ。京は単なる案内役ではない。万一、征臣が敵対したら普通の衛兵では対処が難しい。同じシャムリーである京は女王と宰さい相しようを守るための抑よく止し力りよくでもあるのだ。

「改めて自己紹しよう介かいしよう。メルクアルラムの宰相を務めるダルゼー・メルカだ」

「舘征臣です」

　何の肩かた書がきも地位もない。名乗るべきものは、ただ姓せい名めいだけだ。

「さきほどは面倒な形式を取らせてしまったな。便べん宜ぎ的てきに『仕える』という言い方をする事もあるが、我々とシャムリーの関係は主従ではない。だが、軍部にはああいう形式を取らねば納なつ得とくしない者もいる」

　さっきは半ば威い嚇かくの意図もあってガルムガクス語を用いたが、まだ細かいニュアンスや複雑な内容はわからない。ダルゼーが日本語を使ってくれるのは、正直ありがたかった。

「ガラハンとオルオード──ふたりの名は京から既に聞いているはずだな？　彼かれらは新たなシャムリーを自分の配下に回せと主張したのだが、私があくまでも管理すると決定したのだ。形式的には近衛の一員という形でな」

「はい。旅の途中で彼女から聞いています。軍ぐん閥ばつの横行が著いちじるしいとか」

「恥はずかしい話だが、その通りだ」

　ガルムガクス軍はまず東方西方に大きくに分かれ、両方面軍がいくつかの軍団に分ぶん割かつされている。もちろん最終的な指揮権は王が有するものの、組織そのものが大きい事もあって各軍団はかなりの自由裁量を持つ。特に国境近くの部隊は逐ちく一いち王都の採決を待っていては実務に差し支つかえる。

　本来は諸国で争いが発生しそうな時に素す早ばやく対応して調停し、必要ならば鎮ちん圧あつして大乱の発生を抑えるための制度だったのだが、長い歴史の中でそれは腐ふ敗はいした。

　限定的ながら徴ちよう税ぜい権や外交権まで持つ各軍団はそれぞれ勝手に近きん隣りんの国と結び、あるいはメルクアルラム全体の国力を背景に威い圧あつし、利益を吸い上げている。もちろんそうやって蓄えられた財は国に還かん元げんされず、将官たちが私的に蓄え、浪ろう費ひしているのだという。

「ダルゼー。その話は、シェナ様の前では……」

「よい、京。そちの居おらぬ半年に、妾も王として知るべき事を知った」

　穏おだやかだが意志の籠こもったシェナの言葉に、京は口くち唇びるを結ぶ。

　軽く咳せき払ばらいをして、ダルゼーは話を続けた。

「複数のシャムリーが各地に出現して戦乱を広げるという異常事態だ。本来ならば我わが国くには軍を動かし、平和の糸口を見いださねばならぬ立場だった」

　しかし、メルクアルラムにはまだシャムリーがいなかった。

　軍部の中には「シャムリーを擁する国こそ正統であり、我々は状じよう況きようを静観するべきではないか」という声が根強く、ダルゼーの意見は通らなかったのだ。背後には自国──いや、自派の利益にならない外がい征せいをしたくないという各軍閥の思惑があった。西亜大陸では戦火が広がっているものの、この一帯ではシャムリーが降臨しても即そく実戦という事にはならなかったのも静観の理由だ。強力であってもシャムリーひとりで大国を覆くつがえし、支配するのは難しい。賓ひん客きやくや英えい雄ゆうとして遇ぐうされるのだから、そもそもそんな事をする理由がない。

「京が我が国に現れたのが一年前、やや遅れて桐枝殿が降臨したのは一五回り前だ。その時には既に東亜大陸は激しい戦せん渦かに飲まれていた。盟主国の権威や、少数のシャムリーだけでは手が打てない。情報の乏しい南亜大陸もどうなっているか……」

　ガルムガクスの一年は四〇一日。二二回りと五日という計算になる。

「多くの国々、数えきれぬ民草が戦火に喘あえいでいるのは、嘆なげかわしい事じゃ。しかもこのような難時に、妾のような未熟な若じやく輩はいが王座に就つく事になるとは……。もっと正しく学び、諸王の長ちよう姉しとしての役目を果たさねばならぬ」

　ダルゼーの言葉に、シェナも表情を曇くもらせる。

「そのためにはまず軍閥の専横を抑え、中間で私利を吸い上げる指揮官を排はい除じよし、王を頂点とした指揮系統を正しく再編しなければならない。舘殿を近衛預かりとするのも、シャムリーを取りこんで影えい響きよう力を増そうとする連中の先手を打つためだ」

　近衛隊は王の直属であり、実際の命令は権限を委い譲じようされた宰相が下す。名目上でも大将軍の指揮下にない独立部隊だ。当初はシャムリーを抱えこむ面めん倒どうを避さけたがっていた軍部だが、近衛に戦力が集まるのも好ましくないという事らしい。

「軍部の者どもは、妾を御ぎよしやすしと見たのであろうな。確かに今まではそうであったかも知れぬが、これからは別じゃ」

　彼女が即そく位いしたのは四年前。既に諸国にシャムリーが降臨し、戦火拡大の時期だった。

　祖父である先王は老ろう齢れいで病身ながら「諸王の長ちよう兄けい」として近隣諸国と協議を重ね、いくつかの国のシャムリーを立てつつ連合軍を組織し、西亜大陸への派兵計画を進めていた。しかし、病状の悪化とその後の死によって計画は敢あえなく頓とん挫ざした。

　そして両親が既に逝せい去きよしている事もあり、シェナが僅わずか九歳で玉座の主となったのだ。

　唯一の直系であっても非常時には任が重すぎるという声もあった。傍流でも王族であり、先代の相談役でもあったダルゼーを推おす者も少なくなかったのだ。そんな中で彼女が戴たい冠かんしたのは、オルオードを中心に軍部がシェナを推す形で結束したからだ。

　幼く、美しいシェナは国民の目を集めるシンボルとしては最適だ。

　実権さえ与あたえなければ。

「君が大変聡そう明めいな人間である事は、京から聞き及んでいる。だからこそ私もここまで打ち明けたのだ。何かと面倒な情勢下ではあるが我が国のため──否、ガルムガクス全体の平和のために力を貸してほしい」

「わかりました。僕ぼくも、この地に争いが絶えない事は望みません。幸い僕はシャムリーとして強い力を得ましたが、来訪者の中に戦えない者も存在しています。帰き還かんの道がわからない以上、そういう人たちが安心して眠ねむるためにも、戦乱を止めなければならない」

「そう言ってくれると信じていた。ありがとう、舘殿」

　自然な態度でダルゼーが差し出した右手を、征臣は静かに握り返す。ふと顔を上げるとシェナが期待を込めた眼まな差ざしをこちらに向けているので、深々と頭を下げる。

　こうして第二の謁えつ見けんも終しゆう了りようし、征臣だけが近衛兵のひとりに連れられる形で退出した。




「では、京。妾に諸国の話を聞かせてくれるか？」

「はい。東ひがし亜あ大陸内はメルクアルラムの威い光こうが遍あまねく届いており、秩ちつ序じよに従わない一部シャムリーが率いる小規模な軍勢の暴発はあるものの、多くは各国の軍隊によって無事鎮圧されております。これも女王陛下の──」

「東はよい。その程度は既すでにダルゼーやオルオードより聞いておる。西の様子を知りたい」

「え？　しかし……」

「物見遊ゆ山さんが目的で半年も旅をしていた訳ではなかろう。包つつみ隠さず話してたもれ」

　身を乗り出さんばかりの真しん剣けんさで、シェナが訴うつたえる。

　詳しよう細さいな調査報告はダルゼーにだけ伝え、シェナには当たり障さわりのない話だけを聞かせるつもりだった。実際の政策を決定しているのはダルゼーだし、京に調査を命じた当人でもある。ダルゼー単独の判断ではなく、むしろ望まぬ命であったが。

　それに、知って深く考えるほどシェナ自身が危険になる。

「舘と言ったか。まず彼の者の話でよい。頼たのむ。妾は知りたいのじゃ、京」

「……わかりました」

　意を決すると、京はゆっくりと事実を語った。

　元々小国がひしめき合っている西亜大陸が多数のシャムリーとそれ以外のウーティシオ人の出現によってさらに多くの国に分かれ、力ずくの離り合ごう集しゆう散さんが繰くり返され、治まる気配が一向に見えない事を。

　辺境の小国・ラウフラムも射水元保というシャムリーが興おこした軍に脅おびやかされていたが、折良く現れた舘征臣らの活かつ躍やくで敵を討うち、国を守り抜ぬいたのだ。

「ですが、多くは西亜大陸内の勢力争いに明け暮れています。海かい峡きようで阻はばまれてもいますし、西方の戦火が我が国まで及ぶ可能性は低いと思われます」

「妾はそのような事を気にしているのではない」

　シェナを安心させようと付け加えた京の言葉を、シェナは悲しげに否定した。

「京、おぬしはその国にメルクアルラムの使いとして正面から入ったのか？」

「……それは……」

「正直に話すがよい。我が国の権威が通じるのであれば、特使のひとりも派は遣けんすれば争いを収めるのも容易であろう？」

　仕方なく京は、流民の集団に加わって身分を隠したまま入国した事を説明した。敢えて射水軍に捕とらえられるために流民たちを巧みに誘ゆう導どうし、彼女たちを見殺しにした事はさすがに伏ふせたが。

　立場を考えればシェナも小箱の中で守られているだけではいけない。一国の主として、世界の汚よごれた一面も知る必要があるのは確かだ。

　しかし、それはまだ早い。

　彼女は父を上回った時の京よりもまだ年下なのだから。

「世界に乱あればメルクアルラムは諸国の長ちよう兄けい長ちよう姉しとして調停し、必要とあらば武を振ふるわねばならぬ立場。なのに、そのような事態になるまで手をこまねいていた事が口くち惜おしく──恥ずかしいのじゃ。そのラウフラムにしても、シャムリーである舘が我が国に参じてしまっては危ないのではないか？　イミズを下したとて、近くにはまだ敵対する国が存在するのであろう？　事と次し第だいによっては、我が国から救きゆう援えんを送るべきではないか？」

「ご安心を。ラウフラムには元々その国を先代の王から預かって治めている齊いつき彩あや芽めという女性と、舘と一いつ緒しよに現れた神かみ和わ住ずみ大駕、ふたりのシャムリーが残っております。国を守るのに不足はないかと」

「そうか……。国を治める女のシャムリーか。会ってみたいものよの。しかし問題はその一国ではない。ガルムガクス全土に一日も早い平和をもたらさねば。それこそが我が国の責務じゃ。ダルゼー」

　名前を呼ばれた宰相は、僅かな会え釈しやくで応じる。

「京から詳細な報告を受けたら、それに基もとづいて西方遠えん征せいが実行可能かどうか検討せよ。近隣諸国への支し援えん要よう請せいも視野に入れ、必要ならば試案段階でガラハン大将軍とも相談するがよい。妾も過去の派兵例を勉強しなおす。多くのシャムリーがいる以上、同列には扱あつかえないだろうが」

「了りよう解かいしました。速すみやかに」

　己の半分ほどの年ねん齢れいの少女に、ダルゼーは恭うやうやしく一礼をして退出する。

「京から旅の話を聞きたいがダルゼーに命じた手前、妾も父祖代々の施し政せいを勉強しなおさねばならないな。いずれ問題が片付いたら、ゆっくり聞かせてほしい」

　そう言い残し、シェナ自身も部屋を出て行った。しかしほどなく、若い女王を居室に送り届けたルビエラだけが戻もどってくる。衛兵も引き上げているので部屋にいるのは京とルビエラのふたりきりだ。

「どうなってるの、ルビエラ？　シェナ様があんな政治的発言を……」

　不安の表情を隠そうともせず、京は訊たずねる。

　元々「操あやつりやすく、見み栄ばえのいい人形」として担かつがれたシェナの基き盤ばんは弱い。地位はあるが、真の味方など政治の場では皆かい無むと言ってもいいだろう。

　だが、逆の観点に立てばその事が彼女の命を守っているとも言える。

　聡明で毅き然ぜんとした王が現れれば、軍閥はこれまでのように気ままに振る舞えなくなるからだ。その立場は、宰相であり実質的な摂せつ政しようとも言えるダルゼーも大差ない。彼の権力はあくまでもシェナあってのものでしかない。

　ダルゼー対軍部、さらに軍部内の各派は閥ばつの綱つな引ひき。その力関係のバランスの中で、シェナの地位は保たれているのだ。

「オルオード閣下です。西部方面軍の。彼がシェナ様に謁見した折に周辺諸国の情勢などを伝えまして」

　ルビエラは名門の出身で、幼少時から特別の訓練を受けた専門家だ。通常の侍女としての身の回りの世話はもちろん、いざという時のために護身術、短たん剣けん術を身に付けている。六年前、彼女が一五歳でシェナ姫ひめが七歳の頃から、影のように寄り添ってきた。だからこそ、オルオードとの会談の場にも同席していたのだ。

「オルオード？　奴がどうして？」

　半年の間にシェナが発揮するようになった主体性や向上心は、最初に軍部が推した時の思惑とは矛盾する。元々シェナ自身は自分が世間知らずである事や、諸王の長姉としての役目をきちんと果たせない事を悲しんでいたが、そのためには実際にどうすればいいかという展望を持ってはいなかった。

　思考の基き礎そとなる知識が不足していたから──正確を期すなら、綺き麗れいなだけの人形であり続ける事を望む者たちが、知る機会を遮り続けてきたからだ。

『妾も既に王となって四年近い。何も知らぬ九つの子供でもない。地位にふさわしい事を為さねばならないし、為したいとも思う。だが、そのためには力が足りぬ。京、そちは妾の力となってくれるか？』

　最初に引き合わされて悲痛な表情で訴えられた時、シェナの理想の正しさを確信しながら京は素す直なおに首しゆ肯こうはできなかった。そうした時、彼女が進む道がどれほど難しく、危険であるかを知っていたからだ。

　だから、精一杯の誠実さでこう答えるしかなかった。

『シェナ様。京はずっと、シェナ様の友達です』と。

　地位や立場にふさわしくあれと要求されながら、同時に女だから、若いからという理由で意志さえも制限される。最終的には実質的な権力を持つ者に都合のいい道具である事を期待される──そんな生き方から逃のがれようとする者は、京の友であり同志だ。

　しかし現状では立場が弱すぎる。シェナを信しん頼らいし、行動する者など皆無に近い。

　真の女王へと羽う化かするためにはまだ時間が必要なのだ。

　現段階でシェナが自発的に行動するのは、むしろ彼女の立場を危あやうくする。

「オルオード将軍の目的はシェナ陛下との私的な繋がりパイプを強化すると同時に、ダルゼー閣下を牽けん制せいするためでしょう」

「なるほどね……。あの男の考えそうな事だわ」

　国境紛ふん争そうでの実戦、長期に渡わたる単独の諜ちよう報ほう行、訓練の改良と部隊編成の効率化──大きな戦争がない時期におよそ考えられるありとあらゆる実績を重ね、一兵卒から一軍を率いるまでになった男がオルオードだ。それだけに権力欲と上じよう昇しよう志向が強く、あちこちにコネクションを持ってはいるが王族だけとは縁えんが薄うすい。

　だからこそ彼は、シェナが若く無知なのをいい事にダルゼーが操っていると邪推する。元々は軍部が操りやすいように推挙したにも拘かかわらず。いや、自分が望んでいるからこそ、他人も同じようにすると考えてしまうのか。確かにある意味では事実ではあるのだが。

「所しよ詮せんオルオードは一いつ介かいの将。宰相や大将軍の頭を飛び越こえて頻ひん繁ぱんに女王に接せつ触しよくする機会を何度も持てる訳じゃないわ。だからこそ自分の都合のいいように動かすのはひとまず諦あきらめて、シェナの向上心を中ちゆ途うと半はん端ぱに刺し激げきして危機意識を持つように誘導するに留とどめ、ダルゼーに意見するように仕向けた……そんなところか」

　細い顎あごに手を当て、京は状況を整理する。

　自分が旅に出ている半年の間に何も起きないと楽観視していた訳ではないが、これほど急激に、しかもこんな形で状況が変わるとは。ダルゼー自身がオルオードを牽制しきれなかったのも予想外だ。警けい戒かいしていたのは、むしろ実権を更さらに削そぐような動きだったのだ。

「まあ、いいわ。わたしだって、ただ命令に従って半年も西亜大陸をぶらついていた訳じゃないわ。情報だけじゃない。強い駒こまを手に入れてきたんだから……」

　ルビエラにも聞こえないほどの小さな声で京は呟つぶやく。

　彼女の脳のう裏りに浮うかんでいるのは、黒い飛竜ワイバーンとそれを駆かる少年の姿だった。




「こちらが当座の舘殿の居室となります。何か不明な点や必要なものなどがありましたら、隣りん室しつに世話係が常じよう駐ちゆうしておりますので衛兵までお申し付けください」

　案内されたのは宮城内ではなく、棟むねの離はなれた砦館の一部である塔とうの上層だった。部屋そのものはさほど広くないが、寝しん台だいなど上質な家具が合理的に配置され、テーブルの上には日本語とガルムガクス語の対訳が記された本が数冊置かれている。京を介かいして事前に頼んでおいたものだった。元々は身分の高い来客のための部屋だと案内の兵士は説明する。

「ありがとう。ところでちょっと訊ねたいんだが、もうひとりのシャムリー──桐枝迅もこの塔に住んでいるのかな？」

　練習も兼かねて、ガルムガクス語で質問する。

「いえ。桐枝殿と慈恵院殿はさきほどの宮城に」

　こちらを気き遣づかってのゆっくりした発音だったので、聞き取りの方も問題ない。

　兵士に礼を述べてドアを閉めると、伝声管や隠かくしドアなどがないかひと通り調べる。電子的な盗とう聴ちよう器きを警戒する必要がないのは楽と言えば楽か。

　何も無い事をチェックすると、窓から外を見下ろす。高さは四、五階程度。石造りの壁は分厚く、数が多いので採光や換かん気きには問題ないものの窓そのものは小さく、ここから出ようとすると細身の征臣でもかなりきつい。

　確かに貴人のための部屋だが、元々は捕らえた敵軍の高官を監かん禁きんするための部屋だろう。巧こう妙みように埋うめてはいるが、窓に鉄てつ格ごう子しを填はめていた跡あとが残っている。

　その気になれば空を飛んで逃にげるのも可能な征臣を管理するため、知ち恵えを絞しぼったという事か。〈武具〉である飛竜ワイバーンの胴どう体たいは馬のそれと同じほどだが、長い首と尾お、広い翼つばさを持つ事から全長全ぜん幅ぷくとも七、八メートルはある。それより小さな空間には現出させられないし、この部屋なら、辛かろうじて出そうとすれば出せるものの、身動きはままならないだろう。

　室内から外に飛竜ワイバーンを実体化させるのは可能だが、征臣本人が窓から出られないのなら騎き乗じようは不可能だ。頑がん丈じような石造建築の壁は、爪つめや牙きばでは破は壊かいできないだろう。

「……まあいい。お互たがい様だ」

　征臣の方だって完全に信じた訳ではない。

　この国も、ダルゼーも、シェナも。

　そして慈恵院京も。

　メルクアルラムに着いたのは一昨日だが、飛竜ワイバーンを披ひ露ろうしたのは今日が初めてだ。しかし予あらかじめ大きさや能力を知っていなければ、この部屋という選せん択たくはない。つまり京は事前に情報を与え、その上で自分を警戒対象と認にん識しきしているという事だ。

「当然だ。僕が彼女の立場でも、知り合ったばかりの奴やつを信じたりしないさ」

　たったひとりの、かつて分かちがたい一対バツテリーだった親友と決別した以上、舘征臣にとってこの世界に──いや、どんな世界にだって全幅の信頼を寄せる相手など存在しないのだから。

　生まれながらの英雄のようなかつての友に対抗するには、英雄ではなく、その上で英雄に抗しうる者にならねばならない。

　そのためなら、あらゆるものを利用するだけだ。







第二章　　王者でも勇者でも覇者でもなく







　正式に国に帰属するシャムリーになったとは言え、即そく座ざに戦いがある訳ではない。

「今のうちに国を見て回りたい」という征まさ臣おみの要よう請せいはやんわりと、しかし交こう渉しようも妥だ協きようも出来ずに拒きよ絶ぜつされた。

「シャムリーは国を守り、世を治めるための貴重な人材。お身体に危険のないよう警護せよと宰相閣下から仰おおせつかっております」というのが衛兵の言葉だったが、厚こう遇ぐうであっても軟なん禁きん状態だ。何しろ部屋から出る事さえ自由にならず、京みやことの連れん絡らくもままならない。

　朝夕の食事も基本的にひとり分が部屋に運ばれて、後から給きゆう仕じの女性が空の食器を引き取りに来る。

　ラウフラムでもそうだったが、ガルムガクスの食べ物は西洋料理に似ている。主食は小麦粉を捏こねて焼いたパンだし、肉や乳製品を多用する。ただし味付けは塩やハーブ、それらを使ったソースだけで香こう辛しん料りようがほとんど存在しない。全体に薄うす味あじなのも、現代人にとっては物足りなく感じる一因だ。

　征臣は残さずに全すべてを平らげた。毒を盛られるリスクはあったが、対たい抗こう手段がない事を警戒してもキリがない。それに食事も貴重な情報源だ。使われる材料から気候風土や植生環境がある程度は想像できる。

　何より栄養不足で体力が低下するのを恐おそれた。敏びん捷しよう性せいや筋力を落とさぬよう室内での運動や剣けんの素す振ぶりは欠かさないし、小さな窓から見える範はん囲いでの外の観察も怠おこたらない。

　そして〈武具〉を扱うための精神の集中、イメージの喚かん起き。

　いちばん時間を割さいたのは、ガルムガクス語の習得だ。最初に用意してもらった書物はすぐに読み終えてしまったので追加として両言語で記された歴史や地理の本を要求したら、こちらは問題なく届けられた。

　比較的新しい書物という話だったが日本語部分の文体は明治か大正頃のもので、読むのに少々苦労する。近年大量のシャムリーが現れたせいで話し言葉は更こう新しんされたけれども、文章の方はこちらの世界でわざわざ読み書きするウーティシオ人がほとんどいないせいもあって、なかなか改まらないらしい。

　ガルムガクスの口語は各国や地域によっていくらか違ちがいはあるものの文書では差異は少なく、古くから文化文明の中心地だったメルクアルラムの書物は他地方の手本や源流にもなっており、教材としては最適と言えた。

　部屋の前に立っている衛兵も生き真ま面じ目めで職務に忠実だが、話し相手になる事までは禁じられていないようで、言葉の習熟具合を確かく認にんする事もできた。

　自分で選んだ事、想定のうち、必要な準備期間──懸けん命めいに己おのれに言い聞かせるが、胸の芯しんがじわじわと黒く焦こげつくような焦しよう燥そう感は抑おさえられない。

　大たい駕がは、きっと迷わずに進む。

　自身が正しいと信じ、他人からも賞賛される道を、ひたすら真まっ直すぐに。

　立ちはだかる敵を打ち破り、その傷いたみを胸に刻みながら、立ち止まる事も振り返る事もなく。殺す事を躊躇ためらわず、安易に受け入れも慣れもせず。この世界を統一し、平和をもたらし、真ま羽うを守るために。

　それに比べて自分はどうだ？

　大国に食いこんだとは言え、具体的にはまだ何もしていない。

　焦あせりは禁物だと理性は訴えるが、もっと根深い感情が納得してくれない。

　噛みしめた奥おく歯ばの痛みに、眉まゆをしかめながら本を閉じる。

　こんな精神状態で読書をしても頭に入らない。それよりは身体を動かした方がいい。適度な疲ひ労ろうはストレスを忘れさせる。

　いや、それよりも誰だれかと話す事か。決して答の出ない問いを頭の中でぐるぐる回すのは、自じ虐ぎやくという名の自じ慰いのようなものだ。「自分はこんなにも苦しんでいる」と追い詰つめるふりをして、本当に解決しなければならない問題を放置する。しかも己の無意識は、苛か烈れつに見えても決して自身に致ち命めい傷しようは与えない。

　ひとりきりで思考を巡らせているだけでは袋ふくろ小こう路じに陥おちいる。

　腕うで立たて伏せをしながら征臣がそんな事を考えていた時、部屋のドアがノックされた。このあたりの習慣や作法は、こちらの世界でも大きな違いはない。

　呼吸を整え、剣を腰こしに吊つるし、すぐに抜けるようにしてから扉の掛け金を外す。

　細く開いた隙すき間まの向こうには護衛兵と、上等の服を纏まとった事務役人の姿があった。

「舘たて殿、ご同行願います。シェナ女王陛下がお呼びでございます」

　待ち望んでいた──しかし意外な申し出だった。いきなり女王直々とは。

　征臣が案内されたのは前回と同じ会見室だった。入り口で剣を衛兵に預けて、型どおりの最敬礼をして入室する。

「お招きいただきまして光栄でございます、女王陛下」

「そこまで畏かしこまらずともよい。本来ラウフラムの王とシャムリーの間は主従ではなく盟友であったという。作法とはいえ、その気になれば〈武具〉を出せるシャムリーの剣を取り上げるというのも馬ば鹿かげた話ではあるしな」

　着座したまま征臣を出で迎むかえたシェナの左右には、京とルビエラが控ひかえていた。シャムリー相手に普通の武装解除は無意味と言いながら、油断もしていないという事か。前回同様、長いテーブルの両りよう端たんで距きよ離りも離れている。

「急に呼び立てしてすまぬな。先日は充じゆう分ぶんに時間が取れず心残りであったが、その方とはじっくり話したいと思っていた。ウーティシオの政まつりごとなどについても学びたい」

　女王と言ってもまだ若く、実務のほとんどをダルゼーに任せているシェナは人と会うのも自由にはならない。むしろ警護のために制限を受ける事の方が多い。京は女性という事もあってダルゼーからの命令がない時にはシェナの護衛を務めがてら異世界の事情について語ったりもするが、もうひとりのシャムリーである桐きり枝え迅じんとは公式の謁見を除いてほとんど会う機会がないのだという。

「僕も、陛下と語らう機会が欲ほしいと思っていました」

　笑え顔がおで応じる征臣の前に、湯気を立てるカップが置かれた。ラウフラムでも目にした生しよう姜がに似た香かおりの茶だ。

「その方の素す性じようは京より訊きいておるが、解せぬ事があってな。何な故ぜ、元々身を寄せていた国を離れたのじゃ？　聞けば、ウーティシオからの友も一緒だったというではないか」

　シェナの無む邪じや気きな問いかけに、征臣の眉み間けんが一いつ瞬しゆん強こわ張ばる。視線を向けると、京の口元に微び笑しようが浮かんでいた。

「その国では……友と一緒では果たせない事を果たすためです」

　躊ちゆう躇ちよしたのはほんの一いつ瞬しゆん。意を決して征臣は口を開く。

「ほう？　それは何じゃ？」

　興きよう味み津しん々しんの表情で、シェナが身を乗り出す。

「僕が見る限り、この世界の戦争は稚ち拙せつです。〈統一者〉から受け継ついだ気高くはあるものの古く不合理な倫りん理り観かんや、シャムリーという存在を前提としている事が歪ゆがみと停てい滞たいをもたらした結果でしょう」

「それは……！」

　こちらの言葉を遮ろうとした京を、片手を上げて逆に制する。

「そう、歪みと停滞です。シャムリーを天てん佑ゆうとして当てにしている限りは、シャムリーが天災となった時に打つ手はありません」

　それはまさにガルムガクスの現状だった。

　過去に類例のない複数の──大量のシャムリーの出現は各地に戦乱を呼び起こし、それに抗する手段はない。

　征臣の右手の中で、銀色の光が閃ひらめいた。

　小さなナイフだ。

　厳重な身体検査をされた訳ではない。むしろ素直に剣を預けた事で武器を持っていないと安心させ、これを隠して持ちこむ事を容易にした。

　京の手に〈武具〉の弓矢が出現する。

　ルビエラが主君を庇かばう位置に飛び出し、立ちはだかる。

　だが、征臣の刃やいばはシェナには向かわない。着席したまま静かに左ひだり腕うでを掲かかげ、己の前ぜん腕わんに浅く傷を引く。

　赤いラインから、つ、と鮮せん血けつの筋が肌はだの表を流れ落ちる。

「同じ人間──とは言いません。ガルムガクス人とウーティシオからの来訪者では基礎体力が違いますから。それでもシャムリーもただの生き物です。刃は物もので、普ふ通つうに傷つく」

　冷れい淡たんに告げ、自らの血で汚れたままのナイフをテーブルに置く。同時に、京とルビエラの身体からも緊張が抜けていく。

「そんな事は承知しておる」

「陛下は鉄てつ砲ぽう──銃じゆう器きをご存じですか？」

「金属の弾だん丸がんを撃うち出す武器であろう？　シャムリーが〈武具〉として現出させるものならば話には聞いておる。西方を荒あらしておったイミズというシャムリーの〈武具〉は鉄砲を積んだ車だったとか」

　シェナの素そ朴ぼくな物言いは、射い水みずの恐ろしさを正しく表現してはいない。毎分三九〇〇発の機関砲ほう弾だんを吐はき出すツングースカ対空自走砲ほうの脅きよう威いは、単発銃じゆうや自動車さえ知らないガルムガクス人にとっては想像の外だ。

「あれは、僕たちの世界では普通の道具です。同じものが工場で生産されている。つまりその気になればこちらでも似た品は作れるはずです。もちろん一気に同等の性能というのは無理ですが、ガルムガクスの金属加工、製せい錬れん技術は充分な水準に達している。初歩的な銃なら、製造可能でしょう」

　ラウフラムでは剣を振るう歩兵ばかりが偏へん重ちようされていて、イミズの攻こう勢せいに対して後退しながら首都を守るのが精一杯だったが、メルクアルラムはさすがに大国だけあって機能的で優ゆう秀しゆうな軍を保有している。規模に比して充分な数とは言えないが弓兵隊もいるし、部隊編成や指揮系統も整備されている。もっとも、官かん僚りよう的に整っている事が軍閥の跳ちよう梁りようを招いているとも言えるのだが。

　剣で切り結ぶのを「高貴な戦い」と見なすのに加えて、シャムリーに依い存そんするのが前提となっているせいだろう。文明レベルから言えば初歩的な火器が実用化されていても不思議ではないのだが、武器の発達はお粗末だ。「シャムリーが〈武具〉として出すもの」という認識があるからか。

　例えばいくら現物を目まの当たりにしても、飛竜ワイバーンと同じものを作ろうとは誰も思わない。ガルムガクス人にとっては射水の対空自走砲も征臣の飛竜ワイバーンも、自分たちには理解不能の
〈武具〉という点では同じなのだ。

「先込めの単発銃──簡単なもので構いません。充分な数の銃を揃そろえれば、体力の差など大きな問題ではなくなります。ガルムガクス人が容易にシャムリーを討ち取とれる。いいえ、何も銃を待つ必要もない。呼吸も食事も睡すい眠みんもするんだ。寝ねているところを襲おそったり、食事に毒を混ぜたりすれば簡単に殺せます」

　断言してから、カップを口に運ぶ。甘あまさと苦さが混じりながら、口中に広がっていく。

「……よくもまあ、シャムリーである身がシャムリーの立場を危うくするような事を平気で言うものよ。しかもその口で妾が出した茶を飲むとは」

　呆あきれているのではなく、征臣の大だい胆たんさへの賞賛だ。

「陛下が僕を殺すつもりなら、もっと簡単な方法はいくらでもあるでしょう。それこそ日々の糧かても支給されるものだけですからね。直接会見する必要はありません」

「……わざわざ血を見せる必要もなかったんじゃないの？」

　シェナが無邪気に微笑し、征臣が真顔で答える。ただひとり、不安と不快の表情を隠しきれない京を無視して、征臣は話を続ける。

「ガルムガクス固有の兵力が充分に強化されれば、敵対するシャムリーなど単なる災さい厄やくや猛もう獣じゆうとして処理できますし、味方となっても勝敗を決する存在ではなく、せいぜいが便利に使える駒のひとつになるはずです。銃器の製造は、そのための第一歩に過ぎない」

　自分自身は専門家ではないが、原理や機構の基礎知識なら持っている。それを元に鍛か冶じ師や絡から繰くり師が実用に足る水準まで工く夫ふうを重ねればいい──征臣は説明する。

「……あなた、何を言ってるかわかってるの？」

「もちろん理解している。強力な武器は何も戦時だけに、シャムリーだけを標的に使われるんじゃない。この世界の人間の、殺傷力の平均的な水準を高めるという事だ」

　京の問いかけに、はっきりと答える。

　現状のガルムガクスは確かに歪んでいるかも知れない。しかし、その歪みのおかげである種の和、ある種の義がもたらされているのもまた事実だ。

　天下が乱れればシャムリーが現れて治めるという伝統は各国の軍備を抑よく制せいし、結果として負担を減らして民の暮らしを豊かにした。しがらみを持たぬ異世界からの戦士による平定は公正な天命として受け入れられ、国家間民族間の怨えん恨こんが深く根付くのを防いでいる。

　武士道に源流を持つ倫理観と剣の偏重により、戦争は戦士階級の義務であり、美徳であり、特権とされた。過か剰じような虐ぎやく殺さつは避けられ、農民などの強制徴ちよう兵へいもほとんどない。

「だけど、そんな『古き良き時代』なんてのはとっくに終わっているだろう？　今のシャムリーは救世主ではなく、災厄だ。僕ら自身も含ふくめてね。シャムリーの到とう来らいを防いだり、送り返したりする手段がわからない以上、それに対抗するにはガルムガクス人の総体としての戦せん闘とう力りよく──軍事力を高めるしかない。シャムリーに対抗し、あるいは管理するだけの力を持つんだ」

「ここに、向こうと同じ毒を持ちこむの？　効率よく殺し合う力を普ふ及きゆうさせて？」

　振り返れば、兵器の発達史はシンプルだ。

　より遠くから、より簡単に、より強力なものを。

　そして最後には、より無責任イージーに。

　弓があれば剣けん士しが間合いに入る前に攻こう撃げきできるし、多数の射手がひとりの敵目がけて射かけるのも容易だ。銃になれば、弦げんを引く筋力も不要になる。攻こう撃げき力りよくに個人の身体能力が占しめる割合は大きく減少するのだ。

　ミサイルの発射ボタンを押おすだけなら、銃を構える腕わん力りよくも狙ねらいを定める視力もいらない。経済力と技術力が集積した結けつ晶しようとしての戦力において、人間が担になうのは最後の決断だけ。しかも敵の返り血を浴びる事もなければ、断だん末まつ魔まの声を耳にする事もない。

　本来社会的生物である人間にとって、同種を殺すのは苦痛と抵てい抗こうを伴ともなう行こう為いだ。しかも近代社会では個人の生命と人権を尊重するべく教育され、戦争が終われば兵士も「平へい凡ぼんな市民」として日常の中に帰還する。

　その上で戦争をするなら、殺す事のストレスを可能な限り軽減するしかない。

　アメリカで兵器の遠えん隔かく化かと無人化が進められているのは単に米兵の生命安全を守るためだけではなく、ベトナムの戦訓を踏ふまえて彼らの「人間性」を守るためでもあるのだ。

　シャムリーの強力な〈武具〉は完全に個人の資質に依存して模も倣ほうも量産もできない。この事実は確かに兵器の発達を抑制しているが、同時に市民生活の危険も軽減している。

「この世界が未熟なのは戦争の仕方だけじゃない。政治も社会も、何もかもが歪いびつだ。シャムリーの暴ぼう虐ぎやくに対抗するためには軍事力を高めるしかないが、他ほかがこのままで人殺しの技術だけが洗練されたら最低な事になる」

　ベトナム帰き還かん兵へいの問題だけではない。現代においても徴ちよう兵へい制せいを布しいている国では軍隊経験者による暴力犯罪の事例が少なくない。軍隊とは命令に従う事と他者を殺傷するスキルを授さずけるシステムであって、人格を磨みがき高める教育機関などではないのだから。

「それをわかってるなら何故！」

「社会の方を、少しでもましにすればいいだろう」

　興奮気味の京に、征臣は冷たく言い放った。

「陛下の最初のご質問に改めて答えましょう。僕が友と決別したのは、彼が紛まぎれもない英雄だからです。目の前の人間を全て救おうとする崇すう高こうな英雄だからこそ、彼にはできない事がある」

「それは何じゃ？」

「英雄を必要としない世界を作る事」

　京に導かれる先がメルクアルラムという大国であると知った時から考え、この数日書物で歴史を調べてたどり着いた結論だった。

　英雄は、目の前の全ての人間を救う──救おうとする。

　それは「英雄が助けてくれるのを当然とする世界」「当たり前と思っている人間」という現実を追つい認にんしてしまう。

　神の如き英雄なら、目の前の命を守る事と世の仕組みを正す事の両方を同時にやってのけるだろう。だが、征臣が知っている勇者はただの人間だ。どれほど崇高で気高く、強い意志と身体を持っていても個人の力には限界がある。

「それは……可能な事なのか？」

「もちろん容易ではありません。極きわめて困難であり、長い時を要する事になるでしょう。ですがメルクアルラムは諸国の盟主であり、指導的立場にあります。しかもシェナ陛下はまだお若い。一〇〇年の大計であっても、陛下が今から生しよう涯がいを捧ささげる覚かく悟ごがあるのなら半ばまでは成し遂とげられるかも知れません」

「そうか……。妾わらわには……妾ならば出来るかも知れぬのか……」

　シェナは大きな瞳ひとみをきらきらと輝かがやかせる。

「あまり都合のいい話をしないで。そんなのは、夢物語よ。この国を巻きこまないで！　シェナ様もお気を確かに。耳に心ここ地ちよいだけの話に簡単に引きこまれてはいけません」

　だが京は鋭するどい口調で征臣を責め、シェナを窘たしなめる。

「最大の国家、最強の軍を擁ようするメルクアルラムが動かないで、誰がやる？　巻きこむも何も、ガルムガクスに生きる全ての人間にとって無関係ではない話だろう、これは」

「ただの理想論よ。今の世の中を前提にして権益を持っている連中は反対するわ」

「理想論か。意外だな。君は、既き得とく権けんを持っている側に賛成するのか？」

「そうじゃない！　急激な改革の先頭に立ったりすれば、シェナ様の立場も命も危ない！やりたいなら貴方あなたが勝手にやればいいでしょ？」

「異世界からやってくる英雄や暴君を排除するんだ。この世界の人間自身が率そつ先せんして立たないでどうする？　増強した軍事力を制せい御ぎよできずにもっと凄せい惨さんな戦せん禍かがもたらされるかも知れない。だけどシャムリーなんていう外来種に蹂じゆう躙りんされて滅ほろぶよりは、ガルムガクス人が持つ道徳と良心に期待するべきじゃないか？」

「……良心に期待？　そんな甘い見通しをする男だとは思っていなかったわ。いつから理想主義者になったの？」

「文明の発達、便利さが人間を堕だ落らくさせるなんて安易で通つう俗ぞく的てきな説は嫌きらいだけどね。それでもこの世界は〈統一者〉が持ちこんだ倫理観をほとんどの人間が尊重している。僕たちの世界よりずっとましだ。銃器が普及しても、その高潔さがあれば世の中が乱れるなんて事はないと信じられる」

　口くち唇びるを尖とがらせて視線を逸そらした京に、征臣は口くち唇びるだけの笑えみを返した。

「妾にならば出来ると言われた時は嬉うれしかったが……確かに大きすぎる話じゃ」

　シェナは顔を一度軽く伏せてから上げ、征臣を見つめる。

「現状を鑑かんがみるに、シャムリーに頼たよらずとも戦乱を治められるのというのは魅み力りよく的な事ではある。しかしその結果として諸国民が互いに殺し合い、滅ぼし合うような力を持つとなれば軽々には決められぬ事じゃ。妾のみならず、宰さい相しようや将軍にも諮はからねばならぬ」

　シェナは静かに立ち上がった。

「得え難がたい意見、感謝する。じゃが妾がきっかけで京と舘殿どのが言い争あらそうような事は望んではおらぬ。ふたりとも我わが国の大切なシャムリーじゃ。できれば、仲良くして欲しい」

　ふたりの口論だけが原因ではない。シェナの自由になる時間も限られている。

　懇こん談だんはそのまま散会となり、征臣は衛兵の案内で居室に戻った。

　窓から見る空はいつの間にか暮れかかり赤く染まっている。ラウフラムの方角だ。もっとも遠すぎて見えるはずもないが。

「大駕……」

　かつて友だった男の名を呼ぶ。

　いや。大駕の方では征臣をまだ友だと思っているだろう。敵になっても、親友だと。

　朋ほう友ゆうの絆きずなは、片方だけの都合で切れるのだろうか。

　大駕──そんな事を考えながら、今度は声には出さずにその名を胸に描えがく。

　僕は種を蒔まいたぞ。

　君に対抗するための、第一歩を踏み出したぞ。

　自じ嘲ちようの笑みが、口元に浮かび上がる。

　確かに京からも甘く、楽観的と糾きゆう弾だんされるような策だ。

　だが、それでも構わない。

　決めたのだ。自分で。大駕の敵になると。彼かれの理想とは異なる旗を高く掲げると。

　どんな形、どんなやり方であっても、少しでも早く、相応ふさわしい敵として彼の前に立ちはだからなければならない。そのためなら、どんな手段でも選択してみせる。

　いや。義務や必然であるかのような言い方もまた欺ぎ瞞まんだ。

　大駕が全力で挑いどむに足る敵に、最も重要な存在になりたいのだ。自分は。







　圧あつ倒とう的てきな力で領域を広げながら支配せずに放置していたイミズ軍の消しよう滅めつは、レフ平原に混乱をもたらした。イミズに敗れ周辺に逃れていた国、あるいは強大で凶きよう暴ぼうな射水元もと保やすを恐れて静観していた国が一いつ斉せいにその土地を奪うばおうと雪崩なだれこみ、三みつ巴どもえ程度では収まらぬ乱戦となったのだ。

　敵の敵もまた敵。小国は僅かな隙すきにつけ込んで少しでも領地を削けずり取ろうとし、力ある国は強ごう引いんにそれを奪おうとする。その機を見み逃のがさず別の国が後背を衝つく。ある国は果か敢かんに攻せめ、別の国は漁夫の利を狙い、危険と見れば撤てつ退たいし、同じ戦場で日々対戦者を入れ替かえた戦いが繰くり返されていた。

「うぉらああああぁぁぁっ！」

　そんな中を、純白の天馬ペガサスが駆ける。

　敢えて高度を上げずに人の頭ほどの高さを飛ひ翔しようする。

　蹄ひづめの蹴けりと、騎乗した男の長ちよう剣けんを避けて兵の群れが左右に分かれる。

「死にたい奴だけかかってこい！　向かってくる奴ぁ容よう赦しやしねえぞ！」

　天馬ペガサスの騎き士し──大駕の高らかな言葉に、ほとんどの敵は逃げ惑まどうだけだが敢えて刃を向ける者がいる。

　三メートル以上の長さを持つパイクと呼ばれる長なが槍やり──本来はギリシャ・ローマ時代に重装歩兵が陣じんを組んで用いたものだ。

「でりゃああっ！」

　待まち伏ぶせた状態から高く穂ほ先さきが突つき出される。

　天馬ペガサスは首を上げて嘶いななきながら、前ぜん肢しの蹄てい鉄てつでその攻撃を弾はじく。甲かん高だかい金属音が響ひびく。

　しかし突きは一いち撃げきだけではない。重く長大なパイクにはあり得ない素す早ばやさで、何度も攻撃が繰り返される。

　ただの武器ではない。男はウーティシオ人のシャムリーだ。この槍も〈武具〉だからこそ常識よりも遥はるかに軽く、使い手の意のままに動く。

「てめえっ、馬野郎っ！　死ねぇっ！」

　罵ば声せいを受けながら大駕は空中で天馬ペガサスを一回転させ、自ら地へと落ちる。落下しながら体を捻ひねって片かた膝ひざ立ちで着地し、反動で伸のび上がりながら長剣を横薙なぎに払はらう。

　相手が長槍なら内うち懐ぶところに飛びこむ。こちらの剣も長いが、刺突ではなく水平の斬撃ならばある程度狭せまい間合いでも戦える。

「ぐはぁっ！」

　濁にごった呻うめきと同時に、夥おびただしい量の血が吐き出される。

　そのまますれ違って跳ちよう躍やくし、空から迎むかえに来た天馬ペガサスの手た綱づなを掴つかんで飛び乗る。

　大駕の鎧よろいは返り血で赤く汚れているが、天馬ペガサスは真っ白なままだ。

　壊かい走そうする敵兵の秩ちつ序じよなき群れに、白い鎧で固めたラウフラム兵が突とつ撃げきしてくる。

　先頭を切るのは間合いの長い槍。突とつ進しんの勢いを活いかし、敵を薙ぎ倒たおし突き崩くずしながら前進。すぐ後方に剣が続き、側面から斬きりかかろうとする者を迎げい撃げきするとともに、討うち漏もらした相手を確実に屠ほふっていく。

　敵兵が数を頼たのむだけで塊かたまりのまま押し寄せてきていたのに対し、ラウフラム軍は武器を違えて役割を分担し、少人数の部隊を単位として行動する。全体の兵力では劣おとっているが常に局所的な数の優位を確保して確実に敵を削り取っていくのだ。

『左さ翼よくいいぞ、もっと押せ！　敵がびびってるうちに一気に攻め上がれっ！』

『突出しすぎて陣じん形けいが間延びしている。中央の七班と八班は速度を落とし、左翼の側面を守れ』

　よく通る声が、ラウフラム軍本ほん陣じんから指示を飛ばす。

　どちらも、若い女性の肩かたに乗った軍人風にデフォルメされた動物の縫ぬいぐるみだ。

　果敢に激げき励れいするのは虎とら、冷静にそれをフォローしたのは狐きつね。

　かつてはラウフラムの全軍をまとめ、今も指揮官として大駕を支える齊いつき彩あや芽め──彼かの女じよの〈武具〉である〈参謀本部ヘツドクオーター〉だ。彼女が後方から部隊を的確に動かしてくれるからこそ、大駕は最前線で戦える。

　天馬ペガサスの機動性を活かして敵を攪かく乱らんしつつ中央突とつ破ぱ。一いつ般ぱん兵はそれに続いて着実に敵軍を駆く逐ちくし、真っ直ぐに敵本陣を攻め落とす──大駕の求めに応じて、彩芽と〈参謀本部ヘツドクオーター〉が立てた作戦だ。

『危ないっ！　敵が来るよっ！』

　震ふるえる声で叫さけんだのは〈参謀本部ヘツドクオーター〉の一体である兎うさぎだ。

　乏とぼしい兵力を前線に集中して投入しているため、ラウフラム本陣の守りは薄い。敵の統とう率そつが不ふ充じゆう分ぶんだからこそ、側面をすり抜け、功を焦って列を離れる者も現れる。

　シャムリーではあっても、彩芽にも〈参謀本部ヘツドクオーター〉にも戦う力はない。

「死ねぇっ！」

　三人の敵兵が剣を振りかざし、興奮した様子で斬りかかってくる。

　ガィンっ！

　鋼と鋼が打ち合う響き。

　敵兵が振り下ろした刃は、フィルゲンの剣が受け止めていた。

　ラウフラムで最強の剣の使い手、ガルムガクス人はシャムリーには敵かなわないという常識を受け入れない男が護衛として残っているからこそ、安心して兵力を割く事ができるのだ。

　剣と剣が拮抗していたのはほんの一瞬。

　フィルゲンは力任せに敵の剣を押し戻す。バランスを崩して上体を反らした男の足元を蹴り払い、転てん倒とうさせると同時に向かってくる次の男へと切っ先を突き出す。正確に喉のどを突かれたふたり目は傷と口から大量の鮮血を噴ふき出し、前のめりに倒れる。手にしていた剣がこぼれて、狙い澄すましたかのように先に倒れていた男の腹へと突き刺ささる。

　いや──狙い澄ましたかのように、ではない。

　フィルゲンは最初からこの結果を企き図としていたのだ。

「ひっ！」

　出で遅おくれていた三人目は青ざめた顔で、振り返って逃げ出す。

　しかしフィルゲンはひとり目の腹に刺さった剣を踏むようにして跳躍。一気に背後から飛びかかって男の背中の中央を真っ直ぐに断たち割わる。硬かたい肩けん胛こう骨こつを避さけ、背骨の脇わきを切り裂さきながら背後から内臓を抉えぐる太た刀ち筋すじだ。

「他には？」

『い、いないみたいだよ……。こっちに来てる敵はいない』

『こちらが押しているのに、そうそう本陣に肉にく薄はくしてくる奴もおるまい』

　フィルゲンの問いに、兎と熊くまが答える。

　四体の〈参謀本部ヘツドクオーター〉のうち虎と狐は前線部隊の掌しよう握あくと指揮、兎は自身の周囲を警戒、熊は彩芽自身とともにそれらに加えて兵へい站たんや負傷兵の救出など全軍の把は握あくに務めている。

　合計五つの視点と意識を単に事前の作戦立案だけではなく、リアルタイムでの部隊運営に活用する──このやり方は三人でひとりに当たる戦術と併あわせて、征臣の置おき土産みやげだ。

　戦せん況きようはほぼ決していた。

　天を駆ける大駕を阻む力はなく、逃げ惑う兵士は本陣に戻るどころか戦場そのものを捨てて離れていく者も少なくない。

「ま、待てっ！　てめえら逃げるな！　逃げるんじゃねえっ！」

　叫びながら剣を振り回しているのは、敵てき陣じんの大将たるシャムリーだった。はたちくらいで、本来の顔立ちが持つ精せい悍かんさは、焦りと恐きよう怖ふで完全に塗ぬりつぶされていた。

　その眼前に、白い天馬ペガサスが着陸する。

「もう勝ち目はねえぞ！　おとなしく降こう伏ふくして、兵士たちに剣を納めるように言え！」

　馬上から見下ろし、大駕が告げる。

「う、うるせえっ！　やれ！　誰でもいい、こいつをぶっ殺せ！」

　シャムリーの命令を受け、数人の兵が大駕を取り囲む。

　だが、天馬ペガサスが白い翼を羽ばたかせ、前肢を高らかに掲げて嘶く。

　左から襲いかかった者は翼の激風に怯ひるんだ一瞬に大駕の剣に倒れ、そのまま返す刀で後方の敵も斬り倒される。正面から飛びこんだ兵士の頭は、振り下ろされた蹄が打ち砕くだいた。

「ひっ！」

　命じたシャムリーが二歩だけ後ずさる。背後に仮設陣じん営えいの木もく壁へきがあり、それ以上は下がれなかったのだ。

「これ以上、お前について来た連中を無む駄だ死じにさせんじゃねえ！」

「だ、黙だまれっ！　お前ら、何してる！　あいつと戦え！」

　興奮しきった男は切っ先を大駕に向け、周囲の部下に命じる。しかし、一度に三人の兵を屠ったシャムリー相手に、蛮ばん勇ゆうを発揮する者などいない。その間にも、攻め上がってきたラウフラムの兵士たちが周囲を包囲する。既すでに単独で突出していた大駕を、数を頼んで押し包つつむのも不可能だ。

「行けってんだよ！」

　それにも拘わらず男の剣が振るわれ、鮮血が飛ぶ。斬りつけられたのは大駕ではない。怯おびえて彼に縋すがっていた配下の兵士だ。

「てめえら全員、俺おれに殺されるか、奴と戦うか、どっちか好きな方を選びやがれ！」

「その前に、お前が選べ！」

　天馬ペガサスから下り、大駕が毅き然ぜんとした声で告げる。

「無む駄だに抵抗するか、俺と一いつ騎き打うちするかだ。俺が勝ったら、お前の率いている兵は全員降伏させろ。お前が勝ったら、ラウフラム軍はこのまま撤退する」

「ほ、本当か？　ま、ま、待て！　ちょっと待て！　そうじゃねえ！　それじゃ公平じゃねえだろ！　俺が勝ったら、お前らの方も引き上げるだけじゃなくて降参しろよ！　馬も無し！　剣と剣だけで正々堂々と戦え！」

　男の申し出に、ラウフラムの兵たちから不満の声が上がる。

　大駕の〈武具〉は天馬ペガサスと長剣で、切り離せないひと組だ。騎き馬ばで、しかも空中から攻撃しやすい刃は渡わたりは、下馬して振るうには持て余す長さである。

　だが──。

「ああ。それで構わない。正々堂々、だな」

　答えて、大駕は天馬ペガサスと剣を消す。片方だけを実体化させるのは無理だし、天馬ペガサスと離れられる距離にも限界がある。剣のみで戦うとなると〈武具〉一いつ切さいを用いない事になる。

「これを」

「おう。ありがとな」

　ラウフラム兵が差し出した長剣を左手で掴み、上下左右に振って感かん触しよくを確かめる。物理定数が異なるというガルムガクスの物体は軽く感じられるが、それでも鋼鉄の剣だ。己の命を託たくすのに頼りなくはない。

「よし。これでいい。あんたと俺の、一騎打ちだ」

　真っ直ぐに剣を掲げると、男の顔に歪んだ笑みが浮かぶ。

　周囲の兵士たちが自然に後退し、一〇メートルほどの間合いを開けたふたりの周囲に人ひと垣がきの闘とう技ぎ場じようが生まれる。

「へ……へへ……っ。そっちから言い出したんだからな！　約束、絶対に守れよ！」

「ああ。……俺は、守るよ。誰との約束であってもな」

　怯えて腰の引けた状態から構えなおすと、男の体格は大駕とほとんど変わらない。幅はば広ひろの刀身に幾き何か学がく的てきなラインが走った剣を、両手で中段に構える。

「行くぜ！」

　戦いの開始を宣言し、大駕が一気に距離を詰める。

　男の剣が弾けた。

　切っ先部分が分ぶん離りし、弾丸のように射出されたのだ。

　真っ直ぐに胸むな元もとを狙う飛ひ刃じんを、しかし大駕はひと薙ぎで撃げき墜ついする。

　大駕は中学時代にチームを都大会優勝に導いたエースで四番だ。投げたり打ったりするだけではない。全力で投球した直後に時速一三〇キロを超こえるライナーに反応して至近距離でキャッチする。最も近くで打者と向かい合う野手はピッチャーなのだ。

「ひっ！」

　奇き襲しゆうが通じなかった男が短い悲鳴を上げた時には、既に大駕は目前まで迫せまっていた。

　大きく払われた長剣が、切っ先を失った男の剣を跳はね上げ、弾はじき飛ばす。その落下地点にいた兵士が慌あわてて退く。

　脇を引いただけのストロークの短い突きが、喉に迫る。

「残念だったな！　てめえみたいな人間の『正々堂々』なんざ、たかが知れてるぜ！」

「ま、待て！　参ったっ！　降参する！」

　手を上げる男の直前で、切っ先が止まった。

「ひ……ひは……はは……た、助かった……」

「降参したなら、あんたにとどめを刺す気はない。けど、簡単に許す気もねえぞ！　我が身み可愛かわいさに、てめえの部下を斬りつけるような奴はな！」

「ふごっ！」

　剣を右手に持ち替え、固めた拳こぶしで男の顔面を殴なぐりつける。安あん堵どして無む警けい戒かいだった男は、鼻血を流しながら転がる。部下だった兵士たちは、不思議そうにその姿を眺ながめていた。

　数人のラウフラム兵が駆け寄って男を拘こう束そくする。自らの意志で〈武具〉を発現できるシャムリーを武装解除するのは難しいが、剣や槍などの手持ち武器を生み出す者であれば、指も使えないように工夫した形で後ろ手に拘束すれば安全だ。

「お前たちの将──シャムリーは討ち取った！　もう無駄な抵抗はせず武器を捨てろ！　改めてラウフラムに従うと言うのなら、兵として受け入れる。それが嫌いやなら即座にここから立ち去れ！　それも嫌なら遠えん慮りよはいらねえ！　かかってこい！」

　よく通る大駕の声が戦場──さっきまで戦場だった場所に響き渡わたる。右手で上じよう腕わんを押さえて左の拳を突き上げる。挑ちよう発はつの仕草だったが、ガルムガクスの人間には意味が通じないのか、反応はない。ただ言葉に従ってほとんど敵兵は丁てい寧ねいに剣を足元に置いてその場に留まった。逃げ出したのは、全体の一割か二割程度だ。

　降伏したと言っても即座にラウフラム軍に組み入れられる訳ではない。数の把握や身元の調査など、やらねばならない事は山のようにある。同じ手順も一度ならず経験しているので、ラウフラム兵たちは無駄なく降くだった兵たちを誘ゆう導どうし、集めている。

　幸い敵軍の仮設陣営そのものはさほど破損していないので、ここに警けい戒かいのための部隊を残して、大駕自身も天馬ペガサスで兵士たちを飛び越えて彩芽たちが待つ本陣の天幕へと戻もどった。

「敵のシャムリーをぶっ倒して、兵隊たちを投降させた。受け入れの準備を頼む」

「あ。は、はいっ！　わ、わかりました」

　大駕の報告を受けた彩芽本人はあたふたしていているだけだが〈参謀本部ヘツドクオーター〉の狐や熊がてきぱきと部下に指示を飛ばす。

「降伏した中にも怪け我が人はいる。薬や包帯は足りるか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。こっちの損害は予想より少なかったから」

　顔を上げて答えたのは、水みず沢さわ真羽。大駕と一いつ緒しよにガルムガクスに飛ばされた幼なじみの少女だ。シャムリーとしての力は発現しないが、野球部のマネージャーとして学んでいた応急手当の技術に加え、ラウフラムの医師からも学んで衛生兵として従軍している。服装も既に元の制服ではなく、こちらで入手したものだ。

　明るく笑う彼女の、手や胸元は赤く汚よごれている。

　移送されてくる負傷兵の血を拭ぬぐい、傷を縫い続けた証あかしだ。

　天幕の奥おくには、特に怪け我がのひどい兵士が一〇人ほども横たわっていた。中には片手を失った者や、顔の半分を赤く染まった包帯で包んでいる者もいる。

「真羽こそ大丈夫か？　その……」

「平気。わたしは戦えないし、殺し合いなんて嫌だけど……。逃げて目を逸らして無関係なふりなんかしたくないの。こんな事で参加してる気持ちになるのは、ごまかしの自己満足かも知れないけど……」

「ンな事こたぁねえよ」

　大駕の厚い手が、真羽の頭にポンと触ふれた。

「向こういた時も同じだっただろ？　実際にプレイする選手だけじゃない。マネージャーだって大切なチームメイトだって」

「……うん」

　真羽の表情にほんの僅わずかな翳かげりが差した事に、大駕は気づかない。

　三人の幼なじみの中で、女である自分だけが大駕と征臣の間に入れない微び妙みような疎そ外がい感かん。バッテリーを組むふたりとグラウンドに立てない真羽は対等ではないとずっと感じていた。それは征臣が大駕と決別しても──否いや、決別したからこそ強く意識される。

「あ、ここ。少し血が出てる」

「ん？　ああ、ほんのかすり傷だな」

　真羽が指し摘てきしたのは、右の上腕。鋭えい利りな刃物で切ったものではなく、硬いもので擦こすったと思おぼしき浅く広い傷だった。

「ちゃんと手当てしなきゃ駄だ目めだよ。大駕君、この国の王様なんだから」

「柄がらじゃねえけどな」

　苦く笑しようしながら、それでも真羽に治ち療りようを任せる。傷口を洗い、化か膿のうを防ぐ軟なん膏こうを塗り、包帯を巻きつける。その間にも左手では水すい筒とうを掴んで、戦いに乾かわいた喉を潤うるおす。中身はただの水ではなく、数種の薬草や果か汁じゆう、少量の塩などを加えた飲料だ。彩芽がアイソトニック飲料を参考に、ガルムガクスに以前から存在した薬湯を改良したものである。

「ふぅ……」

　飲み口を離すと、自然と長い息が漏れた。

　負傷はなくても疲労は大きい。体力自じ慢まんの大駕でも命がけの戦場で先頭を走り、戦い続けるのは大きな負担だ。〈武具〉である天馬ペガサスは極めて優秀で一気に敵中ちゆう枢すうに迫るには欠かせないが、これもエネルギーは大駕自身の体力である。

『大駕さんの気持ちはわかるけど……やっぱり危ないよ。今だって結果的に勝てたから良かったけど、失敗したら今までやってきた事が全部無駄になっちゃうし……』

　不安そうに呟つぶやいたのは、彩芽の胸に抱だかれた兎だ。いつの間にか、彼女も降伏した敵兵の受け入れ準備を終えて戻っていた。

『イミズを倒したとは言え、我が軍の兵力はまだまだ不充分じゃ。幸い守るには堅かたい地なのじゃし、本当ならばもっとじっくり時間をかけて国を立て直し、打って出るのは力を蓄たくわえてからにしたかったのじゃが』

『更さらに言うなら、敵と敵が戦って弱体化している機を狙い、側面を突いて一気に片付ける方が効率的で安全だよ。大駕君は確かに強いけれど、率先して最前線に飛び込むのはリスクが大きすぎる』

　更に熊と狐も苦言を呈ていしてきた。

〈参謀本部ヘツドクオーター〉は全て彩芽の無意識から生み出された疑ぎ似じ人格だ。つまり彼らの意見は、たとえ無自覚ではあっても、彩芽自身が内心で思っている事でもある。

「悪い。こんなやり方は危ないし、俺だけじゃなくて味方の兵も危険に晒さらしてるってのは承知してる」

　例えば今の一戦。大駕が敵シャムリーに敗れていればラウフラム軍はそれまでの優勢を捨てて負けを認めなければならなかった。武士道の倫理観に影えい響きようを受けているガルムガクスでは降兵には然しかるべき礼を持って遇ぐうするべきとされているが、現代人であるシャムリーがそれを尊重してくれるとは限らない。

　最悪、なぶり殺しにされていたかも知れないのだ。

「だけど、少しでも犠ぎ牲せいを減らすにはこうするしかない」

　大駕が口にした犠牲とは、ラウフラム兵の事ではない。それなら状じよう況きようを静観し、敵同士の戦いで疲ひ弊へいしたところへ襲いかかる方が安全だ。

　敵兵を含む、なるべく多くのガルムガクス人。そしてウーティシオから迷いこんだ人々。その全てが大駕の守るべき対象だった。

　シャムリーは圧倒的に強く、シャムリー以外には倒せないというのがガルムガクスにおける戦争の常識だった。それを覆くつがえす手段があるのは知っている。去っていった友が示してくれた。

　だが大駕が単たん騎きで突撃し、敵将との一対一の決けつ闘とうに勝利して降伏させれば、敵と味方を合計した損害は最少になる。

　現実にはほとんどのシャムリーは──最強を自じ認にんしながら──後方でふんぞり返っているから戦線を突破しなければ接せつ触しよくできないし、勝負を持ちかけるためにもこちらの優勢を示す必要があるから、開戦即そく一いつ騎き打うちという形には持ちこめないのが現実だが。

　理想は捨てない。しかし、理想に固こ執しつして何もかもを失う訳にはいかない。

　夢の中にしか存在しえない「理想的な理想」ではなく、実行できる最良を成し遂げる。

「そうでなきゃ、征臣に顔向けできねえからな」

　敵になると断言して去っていった友に誓ちかったのだ。

　決して折れず、曲がらず、腐くさらず。挑むに値あたいする輝ける星であり続けると。

『だけどよ。積極的に攻めていくってのも悪い事ばかりじゃねえぜ』

　彩芽の頭の上で偉えらそうに胸を反らしたのは、虎だ。

『このあたりでいちばん強いイミズを倒したんだ。その勢いに乗ってガンガン攻めて、俺たちの強さを広めるメリットだってある。何しろ周辺の国はどこも手を出せずにいた強敵だったからな、イミズは』

『でも、あんまり目立つと逆に目をつけられて、狙い撃ちにされるかも……』

　気弱で慎しん重ちような兎が、虎の楽観論に水を差す。

「わ、わたしは大駕さんの考えでよかったと思います」

〈参謀本部ヘツドクオーター〉の誰でもない。彩芽が自分自身の口を開く。

「射水元保を倒した後、わたしたちがじっくり構えていたら他の国が雪崩なだれこんできて、ぐちゃぐちゃの戦場になってたはずです。イミズの国の人たちを保護しなくちゃいけませんでしたし」

　射水は圧倒的な武力を誇ほこるシャムリーだったが、内政には無関心だった。占せん領りようするだけして、支配せずに放置した土地も多い。大駕が彼を倒した後、半ば流る浪ろうしていた国民を状態のいい村や町に呼び集めて定住させ、城じよう塞さい首都に立てこもっていたラウフラム人と一緒に耕作などを再開させたのだ。

　それまでの支配者が暴君だったため、大駕たちは解放軍として歓かん迎げいされた。強いシャムリーには逆らわずに従うというガルムガクス人の気風もあっての事だが。

　しかし人手も時間も足りなかった。ラウフラムが管理下に置けたのは旧イミズ領の北三分の一程度。レフ平原を含む残りの地域は、やはりこの機に動き出した周辺国が乱戦を繰り広げる戦場となったのである。

「だけどまあ、今回の勝利でこの平原にも足場は確保できた。後は、降参してきた連中を上う手まく戦力に加えて……」

　言葉を句切り、大駕はもう一度水筒を呷あおった。

　彩芽がフィルゲンから教わった話によると、ガルムガクスの戦争では敵を皆みな殺ごろしにするのではなく、自軍の兵力として併へい呑どんする方が伝統に適かなっているのだという。ただし、本来は盟主国メルクアルラムが仲立ちをして、複雑な儀ぎ礼れいの上で正式な降伏となる。今のように現場で強引に決めるやり方で敵兵がどれだけ従ってくれるのか。できれば避けたいが、場合によっては敵将を処しよ刑けいしてけじめをつける必要が生じるかも知れない。

「まあ、面めん倒どうな手続きは彩芽さんやフィルゲンに任せる。細かい事考えるのは得意じゃねえからな。とりあえずはひと眠ねむりしたい」

　もう一度口を付け、水筒を完全に空にする。

「疲つかれたでしょ？　今日はもう休んだ方がいいよ」

「そうです。後の事はわたしたちが片付けますから」

「ありがとう。じゃ、任せた」

　天馬ペガサスを使えば街まで戻るのも可能だが、今は体力が惜おしい。仮か眠みん用の天幕に移って休息を取るのが第一だ。

「た、大変です！」

「わっ！」

　しかし出入口のところで飛びこんできた兵士と鉢はち合あわせしそうになり、足を止める。

『どうした？』

　疲れている大駕よりも、参謀本部の虎が応じる。

「西南の方角から、武装した一団が接近しているという報告が！」

　息を切らせながら、それでも兵士は明めい瞭りような言葉で告げた。

「何だって？」

　思わず身を乗り出した大駕の足元が、疲れでもつれる。

　全く危き惧ぐしていない訳ではなかった。数えればいくつになるのかわからないほど、大小様々な勢力が現在のレフ平原とその周辺で戦っているのだ。

　敵と敵が争った直後、勝利者も混乱と疲弊の極みにあるタイミングで攻撃を仕し掛かければ最も有利──狐が考えたのと同じ事は、他の誰かも容易に思いつき、実行できる。

　大駕はもちろん、他のラウフラム兵も疲れ切っている、負傷者も少なくない。さらに新たな敵の出現に呼応して、さっき降伏した連中が暴れ出したら内と外との挟はさみ撃ちという最悪の状況だ。

「大駕君、待って！　その身体じゃ危なすぎる」

　飛び出そうとする大駕の腕うでに、真羽がしがみつく。

　彼女の言う事は百も承知だ。

　必死の一戦を終えたばかりの大駕は疲れ切っている。連戦に耐たえうるコンディションではない。一度消した〈武具〉を再発現するのも疲ひ労ろうを呼ぶ。しかも敵の兵力、シャムリーの有う無むやその能力、何もかもが未知なのだ。

「けど、敵がいるなら俺は逃にげる訳にはいかねえんだ。誰かを先に立てて、後ろでゆっくり休んでる訳にもな」

　それは、大駕自身の理想とは異なる。征臣との約束を裏切る事にもなる。

　逃げる事、安全な道を選ぶ事は許されない。この身体が少しでも動く限りは。

　約束は、呪のろいの別名だった。

　もうひとつ水筒を空けて喉と腹を満たし、大駕は天幕を飛び出した。

「危ないわ、大駕君！　今は他の人に任せて……」

「一部の部隊を残して全軍が撤てつ収しゆう中だ！　移動中の後ろから襲いかかられる形になったらヤバい！　俺なら最前線に急行できる！」

　真羽が制止するのも構わず、大駕は再び天馬ペガサスを現出させた。白い馬体が騎き手しゆを持ち上げ、翼つばさを大きくはためかせる。

「……わかった。でも、無理はしないで」

『ひとりで無理に戦わないで。上空から偵てい察さつするだけでも充分だよ』

『それと後退する味方が混乱しないよう指示する事じゃ。将が来てくれるだけでも士気は高まり、混乱は抑えられる』

「すぐにわたしとフィルゲンが前線に向かいますから！　絶対にひとりで敵の中に飛びこんだりしちゃ駄目ですよ！」

　真羽の懇こん願がんに続いて兎と熊が、そして彩芽自身が訴うつたえる。

　大駕は微び笑しようして頷うなずくと、天馬ペガサスを空に舞まわせる。

　以前フィルゲンに言われた。

　国を率いる将となるのは兵に死の命令を下す決断から逃げない事。余人では代われない役割を担い、己の貴重さを自覚する事だと。

　しかし、それでも味方の危機には身体が動いてしまう。

　己の命を盾たてにして他人を守る安易なヒロイズムに酔ようのは危険だと理解はしていても。

　味方の頭上を飛び越こえて最前線に向かう。

　遠くに、さっきまで戦っていたのとは別の集団が見えた。平原の周しゆう縁えん、木立の中に身を潜ひそめている。人数は二〇人程度、小規模だが人数の大小だけで戦力は判断できない。強い〈武具〉を持つシャムリーがいる可能性があるからだ。

　どうする？　こちらから手を出して反応を見るか？

　大駕が躊ちゆう躇ちよしている間に、向こうが気づいた。全員が一斉に飛び出してくる。

　先頭の男の手元で、いきなり何かが広がった。

　咄とつ嗟さに上じよう昇しようしようとして気がつく。振ふられているのは、単なる白い布だった。
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「おーい！　あんた、ラウフラムのシャムリーだろ！　争う気はない！　助けてくれ！」

　その声で白旗の意味に思い至る。ガルムガクスでの降伏の印は武器を捨てた両りよう腕うでで大きく輪を作るか、大きな円を描いた旗。白旗の男はウーティシオからの来訪者に違ちがいない。距きよ離りがあるから瞳の色や耳の宝ほう珠じゆ状器官は確かく認にんできないが、少なくとも髪かみの色は黒い。

　結局、詳しよう細さいな話をしたのは本陣に戻ってからだった。ひとりで飛び出したと思ったら、無傷で得体の知れない連中をぞろぞろ引き連れてきた大駕の姿に、真羽や彩芽はきょとんと目を丸くするだけだったが。

　降伏した部隊のリーダーは高たか梨なしという男だった。一年ほど前に降臨し、シャムリーではないが体力と度胸があるため軍で部隊長格だったという。

　四輪駆く動どう車しやを〈武具〉とするシャムリーに率いられてレフ平原を制圧すべく西側から進軍してきたのだが数日前平原南部の戦いでシャムリーが討ち取られ全軍は壊走、生き残った者はちりぢりに追っ手を逃のがれた。

「噂うわさで聞いてたんだよ。ラウフラムを率いるようになった新しいシャムリーが強くて、しかも降参した敵は殺さないとかってのを。だったら、俺たちも助けてもらえるんじゃないかって……。頼むよ、受け入れてくれないか？」

「安心してくれ。頼って来てくれた奴やつを、雑に扱ったりはしねえよ」

　答える大駕は椅い子すに腰こし掛かけ、真羽から乳酸を抜ぬくためのマッサージを受けている最中だった。不作法だとフィルゲンには窘められたが、時間が勿もつ体たいなかった。睡すい眠みんを取る前に高梨たちの話を聞いておきたかったのだ。

　そのフィルゲンは、先に投降した敵軍兵士の掌握や負傷兵の後送を含んだ自軍再編に当たっているため、この場にいるのは大駕と真羽、それに彩芽と少数の護衛兵だけだ。

「大駕君のやってきた事が、みんなに通じてるんだね」

　左の上腕を揉もみほぐしながら、真羽が微笑ほほえむ。

　大だい胆たんすぎて無む謀ぼうにも見える大駕の戦い方も無意味ではない。一騎打ちで大将だけを撃げき破はし、生き残った兵が投降するならば受け入れるというやり方も何度か繰り返していれば、周辺の敵軍に噂は伝わる。そのおかげで、こうして参じる者も現れたのだ。

「自慢じゃねえが、俺たちの軍はそこそこ強いはずだったんだ。イミズと正面きって戦えるほどじゃねえけどよ。それが……ティムラム軍と戦った時に……」

「ティムラム？　強い国なのか？」

「いいえ。ラウフラムと同じっていうか……もっと小さな国です」

『地形も僕ぼくたちと似てるかな。平原の北と南って違いはあるけど、どっちも山間の小さな国だし、イミズ領に蓋ふたをされたみたいな形で孤こ立りつしてたのも同じ』

　兎が彩芽を捕ほ捉そくする。

「……多分、とんでもねえシャムリーが現れたんだ……。うちの大将が車走らせてたら、いきなり首がふっ飛んで……」

　青ざめた顔で、高梨がかちかちと歯を鳴らす。

「首だって？」

「ああ、そうさ。何が起こったのか全然見えなかった。銀色の光がきらっと光ったと思ったら、首がすっぱり斬り落とされてた。他の仲間も次々にずたずたに切り裂かれて……。おい、見せてやれよ」

　高梨に促うながされ、仲間のガルムガクス人が破損した革鎧を示す。

「運ヨく、ぎりぎりで助かリましタ」

　たどたどしい日本語で説明しながら見せたのは、胸を覆おおっている装そう甲こうだった。一見すると最初から丈たけを短く作ってあるようだが、実は厚さ三センチほどもある煮に固めた革が真一文字に斬り落とされていたのだ。

「こんなのはかわいいもんだ。さっきも言っただろ、首だよ、首！　人の頭がすっぱり切り飛ばされたんだ。骨ごと！」

『どういう〈武具〉だよ、そりゃ？』

『恐おそらくはスピードが速く、肉眼で捉とらえるのが難しいんだろうね。多数の兵士が連続して殺傷されたという点からも推測できる』

　虎の疑問に狐が答えた。〈武具〉は必ず実体を持つ存在として顕けん現げんする。「敵を自在に切り裂く能力」というのが考えにくい以上、超ちよう高こう速そくで飛翔する刃は物ものと考えるのが妥だ当とうか。

『そ、それって危なくない？　大駕さんの優位がなくなっちゃうっていうか』

　兎が不安そうに、大駕と高梨の顔を交こう互ごに見る。

　天馬ペガサスには牙きばも爪つめもない。アドバンテージは速度と、自由に空を飛べる点だ。射水の対空自走砲には苦戦したが一気に敵中枢を強きよう襲しゆうしたり、一撃を加えて即そく離り脱だつしたり、上空から状況を把握して自軍を指揮したりという使い方ができた。

　しかしスピードや機動性で優まさる敵に、どう対たい抗こうすればいい？

「わかった……。次は、そのティムラムとかって国と戦う。高梨って言ったか。あんたが交戦したのはどのあたりなのか、後で地図で教えてくれ。全軍をそちらに向ける」

「大駕君！」

「大駕さん！」

　真羽と彩芽が、声を上げる。

「ヤバい敵だってのは承知だ。けど、お互たがいにこのレフ平原に手ぇ出してる以上、遅おそかれ早かれぶつかる事になる。それにそんな奴を放置してたら、他の国の人間が殺されるかも知れない」

　第三者の被ひ害がいを少しでも食い止めるためには、大駕が一刻も早く「銀色の光」の使い手を打ち破るしかない。

「やめて……って言っても聞かないんだよね、大駕君は」

「ああ」

「だったら止めない。だけど無む茶ちやはしないで。危ないと思ったら逃げてきて。大駕君が死んじゃったらどうしようもないんだから。」

「そ、そうですっ！　大駕さんが決めたのなら反対はしませんっ！　だけどただ突撃するだけじゃなくて、できる限りの手を打ちましょう」

　真羽に続き、彩芽も訴える。

「わかってる。俺は、死ぬ訳にはいかないからな」

　この手に預かっている仲間たちのために。

　そしていつか再会して戦うと約束した親友のために。

『せっかくこの人たちがいるんだし、その〈武具〉についてもっといろいろ訊きこうよ。少しでも情報があれば、対策が立てられるかも知れないし』

『どれほど強力なシャムリーが控ひかえていようと、ティムラム軍だってシャムリーひとりで動いている訳ではない。ガルムガクス人の通常兵力も存在するはずだ。それも前提にした戦術を立てなければ』

『何よりこちらの疲労が激しい。兵たちを休ませてやらねばな。お主の気持ちもわかるが、進軍はその後じゃ』

〈参謀本部ヘツドクオーター〉も口々に意見を述べる。好戦的な虎は彩芽の頭に座すわって不ふ機き嫌げんそうに腕を組んでいるものの、反対意見を言い出さないのは彼なりに我が慢まんと納なつ得とくをしているのだろう。

「……わかった……。だけど何日もダラダラ待ってちゃ駄目だ。できるだけ早く、そこを落とす。人死にを食い止めなきゃな」

　右手を左の拳で打ち、大駕は口くち唇びるを真一文字に結ぶ。

「はい。部隊の再編や、損そん耗もうした武器や鎧の整備や調達も必要ですから五日……いえ、どうにか頑がん張ばって三日で」

「それが限界か。じゃあ、補給とか頼む」

「お、俺たちにも手伝わせてくれ」

　彩芽に頭を下げる大駕に、高梨がすがりついた。

「その……俺たちだって今まで碌ろくでもない事もやってきたよ。略りやく奪だつしたり、ガルムガクスの人間をこき使ったりもしてきた。レフ平原だって、射水がいなくなって狙ねらい目だと思ったから攻めてったんだ。それが当たり前と思ってたから、あんたの──大駕さんの噂聞いても信じてなかった。ただ、殺されるよりはましだと思って頼っただけなんだ」

　わざわざ年ねん齢れいを訊たずねたりはしないが、風ふう貌ぼうから見て高梨は大駕よりふたつかみっつは年上だろう。それが大駕を「さん」づけで呼ぶ。

「けどよ。あんたは本当に俺たちを迎え入れてくれたばかりか、見ず知らずの敵を助けるためにティムラムと戦うなんて……。頼む！　あんたみたいな事はできねえけど、俺たちも一緒に戦わせてくれ。恩に応えたいし、仲間の仇かたきだって討ちてえ！」

　高梨だけではない。彼と一緒に投降した兵たちが、皆みな大駕に向かって平へい伏ふくする。

「顔、上げろよ。その覚悟があるなら、一緒に戦ってもらう。どの部隊で、どう戦えばいいのかって事は彩芽さんとフィルゲンに訊いてくれ」

「……信じてくれんのか？　俺たちを……。敵だったのに？」

　高梨たちが大駕の下へ身を寄せたのは、些さ細さいな偶ぐう然ぜんが積み重なった結果に過ぎない。

　彼らが剣けんを交える順番がほんの少し違っていれば、大駕に蹴け散ちらされた高梨たちはティムラム軍に助けを求めていたかも知れないのだ。

「敵って言っても、俺たちは主義主張や怨うらみがある訳じゃない。飛ばされた先が、戦争やってる最中だってだけの話だろ？」

　にっこり笑い、拳の甲こうで高梨の胸を軽く叩たたく。

「……やっぱあんたすげえよ。俺は、そんな風には考えられなかった。俺たちみんな、あんたについていくぜ。それでいいな？」

　大駕の手を取って振り返る高梨の言葉に、一緒に逃げてきた仲間が全員頷いた。







第三章　　凶刃は飛竜を討つか







　あれから数日。

　シェナの覚えめでたくなった効果か、征まさ臣おみは軟なん禁きん状態からは解放された。

　さすがに城下の街へは出られないが、城塞内であればある程度自由に歩けるようになったのだ。部屋の前に立つ衛兵の態度も柔やわらかくなった。

　ただし〈武具〉を発現させるのは事前に申し出てダルゼーの許可を得るように言われている。剣などの手持ち武器ならまだしも、征臣の飛竜ワイバーンは兵士たちにとっても未知の怪かい物ぶつだ。見慣れぬ者が不意に目もく撃げきしたら大おお騒さわぎになる恐れがあるからと説明されている。

　できれば広い場所で自らの〈武具〉を研究し、使いこなす訓練もしたいところだが、同じ部屋の中でストレスを溜ためこむよりはずっといい。

　庭の片かた隅すみで、征臣は空を相手に剣を振るっていた。

　近衛内の別べつ枠わく扱あつかい、宰相の直属であるシャムリーには日常の任務がある訳ではないし、新参の異い邦ほう人じんである征臣には顔見知りもいない。結局のところ、多少行動範はん囲いが広がっただけで、ひとりで訓練や勉強をするだけというのは変わらなかった。

「ふぅ……」

　ひと通りの鍛たん錬れんを終え、額の汗あせを拭う。本来なら京みやこに相太刀を頼みたいところなのだけれど、いろいろと任務があって忙いそがしいらしい。

「いやぁ。見事な剣けん捌さばきだ」

　拍はく手しゆと野太い声に、急いで振り返る。一度鞘さやに収めた柄に、即そく座ざに手がかかる。

「ウーティシオでは長く平和が続いていて武技を修める者は少ないと聞いていたが、舘たて殿どのはなかなかの使い手のようだ」

　声の主はガラハンだった。無言だが、隣となりにはオルオードもいる。

「大将軍閣下にお褒ほめに預かり光栄です。身体は以前からそれなりに鍛きたえてはいましたが、僕の剣けん技ぎなどこちらに来てから身に付けたもので、まだまだ未熟。機会あればご教授ください。恐れながら、いずれ一手手合わせなどお願いしたいところですが」

　相手が口にしているのが日本語なので、こちらも同じ言語で応じる。最初は相手に与あたえるインパクトを重視したが、実のところガルムガクスの言葉はさすがにまだ不自由なのでこちらの方がスムースに意思疎そ通つうできる。

「ははは。いい心がけだ。武人というのは、そうで無くてはいかん。気に入ったぞ。いずれなどと言わず、今ここでひとつどうだ？」

　高笑いと同時に、ガラハンは腰こしから剣を抜いた。

　戦場に出て使うためのものではない。平時に腰に下げておくためのもので、使い手の体格に比べて全長が短く、華きや奢しやな拵こしらえだ。それでも一応の刃はは立ててある。

「では……」

「うむ。どこからでもかかって来るがいいぞ！」

　その言葉に応じて、征臣は飛び出して打ちかかる。

「ふんっ！」

　ガラハンも両手持ちでそれを受け止める。甲高い金属音が響く。

　即座に飛び退のいて距離を開き、もう一度ダッシュして下段に切りこむ。狙いは脚きやく甲こう。ここなら万一命中しても鎧に止められる。大おお怪け我がにはならない。

　征臣の剣はこの世界に来てからの付つけ焼やき刃ばだ。確実に寸止めにするほどの技量はない。だから稽けい古こでは装甲の厚い部位を狙う。

　だが、その一撃もガラハンの返した剣が受け止める。下げた剣の切っ先を固い爪つま先さきで支えて、確実に征臣の打ちこみをブロックしたのだ。

　再度間合いを開こうとした征臣だが、今度はガラハンの剣が切り上げてきた。

　仰のけ反ぞりつつ、今度はこちらが剣を横に構えて受け止める。

　打ち合った手て応ごたえは軽い。しかし、これは相手の武器が平時用だからだ。体格に相応しい大剣が使われていたら恐らく跳ね飛ばされていた。

　シャムリーに比べてメルクアルラム人は基き礎そ体力に劣るが、ガラハンに限って言えば征臣とは互ご角かく。しかも技のキレもいい。動作と動作の間が滑なめらかに繋つながり、つけ込む隙すきが見あたらない。歴史の中で洗練された技を、修練で自らの肉体に染しみ渡らせているのだ。

　征臣が攻め、ガラハンは受けつつ機を見て反はん撃げき──それが数回繰くり返された末に、征臣は数歩分も後退して剣を下ろした。

「ありがとうございました。さすが大将軍。見事な腕うで前まえ、感服いたしました」

「なぁに。俺も武門の出として武術を修め、若い頃ころには前線で戦った事もある。さすがに最近は軽い稽古しかしとらんので鈍なまっているがな。わははははは」

　剣を鞘に収め、ガラハンは胸を反らして笑う。

「むしろそちらの腕前に感心したぞ。この俺と互角とはさすがシャムリー。いや、舘殿ならば剣けん術じゆつなど学ぶ必要もないのではないか？　飛竜ワイバーンと言ったか？　あれを出せば俺など太た刀ち打うちできん。あれは本当に強そうな〈武具〉だ。以前からいた桐きり枝え殿や慈じ恵けい院いん殿でも勝てぬのではないかな」

「ガラハン閣下、その程度で。一軍の頂点に立つ方が、稽古とは言え軽々しく剣を抜くのはいささか軽けい率そつに過ぎるのではありませんかな？」

　オルオードの眉み間けんに、不快の皺しわが刻みこまれる。

「この程度構わんではないか。誰だれ憚はばかる必要もない我らが城の中だ。それよりオルオード、お主もひと勝負してみんか？　若い頃に腕を振るったという点では俺以上だろうが」

「遠慮しますよ。もう若くはないし、将官という立場に就ついた以上は軽々しく剣を抜くべきではないと思いますからね。……同様にシャムリーとしての〈武具〉を持つ舘殿がどうして剣技を磨くのか、その事も理解しかねますが」

　顔を合わせず、冷たい横目で征臣を見る。

「僕の〈武具〉は大きすぎます。いつでもどこでも発現できる代しろ物ものではありませんからね。もしもの時に備えて、この身ひとつで戦えるようになっておきたいのです」

　征臣の答にオルオードは無言で眉まゆをしかめるが、ガラハンはまた陽気に笑った。

「実に立派な心がけではないか。他人に守ってもらう事ばかりを考えている柔にゆう弱じやくな文官連中とは違う、むしろ軍にこそ相応しい考え方だ。どうだ、舘殿？　お主の力、宰さい相しようのところなどに置いておくのは勿体ない。我が軍に加われば飛竜ワイバーンの力、存分に揮ふるえるのではないか？　近衛は既にふたり抱かかえて放さない訳だしな」
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　身体を反らして笑うガラハンは、何の躊躇ためらいも衒てらいもなしに「我わが軍」と表現した。我が国メルクアルラムの軍ではない。ガラハン個人が掌握する軍ぐん閥ばつという意味だ。

「お誘さそいは嬉うれしいのですが、僕自身に判断する権限はありませんから。女王陛下と宰相閣下の決定に従うのみです」

「わはは。それもそうか。ならば俺がダルゼーに頼みこんでみるか」

　改まった場ではないとはいえ、ガラハンは宰相の事を名前で呼び捨てにした。

「そうは言っても通る話ではないでしょう。宰相閣下は、シャムリーは近衛の直属扱あつかいから動かしたくないようですからな」

　値ね踏ぶみするような眼まな差ざしでじろじろと征臣を眺めるオルオードは、慇いん懃ぎんな口調だ。

　ふたりの背景はダルゼーや京から聞いている。ガラハンは古くからメルクアルラム王家に仕える武門の名家の当主として、順当に出世を重ねて現在の地位に就任。一方オルオードは一兵卒として近きん隣りん諸国との小こ競ぜり合いや国内の治安出動などで功績を上げて国軍の第二位か三位に当たる地位にまで上のぼり詰つめたという。

　ただ、やはり出自の差か、年長のオルオードよりガラハンの方が地位は高い。もっとも歳としの話をすればシェナは別格としても宰相のダルゼーも二〇代の半ばという若さなのだが。

「ところで」と、オルオードは抑よく制せいした口調で訊ねてきた。

「女王陛下にいろいろと進言なさったとか。武勇のみならず、政事にまで参画するシャムリーというのは歴史上初めてですな。もちろん力ずくで国を奪い、王として振る舞っているような連中は別ですが。舘殿は、そのような地位をお望みですかな？」

　最初の〈統一者〉は当時のメルクアルラム国王を大いに助けたが、それはあくまで戦士としてだ。国政に加わった訳ではない。それはその後の歴史に時折登場する他のシャムリーも変わらない。

「何分こちらの常識を知らないもので、差し出がましい事をしてしまいました。僕らの世界では万ばん民みんが政に参加するのが常となっておりますので」

　敢あえて微笑し、征臣はオルオードに頭を下げる。

「奇き妙みような仕組みですな。そこから来た方が、我らの国に口出しを……。反省しているのならそれでいいのですがね。あまり分を越えた振る舞いをしては、本来女王陛下に助言し、政務を司つかさどるお方の不興を買うかも知れません。注意した方がよろしいでしょう」

「何だ？　ダルゼーの事を言っておるのか？　お主は妙みようなところで心しん配ぱい性しようだな。確かにダルゼーは気取っていて小うるさいところもあるが、それもメルクアルラムを思えばこそだと思うぞ。それぞれの領分で女王を助ける。それが貴人の務めだ」

　オルオードが一応は曖あい昧まいに濁にごした名前を、ガラハンは無警戒に口にする。

「自分も次の回りには任地に戻らねばなりませんし、ガラハン閣下も王都を離はなれる事もあります。そうなればこの地の実権は宰相閣下ひとりが掌握する事になります。貴君あなたが女王陛下に接近したとしても、ね」

「何を仰おつしやりたいのですか、オルオード閣下」

　オルオードの物言いは思わせぶりなだけでなく不敬でもある。短期で知識を詰めこんだだけの征臣は習慣や常識などはまだ充じゆう分ぶんに理解しているとは言えないが、王制国家でこのような言い方をすればそれだけで罪に問われかねない。

「いえ……。ただ、貴君がダルゼー閣下ではなく自分たちと組みたいというのであれば、我々が王都にいる間に進言した方が速すみやかに事が進むだろうという事です。シャムリーとは突き詰めれば戦う者。安全な王都にいるだけでは実感できない事も多々あるでしょう。その意味では、前線指揮官でもある自分やガラハン閣下と一緒にいた方が見えるものもあるという……それだけの話です」

　何の感情も感じられない眼差しで征臣を見つめながら、オルオードは説明する。

　こちらに関心を向けていないのではない。表情や態度と内心を意識的に断絶させる訓練をこの男は日常的に積んでいるのだ。

　征臣には、その事がよくわかる。

「おお、そう言えば慈恵院殿を諸国巡じゆん察さつに派は遣けんするよう進言したのもお主だったな」

「そうだったんですか？」

　ガラハンの何気ないひと言を受けて、征臣はオルオードに訊ねた。「素す直なおな好こう奇き心しん」を表情に作り、顔に乗せる。真意を隠かくすのではなく、異なる感情で偽ぎ装そうする。

「彼女はガルムガクスの歴史や言語を熱心に学んでいましたからな。宰相閣下が箱入りにしている桐枝殿とは違って、単独での調査行もこなせるだろうと判断したのです。事実、彼女は見事に期待に応こたえて西方諸国の情報だけでなく、舘殿という新しいシャムリーまで連れてきてくれました。立派なものです」

　隠しきれない不満と不快が、オルオードの眉間のあたりから滲にじみ出していた。

「この件でもわかるでしょうが、確かに現状では実権の多くはダルゼー閣下のものです。しかし、それは絶対のものでも不動のものでもない。更に言えば彼の下には既にふたりのシャムリーがいて、貴君は三番目だ。誰だれが最も高値を付ける買い手か、よく考えて行動した方がいいのではないかという事です」

「重ねがさねのご忠告感謝いたします。ですが、僕はやはり諸国の盟主たるメルクアルラムのために働くのがシャムリーとしてこの世界に招かれた身の本道だと考えています。ならば女王陛下のお側そばにいるのが最も自然な事でしょう」

「ふむ、確かにそうか。まあ俺のところで働きたくなったらいつでも来い。俺の下であっても国のために働くという点では変わらんからな。歓迎するぞ」

　オルオードと征臣の間で交かわされた言葉の応おう酬しゆうの意図を理解できないらしく、首を傾かしげてからガラハンはまた大声で笑う。

「稽古の邪じや魔まをしてしまったな。おい、行こうオルオード」

「そうですな。では、失礼」

　大おお股またで歩くガラハンの後ろを、オルオードは音のない足取りで去っていく。

　見送る征臣の口元に、薄うすい笑えみが浮うかび上がった。




　稽古の最中に思わぬ闖ちん入にゆう者しやがあったのはその一度だけだった。

　相変わらず京は忙しいという話だし、ガラハンやオルオードと顔を合わせる事もない。

　ただ、数日後の夕刻に大きな変化があった。

「外出許可？」

「正式な命令が発布されております。今夜より、王都市中の通行は自由であると。もちろん砦館そのものの門限にはご注意いただかなければなりませんが」

　征臣の部屋に現れた事務官は仰ぎよう々ぎようしい書類を広げながら、市中自由往来の許可が出た事を告げた。剣の稽古の一件が効きいたのか、ガラハンとオルオードから征臣の態度や忠誠心に問題はなく、警戒する必要はない旨むねの申し出があったのだという。

「ありがとうございます。女王陛下並びに両将軍に、感謝していた事をお伝えください」

　礼を述べ、征臣は早さつ速そく街へと繰り出した。

　夜間の外出が自由というのはやや奇き異いに感じたが、それだけメルクアルラム王都は治安に優すぐれているという事だ。この国に来るまでの旅の途と中ちゆうでも見てきたが、農村では人の暮らしは日周に支配されている。夜間に活動する人の多さは文化や経済水準の高さでもあるし、延ひいてはメルクアルラムの国力そのものの表れでもある。

「規模は違うが、街の基本的な構造はラウフラムと変わらないな……」

　石いし畳だたみが敷しかれた道を踏ふみしめながら、征臣は呟いた。

　衣服と同じで欧おう州しゆう風というか、石造りが基本。城を中心にした放射状と同心円状の街路が組み合わされている。城周辺の貴族区画を離れ、市民階級の居住するあたりでは二、三階建ての集合住宅も多く、通路で連結して上層階同士で直接行き来できる。

「経験則の蓄ちく積せきかも知れないけど、力学的にはかなり高度な計算もしている。剣や鎧を見ても金属加工技術も低くない。都市部への人口集約もできているし、日本語を学ぶための本があるくらいに識字率も高い。その気になれば工業化はスムーズに進むはず……」

　複雑に組み上がった石材の壁を撫なでながら、征臣は呟く。

　一いつ般ぱんに公開されている街路図は既に記き憶おくしているが、防衛上の理由もあって詳細なものではない。出来るだけ早く一層の信しん頼らいを勝ち取って、飛竜ワイバーンによる上空からの観測と地図との照合をした方がいいか。

　この時──油断が無かったと言えば嘘うそになる。

　単調な軟禁生活から解放されて、周囲には新しく目にする「把は握あくすべき情報」が溢あふれていた。多少の灯あかりがあるとは言っても慣れた東京の夜に比べれば暗く、視界は通らない。

　それでも反応できたのは、暴投や打球に即そく応おうする長年の練習の成果だった。

　首筋の生うぶ毛げが逆立つ感覚を覚え、咄嗟に振り向く。

　忍しのび寄っていた黒衣が、一いつ瞬しゆん前まで征臣が立っていた空間に刃を突つき立てる。

「くっ！」

　敵から距離を開こうとして、石壁に背中が当たる。

　敵はひとりではない。

　フード付きのマントのせいでシルエットも曖昧で個人の識別も困難、辛かろうじて動作で男性だと判断できる三人が征臣を取り囲んでいた。

　腰の剣に手を伸ばし、すぐに抜けるよう構える。

　飛竜ワイバーンを顕現させようとして、頭上に石のアーチが覆い被かぶさっている事に気づく。実体化に充分な空間がない。

　最悪の位置だ。〈武具〉を出せないだけでなく、陰になっていて視界が通りにくい。

　追おい詰められているが、背後に注意を払はらう必要がない点だけが救いか。

「貴様のような紛い物のシャムリー……ウーティシオからの来訪者を許す訳にはいかん」

　男が口にしたのは日本語ではない。ガルムガクスの言葉だった。







　メルクアルラム王都。宮城と隣りん接せつする砦館は本来戦時のための施し設せつだ。この中で最高にして絶対の権力は王あるいは女王が有するが、それに次ぐ権限を預かるのは全軍を束ねる大将軍である。大将軍居室は平時でも厳重な警備の内に置かれ、無用の者は近寄る事さえできない。分厚い扉とびらの前には将軍直属の衛兵が二名、直立不動の姿勢で構えている。

　その室内で、ガラハンとオルオードは低い卓たくを挟んで向かいあっていた。

「しかし……俺としてはお主の策はいささか先走りすぎのようにも思うがな」

　テーブル上の四角い盤ばんに、ガラハンの太い指が五角形の駒こまを置く。

　将しよう棋ぎである。

　盤も駒も木ではなく大理石製だが、ルールは〈統一者〉が持ちこんだ本ほん将しよう棋ぎそのもので、刻まれているのも漢字。メルクアルラムでは武人の嗜たしなみとして尊ばれているのだ。

「杞き憂ゆうかも知れませんがね。打てる手は早めに打った方がいいでしょう。あの男が不ふ遜そんで扱いづらいのは、閣下もご理解いただけたはず」

　オルオードの歩兵が、突出してきたガラハンの桂けい馬まを討うち取る。

「なかなか期待できる若者だとは思ったのだが……だからなおさらダルゼーに活用されるのは避けねばならんという事か。これ以上軍部を締しめつめられては、俺も困る」

「そういう事です」

　会話の間にも駒は動き、攻せめ、守り、手の中から敵として復活して再び戦場へと参じる。

「だいたいダルゼーの奴はずっと王都暮らしで、戦士としての修練も積んでいなければ実際の戦争に参加した経験もないお坊ぼつちゃんだ。軍の事が何もわかっておらん。将官が自らの裁量で資金を集めて部下に分配するのは、昔からの伝統だ。それによって兵たちの志気も高まるし、武装の質も上げられる。何も咎とがめられる事などない。文官は文官の仕事に専念しておればいいのだ」

　ガラハンが口にしたのは、軍内部では昔からの常識だ。

　確かにそのやり方によって国費からの予算割り当て以上に兵力や団結力は高まる。しかし忠誠の対象が国や王ではなく直属の上官になるという弊へい害がいがある。何より不当な方法で財物を吸い上げられる側にしてみれば容よう認にんできる言い分ではないが、ガラハンにはその視点は欠落している。

「全くその通り。今回の件では閣下は賛同してくださればそれで結構。むしろお話ししたのは自分の厚意とお考えいただきたい。必要ならば我々軍部は共通の敵に対して一体化できるという事を確認するために、閣下にも当事者になっていただきたかったのですよ」

「うむ。そのあたりの事はお主の方が長たけているからな。俺はどうもそういう事には頭が回らんので困る。わははは」

　幼い頃から将来の士官将官として鍛えられ、質しつ実じつ剛ごう健けんを美徳とするガラハンだ。もちろん戦争の技術としては奇き策さくも諜ちよう報ほうも学んではいるが、平時に他人を陥おとしいれる謀はかりごとはさほど得意ではない。出世が約束されていたから、謀ぼう略りやくは必要ではなかったのだ。

　あらゆる手段を使って出世してきたオルオードの方がライバルを下から引きずり下ろし、上から蹴け落おとす経験は豊富だ。

　剣けん呑のんな話題だったが、ふたりは声を潜めてはいない。壁も扉も厚く、外に話し声は届かないようになっているし、万一漏れ聞こえても護衛役はガラハンのためならば命も惜しまぬ忠兵だ。本来の給金以外にもずっと金を与えている。

「実際の手はずは全すべて自分が整えておりますから。勿もち論ろん軍の人間を動かしたりはしません。以前から子飼いにしていた連中を焚たきつけておきました。今いま頃ごろは舘征臣を追い詰めている事でしょう。ひょっとしたらもう始末しているかも知れませんね」

　最初のシャムリーが現れた国であっても──否、だからこそメルクアルラム人の中にはウーティシオからの来訪者を敵視する勢力が存在する。〈統一者〉のみを唯ゆい一いつ絶対の存在として神格化し、それ以外のウーティシオ人を救世主の偽にせ物ものとして否定しようとするのだ。

　対象は現在大量に現れている者だけではない。歴史に残る〈統一者〉以外の全てのシャムリーは偽物でしかない。メルクアルラム以外の国にも現れた例もあるのだから。

　我らの世界から出て行けと主張しても、送り返す手段などわからない。だから当然採るべき唯一の道は──抹まつ殺さつだ。

　そんな過激な排はい斥せき主義者たちの一グループを、オルオードは飼い馴ならしている。もちろん相手はオルオードの素す性じようを知らない。偽ぎ名めいを用い、幾いく人もの仲ちゆう介かい者しやを間に挟み、決して自分までは手た繰ぐられないように用心した上で資金や情報を与えている。連中は支し援えん者しやが軍の幹部とは知らず、同じ思想を持つ篤とく志し家かとでも思っている事だろう。信頼を得るため一度だけ会った際もこちらだけ覆ふく面めんで顔を隠した。

　舘征臣の動きや能力についてもオルオードが知る限りの事は教えてあるし、彼かれらも常つね日ひ頃ごろから独自に暗殺法を工く夫ふうしている。何しろ身体能力に優るウーティシオ人を殺そうというのだから研究も訓練も必要というのは理解しているのだ。まだ実行された事はないが。

　ダルゼーがどこまで排斥主義者過激派について掴つかんでいるかは知らないが、迅じんを城内で厳重に管理し、外に出さないやり方は結果的に正しいのだ。

「……む……。そう来るか」

　ガラハンを唸うならせたのはオルオードの策さく謀ぼうではない。さきほど奪うばった桂馬を巧こう妙みように配置して、こちらの攻め筋を防いだ手て際ぎわだ。

　舘征臣の暗殺──京が新しいシャムリーを連れてきたという情報を得た時から有力な選せん択たく肢しのひとつだった。シェナ女王の擁よう立りつは各勢力の均きん衡こうの末に決まったため、親族であり宰相であるダルゼーも女王に対して大きな影えい響きよう力を持ってはいるが、決して強い権力基き盤ばんを持っている訳ではない。

　そんなダルゼーの目もく論ろ見みは、軍閥の影響を一いつ掃そうする事だ。

　将官や各地の駐ちゆう留りゆう軍団が持っている徴ちよう税ぜい権や司法権を取り上げて、命令系統を王と宰相の下に一本化する。その上で軍を派遣し、現在諸国で起きている戦いを力で治める。

　ご立派な構想だ。成功すれば、有名無実化しているメルクアルラムの権けん威いも甦よみがえるだろう。

　だが、オルオードに言わせればそんなものは軍事に暗い人間の空論だ。何人ものシャムリーが好き勝手に振る舞っている状況を解決できる保証などない。

　幸いにして東ひがし亜あ大陸はシャムリーの数が少なく、治安が保たれている。隣接する国々もメルクアルラムの権威と武力を畏おそれ、刃は向むかう素そ振ぶりはない。もし西亜大陸から攻め寄せてくる敵が現れても、最初に矢や面おもてに立たされるのは我が国ではない。ならば遠い国々の事など放っておいて、自国の──自分自身の安全と利益を優先すべきだ。

　制度上近衛しか直接の指揮下に置けないダルゼーは、シャムリーを独どく占せんする事によって自派の戦力を増し、しかも慈恵院京や舘征臣といった者をシェナ王女に接近させて影響力を高めようとしている。

　ダルゼーの勢力がこのまま拡大すれば、軍閥が持っている利権は奪われる。

　カチン！

　盤に駒を打つ手に、思わず力が籠こもる。

　オルオードにとって、ダルゼーの構想は決して許容できない。

　一兵卒から苦労を重ねて西部方面軍を指揮する将軍にまで上り詰めた。戦時ならともかく大きな戦いがない時代には異例とも言える出世だ。それでようやく大きな軍閥を掌しよう握あくするに至った。王家の血けつ縁えんとして二〇代の若さで政権の中枢に収まったダルゼーや、名門軍人の出身で親から派は閥ばつを継けい承しようするのが当たり前だったガラハンとは違う。

　ここが限界？

　これまでの成果も全部奪い取られる？

　まだだ。まだ先がある。

　ガラハンと組み──いや、利用して共通の敵であるダルゼーを失しつ脚きやくさせる。

　慈恵院京を東部巡察に出すよう圧力をかけたのも、その一いつ環かんだった。女同士という理由で女王と懇こん意いな京を引き離せば、彼かの女じよを通じてのダルゼーの影響を削けずれる。その間に女王にこちらの思おも惑わくを吹ふきこみ、ダルゼーとの間に溝みぞを作る事も出来る。

　京がどこかで戦争に巻きこまれて死んでくれれば最高だったのに、任務を果たしたばかりか新しいシャムリーを引き入れ、その〈武具〉の翼で予定より早く帰き還かんするとは。

　ならば、次は新参シャムリーの暗殺だ。これもダルゼーの戦力を削そぐと同時に、管理責任を追つい及きゆうする事にもなる。奴の行動が制限されたら、その隙に自分が軍部の代表者としてシェナ女王と会見し、各方面隊の裁量が一層拡大するように仕向ければいい。

「どうした？　王手だぞ」

　盤ばん面めんに視線を落とすと、ガラハンの角行が遠い間合いから自じ陣じんの玉を狙っていた。

「久々に一いつ矢し報むくいる事ができたようだな、わはははは」

　太い腕を組んで胸を反らすガラハンの高笑いを聞き流しながら、予あらかじめ配置しておいた桂馬でその角を討ち取り、そのまま成らす。

「こちらが王手です」

「む……？」

「考えても無む駄だです。これで詰みですから」

　何十手も前から読み切った展開だった。将棋における読みの深さとは、即すなわち情報量。敵よりも多くの情報を把握し、こちらが望む展開に向けて相手を誘導する。気づいた時には、逃れられない囲みの中に陥おちいるように。

「これで、自分の勝ちです」

　オルオードが冷れい笑しようしながら宣言した相手は、目の前のガラハンではなかった。







「このまま囲みを詰めろ。ここは屋根がある。狭せまい場所では〈武具〉を出せないはず」

「焦あせるな。生身でも俺たちより強いはずだ」

「三人がかりなら大だい丈じよう夫ぶだ！　行くぞ！」

　征臣が理解できるとは知らないのだろう。ガルムガクス語で打ち合わせしながら、襲しゆう撃げき者たちは包ほう囲い網もうをじりじりと狭せばめてくる。

　皮肉な話だ──こんな状況なのに、口元に笑みが浮かぶのを抑おさえられなかった。

　ラウフラムとイミズの戦いにおいて、三対一以上の多数で攻こう撃げきするように厳命したのは征臣なのだ。そうすればガルムガクス人でも強きよう靭じんなウーティシオ人に勝てるから、と。

　不慣れな上に警けい戒かいしていなかったせいもあるが、ここまで接近したのは相手にもそれなりの実力がある。現に今も小声の会話は続けているものの、足音はほとんど立てていない。職業的な暗殺者ではないだろう。それなら声さえ立てない。

　それでも油断できない敵なのは確実だ。むしろプロフェッショナルではないのに充分な修練を重ねている事に、理や利を超こえた執しゆう念ねんさえ感じる。

　どうする？

　どうやってこの場を突とつ破ぱする？

　迷う征臣に向け、ひとりが短いストロークで短刀を突き出した。

　キンっ！

　鞘から半分抜いた剣で刃を受け止める。鋼が打ち合うオレンジ色の火花が闇やみに飛び散る。

　剣は抜いた。間合いはこちらの方が長いし、恐らく体力もある。だが、優位が確定した訳ではない。三人がかりで包囲されている事は変わらないし、何より征臣には実戦経験が不足している。ガルムガクスに来て以来、飛竜ワイバーンを活用する──言い換かえれば頼たよった戦いばかりしてきたからだ。

　この危機を突破する方法はある。だが、それは隠しておきたい手札だ。今カードを切ってしまえば、この先に困難が待っている。

　躊躇する征臣目掛けて、さっきとは別の男が襲おそいかかる。

　これも壁かべ際ぎわで身体をひねってぎりぎりで躱かわす。

　相手も無む理り押しはしない。即座に距離をとって三人による包囲を崩くずさない。ひとりが突出してくるようなら、むしろ崩しようはあるのだが。

「埒らちがあかん。夜でも長引けば人が来る。やるぞ！」

　リーダー格らしい男の声に、残りのふたりが頷く。

　来るか──征臣の喉のどが強こわばる。

　最も恐れていたのは、相手が命を惜しまずに一いつ斉せいに輪を狭めて襲いかかってくる事だ。このレベルの連れん携けいをする三人が同時に、しかも相打ち覚かく悟ごで来たら捌さばききる自信はない。

「誰かが犠ぎ牲せいになっても構わん。ここで、確実に殺す」

　違う！

　刺し客かくの言葉を、声には出さず否定する。

　貴様らなどに倒たおされる訳にはいかない。僕を殺す者がいるなら、それはたったひとり。

　もう一度、相応ふさわしい敵として彼の前に立つまで死ぬ訳にはいかない。

　最後の手段を使うしかないのか。

　剣の柄つかから、そっと右手を離す。

　だが──。

「ごがっ！」

　動き出した黒衣のひとりが不意に悲鳴を上げ、そのまま倒れる。

　マントを貫かん通つうし、首の後ろに矢が突き立っていた。

「動かないで！」

　硬こう質しつなソプラノがガルムガクス語で命じる。

　街路に立つ京が〈武具〉の弓に次の矢をつがえて構えていた。

「てめえら、逃げるんじゃねえぜ！」

　京だけではない。迅も逆方向の路上で不敵に笑っていた。こちらは素す手でだ。

「くっ！」

　武器を持っていない迅を与くみしやすしと見たのか、残ったふたりがそちらへ向かって走り出す。もちろん単純に一直線ではない。少しでも弓の脅きよう威いを減らすべくジグザグの軌き道どうを取り、マントを大きくはためかせて身体の位置をごまかそうとする。

「こちとらこの国を救う救世主様だぜ？　刃向かう悪党は容よう赦しやしねえぞ！」

　不敵に笑う迅は両手を頭上に掲かかげた。

　青い光の線がワイヤーフレームのように迸ほとばしり、夜景を照らす。輝かがやきが像を結び、両手持ちの巨きよ大だいな剣が現出する。否、それは単なる研とぎ澄すまされた鋼ではない。巨大な歯車やチェーンを組み合わせた機械仕じ掛かけの剣、あるいは剣の形に組み上げたメカニズムの塊かたまりだ。

「ひっ！」

「いっくぜぇえっ！」

　ヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴ！

　迅の構えは、京やガラハンほど洗練されたものではない。喧けん嘩かで棒を振るうような荒あらっぽい、しかし身体に馴な染じんだ動作だ。全長二メートル近い長大な機械剣を構成する機構が主に応えて起動し、振しん動どうする。

　音は鼓こ膜まくを震ふるわせるだけではない。周囲の空気全てを揺ゆるがし、皮ひ膚ふを騒さわがせる。

　未知の圧力に、襲しゆう撃げき者の足が止まる。

「でありゃあああっ！」

　合理性を超えた奇き怪かいな武器が軽々と振り下ろされる。逃げようとする男の背中を、肩かた口ぐちから斜ななめに斬きりさく。
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　真っ二つ──という、滑らかさを想起させる形容は不適切だった。

　機械剣が触ふれた瞬しゆん間かん、男の身体は重工業の製造ラインに巻きこまれた柔らかな木もく片へんのようにずたずたに引き裂さかれていたからだ。

　飛び散った血と肉にく片へんが、周囲の石いし壁かべを汚す。纏まとっていた黒衣も無数の断だん片ぺんと化し、既すでに衣服の形を留とどめていない。それなのに迅自身にはほとんど返り血が付着していないのは、機剣の機能や構造によるものか。

　前には迅、後ろからは追つい撃げきする征臣。

　挟み撃うちになった最後のひとりはマントを脱ぬぎ──。

　ひゅんっ！

　征臣の肩口を掠かすめて、矢が飛んだ。致ち命めい的てきな眉間の一点を直ちよく撃げきする。

　ナイフは落ちたのか、捨てたのか。金属音が石畳の上で弾はじける。その上に覆い被さるように倒れた死体は、眉間から血を、口からは白い泡あわを吐はき出していた。

「よう。危なかったな、舘君」

〈武具〉を消し、迅が右手を差さし伸のべながら近づいてくる。

「……どうしてここへ……？」

「なぁに、京ちゃんから聞いたんだよ。君に外出許可が下りたってね。んで、どうせだから同じシャムリー同士もうちょっと仲良くしといた方がいいと思ってさ。俺おれも上の許可もらって外に出て、一いつ緒しよに酒か飯でもどうかなって」

　足元に転がる死体を意にも介かいさず笑いながら、迅は征臣の肩かたをぽんぽんと叩いた。

「怪け我がとかないみたいだな。うん、間に合ってよかったぜ」

「何も親しん睦ぼくを深めるだけじゃないのよ。貴方の安全も気にかかったから」

　弓を手にしたままの京が、迅の話を引き継つぐ。

「この連中の素性を知りたかったな。全員殺したのは失敗だった」

　膝ひざを折り、死体を調べる。ただ、さすがに襲撃者の衣類や顔立ちなどから身元を推測するのは不可能だった。書物で仕入れた知識は地理や歴史、社会制度などについてのもの。当人たちにとって当たり前すぎる日常の衣食住については書物ではなかなかわからない。

「おいおい。君の命が危なかったんだぜ。そんな余よ裕ゆうぶっこいてる暇ひまなかっただろ？」

「助けてくれたことには感謝します。ですが単なる物取りなどではなく、明確な殺意をもって襲ってきた敵だからこそ、背後関係などをきちんと調べないと」

　死体の懐ふところも探さぐってみたが、書き付けの類はもちろん財さい布ふさえ所有していない。

「変な動きを見せたから射貫いたんだけど、いけなかった？」

「僕には偽装を解いて、降こう伏ふくしようとしている風に見えたけどね」

「わたしにはそう見えなかった。マントの下から投げナイフでも出して、貴方を狙うかも知れなかった。それでいいでしょ。もうこの男が死んでいる以上、水みず掛かけ論ろんよ」

「そうだな。……ありがとう」

「それに、素性の見当なら概おおむねついているわ。多分、シャムリー反対派、ウーティシオ排斥派の人間よ」

「反対派って、何それ？」

　京の言葉に疑問を返したのは、征臣ではなく迅だった。

「ガルムガクス人のほとんどはシャムリーが乱れた世を治めるという伝説……というか史実を尊重しているけれど、中にはごく希まれに最初の〈統一者〉以外の異世界からの来訪者を敵視する者もいるの。特に各地にシャムリーが現れて戦争を引き起こすようになって以来、ウーティシオ人を排はい除じよするための過激な活動を行っているとも聞くわ。砦館の外に出たらそういう連中が手を出してくるのは、充分あり得る事だし」

　したり顔で京は説明するが、それは彼らが口にしていた言葉でわかっている。問題はそんな事ではない。

「へえー、初耳だわ、そういうの。だったらこの連中も俺を狙えばいいのに。俺が本当のシャムリーで、舘君や京ちゃんはアシスタントみたいなモンなんだしよ」

「桐枝さんはがいつ外出するかわからなかったんでしょう」

「あー。なるほどな。俺、普ふ段だんは城に引きこもってるからなぁ」

　死体から情報を得るのを諦あきらめ、征臣は立ち上がる。

　刺客が迅を狙わなかった理由は単純だ。ならば、何な故ぜ自分を襲う事が出来たのか。それこそが聞き出すべき事だったのに。

　征臣に代わって死体を調べなおしている京に視線を落とす。

「やっぱり何もわからないわ。残念だけど……」

　内心を隠した冷たい笑みのまま、静かにかぶりを振る。

「何にせよ、お陰かげで命拾いしました。ありがとうございます」

　迅に手を差し伸べようとして気づく。京に射貫かれた者だけでなく、機械剣に粉ふん砕さいされた残ざん骸がいも探った征臣の手は血で真っ赤に汚れている。直接刺客を手にかけた迅よりもだ。

「ん？　ああ、気にしねえよ。殺したのは俺の方だし。救世主っつーても戦う相手は人間だ。魔ま王おうとかドラゴンとかって化け物じゃねえ。綺き麗れい事ごとだけじゃ収まらない殺し合いだってのは理解してるよ。血ぐらい構わないさ」

　一いつ瞬しゆん遠えん慮りよした征臣には構わず、迅は右手を強く握にぎり返してきた。

「何があったんです？　大丈夫ですか？」

　ようやく街の治安を司る衛視たちが、ランタンを掲げて駆かけつけてきた。京がかいつまんだ状じよう況きようを説明した後で改めて遺体を検分したが、やはり刺客の身元などはわからない。

　結局、征臣は京たちと衛視に警護を受ける形で砦館に帰る事になった。

「無事で何よりだ。まさか過激分子が行動に出るとは……。私も見通しが甘あまかった」

　心配そうな顔でダルゼーが出で迎むかえる。

「僕も軽率でした。許可が出たからといってその夜のうちに即そく出歩くなんて……」

「犯人の素性や背後関係などは徹てつ底てい的てきに調査させるが、予め準備をしての襲撃だ。万ばん全ぜんを期した上で、万一の失敗にも備えているだろう。探り当てるのは難しいだろうな。とりあえず今日は部屋で休んで気持ちを落ち着けてくれ。今後は、城外に出る際には案内と護衛の兵を付けるようにしよう」

「ええ。僕も同感です。黒幕には、たどり着けないでしょうね。城外だけでなく、城内の警備も強化していただけると助かります」

　あくまで冷静な──冷静に聞こえるよう強調した征臣の言葉に、ダルゼーの細い眉がぴくりと反応した。







　征臣が砦館に引き上げた後、京とダルゼーは宮城の一室で卓を囲んでいた。

　執しつ務むのためでなく宰相の私室だ。次の間には寝しん室しつもあり、多た忙ぼうあるいは非常の際には帰宅せずここに泊とまりこんで政務に専念できる。また宰相の安全のみならずプライバシーも守るため、部屋は衛兵が立つ扉から一直線の廊ろう下かを通った突き当たりに位置している。

　もっともこの構造はこの部屋に限った話ではなく、城内にある貴人や高官の私室はどれも似たような造りになっているが。

「まずはご苦労だった。どうだい？　疲つかれを癒いやすためにも一いつ献こん」

　葡ぶ萄どう酒しゆの杯さかずきを掲げ、ダルゼーが笑う。対する京の席に置かれているのは香こう草そうの茶だ。

「知ってるでしょ。お酒は、飲まないの」

　懐なつかしむように部屋の中を見回しながら、京は答える。

　文ふ机づくえに置かれた護身用の短たん剣けんを手に取って指の間で回し、ぴたりと静止させる。慣れた動きだった。単に短たん剣けん一いつ般ぱんの扱いに慣れているのではなく、同じ型の品物が完全に手に馴染んでいるというレベルの仕草。

「私が贈おくった短剣は、使いこんだみたいだね」

「ええ。役に立ったわ。だけど、無くしちゃったの。ごめんなさい」

　武器としてまた道具として、往路の間ずっと愛用していた短剣はダルゼーから贈り物だ。信頼と同盟の証としての。

「必要ならそれを持っていっても構わないが、京が武器を紛ふん失しつするとは意外だね」

「紛失じゃないわ。敢えて、捨てたの。だから……」

　恥はじ入るような表情で京は俯うつむいた。ダルゼーの短剣は貴人に相応ふさわしく上質で、柄つかや鍔つばにも細かな装そう飾しよくが施ほどこされている品。イミズの地に入りこむため流民を装よそおった際に、万一身体検査でもされたら不自然に思われる所持品として処分したのだ。

「使命を果たすための合理的な判断で捨てたのなら、それは正しい事だ。私と京の間の信頼を損そこなうものではない。所しよ詮せん、単なる道具だ」

「ありがとう、ダルゼー」

　答えて京は、ようやく進められた椅子に腰を下ろす。

　テーブルは小さく、ふたりの距離は近い。

「君の世界の法律は承知している。だが、ここでは向こうの規則や道徳に縛しばられる必要はないし、京は一人前の──それ以上の有能な人間だ。ウーティシオとの決別のためにもどうだい？　私としては、君と一緒に味わいたいのだけどね」

「あっちのモラルとはとっくにお別れしているわ。単にお酒は好きじゃないの」

　目の前にある空の酒しゆ杯はいの縁ふちに、白い指先をつうっと這はわせる。飲酒しない理由は、単なる好き嫌いだけではない。アルコールを摂せつ取しゆすれば判断力や注意力、思考力が鈍る。危難に対応する能力を落としたくない事こそが最大の理由だ。

「今日はよくやってくれた。まずはそれを祝い、労ねぎらうために」

　ダルゼーが酒杯を掲げ、京は茶のカップを打ち合わせる。こういう乾かん杯ぱいは一〇〇年ほど前にウーティシオからシャムリーがもたらした作法だ。

「あの程度でよかったの？　彼は疑念を抱いだいているわよ。外出許可が下りたその日のうちに襲われるなんて、城内に内通者がいると知らせているのと一緒だもの」

　ふたりきりの時には京は敬語を使わない。ダルゼーも咎めない。主従ではなく、対等の同志だからだ。

「当然彼もその程度は気づいているさ。すぐに襲われたという事は、その許可が出る期日を事前に知っていて、外出した事実も即座に把握できる者、つまり城内にいる高官が襲撃者に指示を出しているのは明らかだ。そして、それが私ではないという判断もしている」

「どうして断言できるの？」

「城内の警備を、私に頼たのんだからさ。あれは、少なくとも現状で私を信頼しているという事を言外に伝えてきたんだ。事を荒あら立だてないよう明言はしないが、襲撃した連中に命令を下した者から自分を守って欲ほしいとね。あの若さでなかなか腹芸を使う」

「あの若さで……って、わたしと同い年よ」

「君に迫せまるほどの有能な者が他にいるとは想像できなかったと言う事さ。まさか君たちの世界でもこれが水準という訳ではないだろう？」

　杯をおいたダルゼーの右手が、そっと京の方へと差し伸べられる。

　彼の手は白く、しなやかだ。男にしては節ばっていない滑らかな形と、整えられた小さな爪。中指に見える微かすかな皮膚のかさつきは、繰り返された書類仕事によるペンの跡あと。

　その手が静かに京の首筋に触れ、黒くろ髪かみを掻かき上げる。

　京は、拒こばまない。

　顎あごの下を撫で、耳みみ朶たぶへと上ってくる動きを受け入れる。

「そうね。確かに鋭するどい男よ。敵に回せば危険だし、味方にできればきっと役に立つ」

　答える声は、微かな湿しめり気けを帯びていた。

「彼の側では、少なくともこちらを敵ではないと思っているようだが……。さて、どうするかな？」

　ダルゼーを真犯人だと考えているのなら警備を依い頼らいしないだろう。そもそもこんな機会を作らなくてももっと簡単に確実に、亡なき者にする機会も手段もあったのを、征臣は理解しているはず。それこそ就しゆう寝しん中でも食事時でも。

　刺客を送ったのは砦館内の極ごく秘ひ情報を入手できる地位を持ち、同時に砦館の外で殺害したいという必然性を持つ者に限られる。

　単純にシャムリーの存在を嫌きらう過激派の犯行ではなく、メルクアルラム内の政争の駒として自分が扱われている。それを理解しているからこそ、黒幕を探り当てるのは難しいと彼は言い切った。

「あ……」

　京が短く息を漏もらした。

　ダルゼーの手が彼女から離れ、酒杯に戻もどったのだ。

「命令を下したのはオルオードで間ま違ちがいないだろうな。ガラハンは勇ゆう猛もうだが単純な軍人に過ぎん。親から引き継いだ地位を守り、拡大させただけの男。将官が自派の利益を優先し、資金や武器、人材を独占する事をそもそも悪だとも思っていない。だがオルオードは違う。奴は傲ごう慢まんにもこの私を政敵と考え、大将軍どころか宰相の地位まで狙っている」

　だからこそ、市中で過激派どもに襲わせる必要があった。単に征臣ひとりを殺すだけでなく、王都の治安とシャムリーの管理を預かるダルゼーの責任を追及できる。実行犯は簡単に切り捨てられる連中だから、あくまでも「事件」として処理できてそれ以上の政策論争や大規模な内部監かん査さなどには発展しない。

　城内で暗殺を実行可能な者は限られるし、背後関係も徹底的に調査される。オルオードとて関かん与よを隠しきるのは無理だ。元々城内はシェナの──ダルゼーの縄なわ張ばりなのだから。

「そこまでわかっていて、どうしてオルオードを泳がせておくの？　ああいうタイプは、自分の失敗を正しく認にん識しきしないわよ。今回の件も、自分の策が読まれたんじゃなくて単に『不幸にも他のシャムリーが居合わせた』程度にしか思わないわ」

「もちろん、そう認識して欲しいのさ」

　京だけでなく、日ひ頃ごろは完全に管理して滅めつ多たに出歩かせない迅も一緒だったのもそのため。そして京が受けた密命は征臣を守る事だけではなく、刺客を確実に仕留めるのも含ふくまれていた。犯人から余計な情報が征臣に伝わり、万一にもオルオードとの関係が明らかにならないように。

「物事には順番というものがある。舘征臣には、あんなところで死なれてしまっては困る。私が考えた役割を完かん璧ぺきに演じてもらうまでは。もちろんオルオードにもだ。奴が先に失脚しては、台本が破は綻たんしてしまう」

　飲み干した杯に自ら葡萄酒を注つぎ足して、ダルゼーは微び笑しようする。

「わたしも、あなたの台本に動かされる役者？」

「だったらこうして全てを話したりはしないさ。君は、私と同じ種類の人間だ。私にとって特別な仲間。欲深い野心家、己おのれの力や才覚を完全に発揮したいという根源的な欲求に鞭むち打うたれる者だよ」

　酒さか瓶びんの口がもう一度京へ向けられる。しかし彼女は無言で首を振った。ダルゼーの言葉を否定したのではない。ただ酒を拒んだだけだ。

　自分を使い切りたい。

　それは京の芯しんを貫いて燃えさかる炎ほのおだ。

　能力に相応ふさわしい扱あつかいを受けたいのではない。それはあくまで他者に評価してもらうのを前提とした考えでしかない。自己を完全燃ねん焼しようさせるのとは違う。

　最も身近な権威である父が自分を認める事があり得ないと知った時から、京の内部でその違いは厳密なものとなっていた。

「……だけど、ここも違ったわ」

「何か言ったか？」

「最初にここに来た時の事を思い出しただけ」

　ガルムガクスもまた、男性優位だった。

　当然だ。機械技術が未熟で各種の動力が実用化されていないという事は、人力が社会を支える基礎になる。筋力や持久力では基本的に男が有利。近年のシャムリーの影えい響きようもあって医学や衛生学は中世レベルよりも進んでいるものの、妊にん娠しん出産のリスクを大おお幅はばに軽減するほどではない。女性には「産む性」である事が求められる。事実、貴人の身辺警護などのごく限られた領域を別にして、女性が軍務に就く事例はない。

『〈統一者〉は勿論、過去に我が国に現れたシャムリーも全て男だった。他国には女性のシャムリーが降臨したという情報もあるが、これは現在の異常事態の一いつ端たんではないか。我が国は諸国を導く盟主として、真に相応しいシャムリーの到とう来らいを待つべきだ』

　京の降臨には、オルオードを筆頭に軍部から疑念の声が上がった。

　今では彼らの真意がわかる。下手にシャムリーを受け入れると、メルクアルラムとしては各国の戦乱を治めるために出兵する責任が生じる。京に難なん癖くせをつけたのは、軍を動かしたくないからだ。だからこそ後から迅という男性のシャムリーが現れても、何だかんだと理由をつけて出兵を渋しぶった。

「軍部の連中は君の価値を理解できなかった。まったく、度どし難がたい連中だよ」

「だけどおかげで貴方と組めた」

　今度は、京の方から手を伸ばした。

　弓や剣で鍛えているせいで多少肌はだは荒あれているが、それでも小さく華奢な少女の手だ。

　ダルゼーは長い指でそれを受け入れ、包みこみ、絡からませ合う。

　その動きは、互たがいの手だけがひとつがいの生物であるかのようにも見える。

　記録に前例のない女性シャムリーの扱いに軍部が困ったため、京は近衛預かりとして宰相の管理下に置かれた。だからこそ、共感できるふたりと接近できたのだ。

　自らの意志ではなく周囲の都合で玉座に押おしつけられているシェナと。

　宰相の地位さえも己おのが野心と才覚には不ふ充じゆう分ぶんと考えるダルゼーと。

「私にとっても、君という得難い同志を得られたのは幸運だよ。もうすぐだ。もうすぐ軍閥で幅はばを利かせる連中を排除して、私がこの国の実権を全てつかみ取る。その上で、出しゆつ征せいして諸国の争乱を収め、メルクアルラムに本来の権威を取り戻す。いや、より一層の栄光を手に入れるのだ！」

　静かに、しかし力強く宣言し、ダルゼーは絡めた手に力を込める。

　それは愛撫ではなく、押さえつけ、縛り、制圧する動き。

「ええ。わたしたちの手で」

　応じる京の手もただそれを受け入れはしない。

　同じだけの──否、鍛錬を重ねた肉体に備わるより強い力で、飲みこもうとするダルゼーの手を受け止め、支え、拮きつ抗こうする。

　単に〈統一者〉以来の伝統というだけでなく、軍部が京を忌き避ひした事が前例となって次に現れた迅についてもダルゼーが管理の権限を主張できた。軍閥の領りよう袖しゆうたちが既き得とく権けんの維い持じに汲きゆう々きゆうとしている間に、ダルゼーと京はあらゆる布石を打ってきた。オルオードの提言で京が東方に派遣させられたのは不本意だったが、それさえ利用した。ダルゼーが条件を飲む事で、各方面隊の会計資料の提出などの譲じよう歩ほを引き出せたのだ。恐らくは改かい竄ざんされたものだろうが、全くの無駄ではない。「相手がどのようにごまかしたがっているか」という資料にはなる。

　それに京も、各地の情報を集めるだけでなくダルゼーの密命を果たす事もできた。即ち、ガルムガクスに来てまだ日が浅く、その上で強い──見るからに強そうに見えるシャムリーをひとり確保して連れてくる事。

　誂あつらえたように条件に合がつ致ちする征臣が、自分から同行を申し出てくれたのは幸運だった。

「ただ、京が不在の間にオルオードが予想以上に女王に近づいたのは問題だ。当初の計画を修正する必要があるかも知れない」

　絡めた指を離し、ダルゼーはまた杯をあおる。酒の薄さか、それとも体質か、白はく皙せきの顔にはほとんど血の気が差さない。

「修正というのなら彼を──征臣をわたしたちの仲間に引きこむのはどうかしら？」

　身を乗り出す京に、ダルゼーは片眼鏡モノクル越ごしの冷ややかな視線を向ける。
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「彼は間違いなく有能よ。強いだけじゃなくて頭も切れる。前からの計画通りに使うんじゃなくて、わたしたちの同志になってもらった方が絶対に有益だわ」

「あれは扱いづらいな。桐枝のような単純な案か山か子しなら案山子に相応しい利用法があるが、ああいう男を下手に内側にいれると、こちらの望まない事を始める。現にシェナに余計な事を吹きこんでいるのは困ったものだ。私としては、メルクアルラムに着くまでに君がもう少し操あやつりやすいように仕込んでおいてくれると思っていたんだが」

「……ごめんなさい」

「いや。予め詳しよう細さいに指示していなかった私の責任だ。ところで……彼の言っているような事は可能なのか？　銃じゆう器きを量産するというのは」

「……必要な資源は揃そろっているし、技術的にも不可能じゃないわ。一丁や二丁じゃ話にならないけれど、充分な数を組織的に運用すればほとんどのシャムリーは敵じゃない」

　ガルムガクス人よりも頑がん丈じような肉体と言っても、シャムリーも所詮ただの人間だ。しかも多くの〈武具〉は近接戦用の刀や槍やり。

　京が、己の優位を確信しているのもその一点だった。単純な破は壊かい力りよくや殺傷力の比ひ較かくなら、弓は取り立てて強力なものではない。迅の機械剣や征臣の飛竜ワイバーンの方が上だ。しかし一対一で戦うのなら、迅ごときは向こうが間合いに入る前に確実に射殺せるし、征臣が相手でも最初の距きよ離りさえ充分なら勝つ自信はある。

　しかし、その京も数十人の鉄てつ砲ぽう隊たいと正面から相対したら勝機はゼロに近い。

　そっと口くち唇びるを噛かむ。

「どうしたんだ？」

「ちょっと悔くやしいの。わたしはずっと先にこちらに来ていたのに、同じ事を思いつかなかった。条件は同じ──いえ、ずっと有利なはずなのに」

「ある程度は仕方がない。長射程の武器が京の長所だ。銃器が普ふ及きゆうしてしまったらその優位は失われる。自分に有利な環かん境きようを維持したいと考えるのは自然な事だからね」

　そうだ。当たり前の事だ。既に力を持ち、優位にある者がそれを維持し、他人が己の領分に踏み入るのを防ごうとするのは。

　例えば男性である事を特権のように考える父が、優ゆう秀しゆうな娘むすめに敵意を向けたように。

「ただ、シェナが舘の案にかなり強い興味を持ってしまった。しかも彼は文ぶん献けんから必要な資源の産出実績も調べ上げ、銃じゆう器き工こう房ぼう建設までの計画表まで作り上げているらしい」

　以前から国内の地理的踏とう査さは進んでいる。肥料として用いられていた天然の硝しよう石せき鉱脈や糞ふんが堆たい積せきした海鳥の群生地、硫い黄おうを産出する温泉地なども地図には記き載さいされているのだ。

「今のところはどうにか話を引き延ばしているが、彼女が調子に乗ってこの件を推おし進めるとか言い出したら困った事になる。我が国が強くなるのは望ましい。しかしそれによって軍や、私の管理下にないシャムリーが幅を利かせるようになるのは駄だ目めだ」

　ダルゼーの口元が、不快そうに引き締められる。

　誰でも装備すれば圧あつ倒とう的な殺傷力を獲かく得とくできる銃器の存在は、軍部の権威を削ぐという点では歓かん迎げいすべきだ。しかし訓練も覚悟も積んでいない者、極言すれば子供でさえ持つだけで容易に他者を殺せる品物が普及すれば治安の悪化もあり得る。為い政せい者しやは戦争だけではなく、終戦後や後方の事まで考えなければならない。

「シャムリーを前提としたメルクアルラムのあり方を、舘征臣は歪ゆがんでいると批判した。だが、私たちはその歪みに適応して何百年も社会を営んできたのだ。戦争という厄やつ介かい事をシャムリーという『本来我々の社会に属ぞくさない例外』に押しつけてきたからこそ、大規模な戦争やそこから派生する混乱や犯罪が抑制できている。秩ちつ序じよを逸いつ脱だつし、管理の外に飛び出す者は危険だ。秩序は破は壊かいするものではなく、拡張し洗練していくべきものだ」

　喋しやべりすぎて乾かわいた口くち唇びるを湿らそうとしたが、既に杯にも瓶びんにも酒は残っていない。ダルゼーは微かに眉をしかめた。

「だから、彼に然しかるべき局面で然るべき役割を果たし──死んでもらわねばならない」

　何の感情も込められていない、それは冷れい徹てつな実務家の宣言。







第四章　　伏流は交錯し、氾濫する







　治安が良いはずの王都での殺人未み遂すい、しかも周しゆう到とうかつ組織的に計画されたもので、標的はシャムリー──当然、事件は市民たちの話題になった。

　即ち渦か中ちゆうの人物である征まさ臣おみが街を歩けば、自然と人々の注目を集めたのである。

　ただでさえウーティシオ人は髪かみや瞳ひとみの色の違ちがいで目立つ。しかも「やがて世界を救う英えい雄ゆう」である桐きり枝え迅じんは滅多に城から出ないし、もうひとりの慈じ恵けい院いん京みやこも長期の任務で国を離れていた。実際のシャムリーを目にする機会は王都の住民でもほとんどなかったのだ。

　ダルゼーから手配された護衛の兵士をふたり引き連れて市中を見物する征臣の姿を、すれ違う市民たちは遠巻きに、しかしあからさまな好奇心を込めた眼差しで見つめていた。シャムリーの珍めずらしさに加えて、本来ならば王族や閣かく僚りようクラスのみを守る近衛の制服を纏った兵士が同行しているのだから尚なお更さらだ。

「さすがガルムガクス最大の国の王都、豊かな国ですね」

　仕方なく征臣は護衛兵に話しかけるが、反応はない。ただ職務に徹てつした仏ぶつ頂ちよう面づらで、周囲を見回しているだけだ。

　城じよう郭かく内に国民を避ひ難なんさせ、蓄たくわえた食料を切きり詰めてやりくりしていたラウフラムとは雰ふん囲い気きが全く違う。あの街は厳しい状況の中で彩あや芽めがよく治めていたが、夜は勿論日中でも出歩く人は少なかったし、商業活動もほとんど止まっていた。この王都では広い通りに市が立ち、食べ物の露ろ店てんからは香こうばしい香かおりが漂ただよってくる。道行く人々の表情も明るい。

「いくら何でも昨日の今日で昼間から襲ってくるというのは考えにくいですけどね」

　征臣の呟つぶやきにも、兵士の態度は変わらない。厳しい眼差しは刺客を警戒するのではなく、市民が接近しないよう威い圧あつしているかのようだ。

　いや。事実威い嚇かくが目的なのだろう。征臣と視線が合い、言葉を交わそうとする者がいれば即座にそちらを睨にらみつける。

「せっかく街中に出られたのに、これではかえって息が詰まってしまいますよ」

「万一にも舘たて殿どのに危険のないよう護衛するように、宰相閣下から言いつかっております」

　彼らの立場も気き遣づかって周囲に聞こえない小声で話しかけたのだが、取り付く島もない。

　微び苦く笑しようを浮かべつつ、征臣はさりげなく視線を下げた。

　いかめしく胸を張って職務に専念している護衛兵たちは気づきにくい、小さな女の子と目を合わせる。一瞬だけのぎこちない作り笑いだったが、女の子は母親の手を逃のがれて駆け寄ってきた。

　髪の短い、活発そうな少女だ。歳は十歳前後だろうか。もちろん武器を持っている気配はない。征臣は一歩前進してから片かた膝ひざを突いて目の高さを合わせ、彼女を迎むかえ入れる。

「お兄ちゃんがシャムリーなの？　ウーティシオから来たの？」

「ああ。そうだよ」

　日本語ではなくガルムガクス語の質問に、同じ言語で答える。

　さすがに小さな子供まで追い払う訳にもいかず、護衛のふたりも気まずそうに顔を見合わせるだけだ。

「ふふっ。お兄ちゃん、変なの。シャムリーってとっても強いんでしょ？　それなのに兵隊さんに守ってもらってるんだもん」

「こ、これっ！　ご、ご無礼をお許しください。何分礼れい儀ぎも知らない子供のする事でございます。お慈じ悲ひを……」

　さっきまでは我が子の様子を笑って見ていた母親が、狼ろう狽ばいしてぺこぺこと頭を下げる。こちらは辿たど々たどしい日本語だ。シャムリーと接する機会の少ない一般市民にまでは普及しきっていない。

「いえ、構いませんよ。かわいらしいお嬢じようさんですね」

　征臣はそちらにもガルムガクス語で笑いかけると、そっと少女の頭を撫でた。

　この世界でも、子供に対する慈いつくしみを表す仕草は同じという事は本で読んだ。言葉もそうだが、ボディランゲージは元の世界でも国や民族ごとに意味が異なる。例えば子供の頭を撫でるのは、イスラム圏けんやタイなどでは絶対のタブーのひとつだ。

　異文化の中で暮らす以上、自分の中で常識になっている習慣こそ警戒しなければ。

「シャムリーだって、ちょっと違いはあってもガルムガクスの人と変わらないよ。怪我をする事もあるし、出来ない事も沢たく山さんある」

「そうなの？」

「僕ぼくひとりより、この国の人たちがみんなで力を合わせた方がよっぽど強いよ」

「本当に？」

「本当だよ」

　もう一度、頭を撫でてから立ち上がる。女の子は好こう奇き心しん一いつ杯ぱいの眼差しで征臣を見上げている。今度は母親の方が屈かがんで我が子を抱き寄せる。彼女が征臣に向けるのは、畏い怖ふと困こん惑わくが混じり合った目だ。

「そのようにシャムリーの権威を傷つけるような事を、自ら口になさるのは控ひかえた方がよろしいかと存じますが……」

　今までの頑かたくなな態度とは打って変わって、兵士の一方が小声で耳元に囁ささやきかける。

　つまり、任務の重要さとして同等という事だ。警護という名目でなるべく市民と接せつ触しよくさせない事と、シャムリーの強力さや異質さ、権威を堅けん持じする事は。

　だから、征臣ははっきりと周囲にも聞こえるよう、ガルムガクスの言葉で告げる。

「事実ですよ。どう取り繕つくろったところで、僕たちも不死身な訳じゃない。普ふ通つうの人がそれを知っているからこそ、昨夜の襲撃事件も起きた」

　遠巻きの市民たちがざわめく。

「昨日の襲撃犯はシャムリー排斥派だとか。僕たちの世界も多くの国に分かれていて、ガルムガクスとウーティシオほどの差異ではないにせよ人種や文化の違いがあります。外来の者が実績も上げずに厚こう遇ぐうされるのを不快に思う感情も、理解できるつもりです」

　まず一気に市民たちに告げる。ここまで述べてしまってから発言を禁じたら、むしろ不安や不ふ審しんが増す。衛兵たちを牽けん制せいするための早口だ。

「ですが、僕たちも帰る手段を持たぬ身です。出来るのは身を寄せる国を選ぶ事だけ。歴史に残る〈統一者〉の偉い業ぎようには及およばないとしても、受け入れてくれたメルクアルラムの王と国のため、僕に出来る務めを果たすしかないのです。どうか宜よろしくお願いします」

　一転してテンポを落とし、ゆっくりと訴うつたえかけて頭を下げる。

　市民たちが驚おどろく以前に、どう受け止めていいのか戸と惑まどっている空気が伝わってくる。

「どうもお騒がせしてしまいました。皆みなさんを混乱させるのが本意ではありません。では、城に戻りましょうか。その前に……」

　市民以上に困惑している衛兵に告げつつ、征臣は真まっ直すぐひとつの露店に足を向けた。

　野菜と肉を串くしに刺さして火を通した、焼き鳥やバーベキューに近い料理だ。ただ、焼いた上からクレープのような粉を焼いたシートでくるんでいる。肉に絡めたソースが垂れない工夫だろう。

「これをまず一本、いただけますか」

　ポケットから銅貨を三枚取り出す。提示してある品書きでの、串一本の値段だ。

　護衛兵が驚き──それを隠そうとしているのがわかった。

　この国に着いてからはずっと城の中で管理されて現金を必要としなかったし、外出許可が下りても支給はされなかった。つまり自由と言っても出歩けるだけで、実際には買い物ひとつままならない状態に置かれていた──連中は置いているつもりだったのだ。

　現金はここに来るまでの途中の旅で何度も使っていた。国ごとにそれぞれのコインが鋳ちゆう造ぞうされているが大きさや金銀銅の含がん有ゆう量りようは国際的に定められており、ほぼ問題なく互ご換かんできる。特に〈統一者〉の龍りゆうを刻んだメルクアルラムの貨か幣へいは、どこの国でも通用する事実上の国際通貨だ。

　そして買い物をして国ごとの品物の価格の差や市場の治安を知るのも、征臣にとっては重要な情報収集だった。メルクアルラム銀貨でさえ信用されず、砂金でしか物が買えない場所さえあったのだ。

「えっ？　あ、ああ……ありがとうよ。ウチの串くし焼やきは美う味まいからな。シャムリーの口にだって絶対に合うぜ」

　一いつ瞬しゆん戸と惑まどった店の主も、金さえ払えば客には違いないと理解したのだろう。一本の串をそのまま差し出した。

「ありがとうございます。では」

　その場で、即座にかぶりつく。

　市民たちから抑えた──しかし隠しきれない感かん嘆たんがこぼれる。

　匂においから予想した通り、動物の骨や野菜屑くずを煮に込こんで煮に詰つめたソースはこってり濃のう厚こうで、どこか焦こがし醤しよう油ゆのような風味がある。クレープ風のシートにそれがたっぷり染しみこんでいるのは、強しいて言えば蕎そ麦ばつゆを吸った天てん麩ぷ羅らの衣に似ているか。塩気が強すぎるのは少々好みから外れるが。

「うん、美味い。同じ奴やつを四本、お願いします」

　今度は銀貨を渡わたす。価値は銅貨の一〇倍なので本来なら串四本なら釣つり合わないのだが、品書きにはまとめると安くなる旨むねを知らせる文が書かれている。他の国では、屋台や露店の表示は絵で描かかれていたところもあった。この一事でも、メルクアルラムにおける一般市民の識字率の高さが確かく認にんできる。

　皆が文字を読めるのは、有利な材料だ。彼らを組織化した時に規則や銃器の使用説明書マニユアルを配れば、訓練の効率化ができる。

「おお。気に入ってくれたか、シャムリーの旦だん那な……ってのも変だな。若いんだから、シャムリーの兄ちゃん、か？」

「舘征臣と言います。時々は街にも顔を出しますので、覚えておいてください」

　名乗り、野や次じ馬うまに向かって振ふり返って一礼してから城への帰路に就つく。

「そのような食べ物、どうなさるのですか？　御お食しよく事じが不足するようでしたら、言っていただければ量を増やしますが……」

「違います。これは、僕ひとりで食べるんじゃありませんよ」

　城に戻った征臣は串焼きを抱かかえたまま迅を訪ねた。警備兵はいろいろと理由を挙げて拒もうとしたが、銀貨を握らせて僅わずかな時間だが面会を許してもらった。一年も城住まいで慣れ、緊きん張ちよう感を失っているのか。迅担当の兵士は多少モラルが低いようだ。

「何だよ、おい？　ま、いいや。せっかく来てくれたんだ。中、入れよ」

「いえ。衛兵から許可されたのはほんの挨あい拶さつ程度ですからね。長居する訳にはいきません。とりあえず先日の御お礼れいがしたくて。冷めないうちにどうぞ」

　征臣は、串焼きの袋ふくろを差し出す。中身は三本。一本は今この場で抜ぬき取った。

「おっ！　ありがとうよ。遠えん慮りよ無くいただくぜ」

　受け取った袋から一本取り出し、即そく座ざにかぶりつく。

　シートが受け止めきれないソースが口くち唇びるの端はしから滴したたって、顎へと茶色の線を引く。

「くぅ～っ！　美味えっ！　城で出される飯もいいんだけどよ。あれ、ちょっと薄うす口くちだろ？　やっぱ時々はこういう濃こい味のがっつりしたのが食いたくなるよな？」

　溢れたソースを指先で拭ぬぐって、迅が笑う。整ってはいるが軽けい薄はくそうな顔立ちは、むしろこういう飾かざらない仕草を魅み力りよく的に見せる。

「ええ。そう思って買ってきたんです」

「いいよなぁ。舘君、自由に外出していい事になったんだろ？　俺、やっぱ救世主としての立場があるからな。あんまり庶しよ民みんと触れあってイメージ崩しちゃマズいって言うかさ。威い厳げんってモンをキープしなきゃならないって京ちゃんやソーリに言われているからよ」

「ええ、わかりますよ。僕とは立場が違いますからね」

　煽おだてながら、征臣も自分の串にかぶりつく。

　一本自分で食べたのも計算のうち。一緒に食事をすると心理的な距離は近くなる。

　市民が注目している中で購こう入にゆうしたのも同じ狙ねらいだ。伝説や歴史の中で活かつ躍やくし、今は自国内にいる事は知っていても、大半のメルクアルラム人にとってシャムリーとは縁えん遠どおく、得体の知れない存在でしかない。自分たちと同じものを食べるのだという事を実感させれば、心理的な壁も少しは薄くなる。

「あの時襲われたのは僕ですけど、シャムリー排斥派がいるという話は迅さんにとっても無む縁えんではないでしょう？」

「まあ、そうなるかな？　俺は正しよう真しん正しよう銘めいの救世主だけど、昔の〈統一者〉サマだけ別格扱あつかいでそれを認めない奴もいるって事だし」

「それに……」

　耳元に口を寄せる。

「外出許可が下りたその夜のうちに襲われたって事は、城の中に奴らの仲間がいるって事じゃないですか？」

　自明の事だ。それを敢あえて疑問形で、不安そうに囁く。

「あー、それもそうか。やべえな、おい。裏切り者がいるって事か」

　迅も声量を下げた。

「連れん絡らくは難しいですけど、お互い用心しましょう。それじゃあ……」

「ああ。わかったぜ。俺たちは仲間だからな。安心しろよ」

　口元のソースを手の甲こうで拭いながらサムアップする迅に頷うなずき、征臣は部屋を後にした。

「事件があった直後です。部屋に戻られた方が安全では？　我々も警護しやすいですし」

「城内でもですか？」

　不安がる衛兵に言い返す。再反論は、ない。

　本棟から離はなれて居室のある塔とうに向かう途中、長い廊下で京とすれ違った。彼女は護衛を連れていない。ひとりきりだ。

「どこへ行っていたの？　探したわよ？」

「探した？　僕を」

「ええ。シェナ陛下がお呼びよ。街での件を聞いたらしくて」

　京に連れられて参じた征臣に、シェナは愉ゆ快かいそうな笑え顔がおを見せた。

「報告を受けたぞ、舘殿。市中の者たちに何やら話したそうじゃな」

「勝手な事をして申し訳ありません。しかし、単に陛下や宰さい相しよう閣下だけでなく、普通の市民と触れあう機会を得たいと考えての事です。特に、僕の構想においては人の数こそが大きな力となるのですから」

「よい。妾わらわも咎とがめる気はない。むしろ感心したのじゃ。聞けば、国のために真しん摯しに働く事を民の前で宣言したそうではないか」

「つい言ってしまいました。主従ではないとは言っても、寝しん食しよくの世話を受けている身。勝手にあのような事を公言すべきではないと思ったのですが……」

「構わぬ。お主を襲った犯人など、国民の中にシャムリーへの不信があるのも事実じゃ。それを解消していくには京や舘殿もまた自分らと同じ人である事を実感するのが最適であろうな。城中の者だけでなく市民にもお披ひ露ろ目めをし、交流を進めていくべきやも知れぬ」

「しかしそれは宰相閣下の方針に反します。シャムリーの安全確保という面から考えても上策とは言えません」

　それまで沈ちん黙もくを守っていた京が意見する。

「しかし京。ダルゼーの方針が無む謬びゆうという訳でもあるまい？　妾も未熟なりに王としていろいろと考えておる」

　メルクアルラムでは現状三人のシャムリーだけだが、世界にはもっと多くのシャムリーやそうでないウーティシオ人がいる。征臣の提案を容いれて銃器を装備した軍を編成し、各国の争乱を平定した後は、シャムリーを「乱世の勇者」ではなく共に生きる隣りん人じんとして受け入れねばならない。

「その時代に向けての模も索さくとしてもこの王都、この国でシャムリーと市民が触れあう事は有意義と思うのじゃ」

「……」

「感服しました。僕も、陛下のお考えに全面的に賛成いたします。ウーティシオから人が訪おとずれる事を制せい御ぎよできない以上、この国──いえ、ガルムガクス全体が発展していくために特別視せずに受け入れられる態勢作りは必要です」

　渋い表情で黙だまりこむ京に対し、征臣はにこやかな笑顔でシェナに一礼する。

「どうじゃ、舘殿。よければ午後も話を聞かせてくれぬか？　銃じゆうだけでなく産業を興おこし、技術を育てて民生に役立てる事も、妾は視野に入れておる。お主の知ち恵えと知識を、いろいろと借りたい」

「ありがたいお言葉ではありますが、実は昼過ぎよりガラハン大将軍と会う約束になっております。僕の方からお願いした事ですから、反ほ故ごにする訳には参りません」

　今朝のうちに衛兵を通じて頼み、僅かな時間を融ゆう通ずうしてもらったと征臣は説明する。

「そうか……残念じゃな。そうじゃ！　ではひとつ妾の私的な頼みを聞いてもらえぬか？　簡単に済む事のはずじゃ」

　シェナが身を乗り出す。

「何でしょうか？」

「空を飛んでみたい！　お主の飛竜ワイバーンで」

　王ではない。ただの少女の笑顔だった。

「危険すぎます！」

　京が声を上げる。

「危ない事などなかろう。京も乗って旅をしてきたのであろう？」

「でも……」

「僕なら構いません。城の敷しき地ち内ないを少し飛ぶ程度なら大丈夫でしょう。もちろん速度も出しませんから」

　シェナ本人の希望と征臣の同意の前には、京の心配も無意味だった。城内警備の衛兵に事情が伝えられた上、中庭に出る。

「では、少し離れていてください。〈武具〉を出します」

　征臣は僅かに顔を伏ふせ、意識を集中する。禍まが々まがしくも力強い姿を、硬かたい鱗うろこの手て触ざわりを、脳のう裏りに思おもい描いて目を開く。

　虚こ空くうに染せん料りようが滲み出るように黒が広がり、皮ひ膜まくの翼つばさと角を持つ首、長い尾おを持つ異形が実体化する。

「……間近で見ると……何とも言えぬ迫はく力りよくよの」

　恐るおそる近づいたシェナがそっと手を伸ばして触れる。その指先の感かん触しよくが、征臣自身にも伝わってくる。

「本当に大丈夫ですか？　何なら万一のためにわたしも同乗を……」

「僕の飛竜ワイバーンはふたりなら普通に飛べるが、三人となるとかなり無理がある。君は知っているだろう？　心配はいらない。城の上空を軽く旋せん回かいするだけだ」

　自らが出現させた飛竜ワイバーンに征臣は跨またがり、手を差し伸べる。京に支えられたシェナも、その背に上る。こちらは腰こしを捻ひねり、両りよう脚あしを揃えての横よこ座ずわりだ。

「しっかり掴つかまっていてください」

「うむ。承知した」

　細い両りよう腕うでが征臣の胴どうに回る。〈武具〉を介してではない、直接の感触。

「では──」

　宣言と同時に左右の翼が大きく羽ばたき、鈎かぎ爪づめの両脚が地面から浮うき上がる。巻き起こった風が、薄うす紅べに色の長い髪を踊おどらせる。

「ほぉ……っ！」

　感嘆の声を上げるが、乱れる髪を押さえる事はできない。両腕は征臣にしがみついているのだから。

　一気に直線的に高度を上げるのではなく、螺ら旋せん階段を上るような軌道をとったのはシェナを気遣っての事だ。それでも初めての体験で驚き、緊張しているのが抱きつく腕うでと背中に押し当てられた華きや奢しやな身体から伝わってくる。

「城じよう壁へきより上には出ません。市民が目もく撃げきしたら驚くでしょうから」

「う、うむ。わかった。それで構わぬ……！」

　あまり高度をとらず、城を構成する尖せん塔とうの周囲をゆっくりと旋回する。征臣は振り返らないが、スカートがはためくバタバタという音は耳に届く。

「日頃、城から見ている景色とさほど変わらないでしょう？」

「いいや。全く違うぞ。確かに高さは同じでも、窓からではひとつの方角しか見えぬ。このように……そう、自由に飛び回れば、広く物事を見られるではないか！」

　驚きと喜びが、シェナの言葉を弾はずませる。

「この程度の速さと高さ……それに狭い範はん囲いでもですか？」

「少しずつでも構わぬ。今までとは違う角度、違う風景を見る事で、妾の視野が広がる。目で見るのではなく、心の視野がじゃ！」

　風に負けぬよう声を張り上げる。

「以前に京から聞いたのじゃが、この飛竜ワイバーンというのはウーティシオにいる生き物ではないのであろう？」

「ええ。架か空くうの──お話の中の作り物です。向こうでは〈武具〉も発現しませんし」

「ならば空を飛ぶのは無理なのか？」

「こんなものに頼らなくても、僕たちの世界では人を乗せて飛ぶ機械が作られています。理由のわからない特とく殊しゆな能力としてではなく、誰もが理由できる技術の産物として」

「つまり、それはお主が言っていた銃を作る事と繋つながっているのじゃな？」

「……その通りです」

　ただの無知な箱はこ入いり娘、お飾りの女王様ではない。銃の話が単に軍の強化ではなく、技術や産業にまで直結している事を理解している。

　聡そう明めいさに、今度は征臣が驚く番だった。

「いずれガルムガクスでもウーティシオのように万ばん民みんが空を飛ぶ時代が来るやも知れぬ。いや、我らがそれを招き寄せねばならぬのじゃ！　そのためにはまず戦乱を鎮しずめ、民草の暮らしを豊かにせねばならぬ」

「微び力りよくながら、僕もお手伝いさせていただきます」

「手伝うとは何じゃ。お主が妾に吹きこんだ話じゃぞ。臣下ではなく、同盟者として共に先導してもらわねば困る」

「……そろそろ下ります」

　シェナの言葉をはぐらかしながら、飛び立った時と同じように大きく円を描きながら高度を落とし、静かに着地する。

「シェナ様、お怪我などはありませんか？」

　すぐに不安そうな京が駆け寄り、飛竜ワイバーンから下りる小さな身体を受け止める。

「うむ。なかなかに楽しかった。髪が乱れてしまったのが困りものじゃがな」

　笑いながら、両手で髪を撫なでる。

　無む邪じや気きな少女の仕草でありながら、その表情には王の風格が潜ひそんでいる。

「では、僕はこれにて失礼いたします。ガラハン閣下を待たせては失礼ですから」

　一礼して踵きびすを返し、征臣はその場を立ち去った。

　振り返りはしない。ただ、目指す場所へと遅ち滞たいなく進んでいくだけだ。







　ささやかな遊覧飛行を終えたシェナは、京と共に宮城内の一室に戻った。

　先に入室し、準備を整えていたルビエラが礼で出迎える。テーブルの上には茶ちや道どう具ぐ一式の他ほかに何冊もの本、地図や書類が広げられている。

「ダルゼーに諮はかる前に京とルビエラの意見を聞きたい。本当ならば発案した舘殿にも相談に乗って欲しかったところじゃが。近う寄れ」

「はい」

　着席したシェナがくいくいと手を振って招くのに応じ、京は隣りん席せきに座すわった。

「過去の文献とも照らし合わせ、各部門の大臣や学者にも意見を仰あおいだ」

　嬉うれしそうにシェナは地図を指差す。

　メルクアルラム国内の硫黄や硝石の産地がチェックされており、更さらに鉄製品の名産地にも印がつけてある。試験的な銃器工房を建てるための、候補地の選定だ。

「京は鉄てつ砲ぽうというものの仕組みをしっておるか？」

「いいえ。原理は理解してますけど、構造はよく知りません」

　つき合いのある家には古式銃の家元もあるが、慈恵院は弓きゆう道どうの名門だ。京個人としても近代兵器にはほとんど興味がない。

「そうか。では、やはり製造に当たっては舘殿に話を聞かねばならんな」

「しかし、新しい武器を軍人が受け入れるでしょうか？　わたくしも武門の出なのでわかりますが代々の戦士は剣けんこそ誉ほまれ、弓さえ本道でないと考える者が大半ですよ？」

　ルビエラが訊ねる。

　彼女は代々近衛の家系で、女王や王おう妃ひなどの身辺警護を受け持ってきた。普通の軍人ではないので大きな剣は携けい帯たいできないし、有効とあれば従来にない武器や鎧よろいの工く夫ふうをし、新しん奇きな毒物などの研究も怠おこたらない。しかしこのような考え方も、女性が武術を修めるのも、ガルムガクスでは例外と言っていい。

　伝統ある大国だからこそ、メルクアルラムには保守的な気風がある。代々軍に仕える戦士階級は、新しいものを取り入れるのを好まない。

「確かに軍人に銃を受け入れさせるのは難しいかも知れぬな。むしろ市民から新たに志願者を募つのり、近衛の別部隊として王家直属で動かした方がよいであろう。それが鉄砲の長所を活いかす事にもなる」

　旧来の「高潔な」戦いにこだわって新時代に対応できない専業の戦士階級に固こ執しつせず、民兵を活用する──日本でも幕末に起きた事例だ。これを予見できるという一点でもシェナが単なる世間知らずの子供ではなく、非ひ凡ぼんな資質の持ち主である事がわかる。

　しかし、それはまだ単なる資質だ。

　力が足りないのに高く飛び上がれば落ちて傷つくだけ。

　あるいは翼を持つ者の都合で動かされるだけ。主導権は握れない。

「危険すぎます。銃は鍛たん錬れんを重ねていなくても、使い方さえ教われば誰でも簡単に他人を殺せる手段です。戦力の強化と同時に、治安の悪化を生む恐おそれがあります」

　だからこの段階では、京は反対意見を述べるしかない。

「現代のウーティシオ──わたしたちが生まれた日本に限れば、銃器の私有は厳しく制限されています。そのおかげで銃じゆう犯はん罪ざいが起きにくいのは一面の事実です。アメリカという国では銃を持つ権利が法律で保証されていますけど、理念の通り自衛に使われるよりも強ごう盗とうや殺人に用いられる方がほとんどですよ」

「舘殿が申しておったではないか。メルクアルラム人の徳性を育てれば、銃の普及に伴ともなう危険を抑えこめるのではないかと」

「そんなのはただの楽観論です！」

「同感です。わたくしたちは幼い頃ころから戦士として──他人を害するための技と一緒に、武器を持つ者の責任を学びます。普通の市民に力に伴う自覚を求めるのは難しいかと」

　ルビエラも不安そうに顔を曇くもらせる。

「今のウーティシオは〈統一者〉の時代やガルムガクスとは異なり、代々の戦士はおらぬのだろう？　しかし、妾は知っておるぞ。京は凡ぼん百ぴやくのメルクアルラム戦士よりも高潔で覚悟が出来ている。国のため、たったひとりで異境を旅する使命を受けるほどに」

　自分は特別な例外──とは京は言えなかった。四〇〇年の時間をかけてあの家に積もった澱おりを、伝統などという言葉で肯こう定ていしたくはない。

　わたしを貫き、支える矜きよう恃じの源泉は「慈恵院の家」ではない。「慈恵院京」というひとりの人間という事だけだ。

「確かに妾は見通しが甘いのかも知れぬ。しかし万全を期して縮こまっているより、希望を見ながら第一歩を踏み出したいのじゃ。このまま何もしなければ、ずっと未熟なままでいるしかないではないか」

「そう……ですね」

　京はずっと考えていた。シェナには時間が必要だと。

　しかしその時間の間、彼女はどうするのか。

　ダルゼーとは一一歳さい差。シェナが二〇歳の時に健在なら三一の働き盛りだ。実際に政務を執とりながら実績を重ねていく彼に、飾られているだけの女王がどうやって対抗する？

　シェナは若いが、最大の政敵が老いるのを待つという手は使えないのだ。

　その問題を、京は今まで先送りにしていた。

「いや。ルビエラと京にならはっきり言ってしまっても構わぬ。こうするのが正しいとか有効だとかいう話ではない。妾が、そうしたいのじゃ。王であるのならば、自らの判断と責任で国を動かしたいのじゃ！」

「シェナ様……」

　玉座に尻しりをくっつけたまま満足している子供なら、京は共感を覚えたりしなかった。

　脚は頼りなく、頭に戴いただいた王おう冠かんの重さによろけながら、それでも立ち上がって前に歩もうとする者だから友と呼んだのだ。

「いずれにせよ、この計画はまだまだ煮詰めていかねばならぬ。銃器の現物見本も作らねばならぬし、そのためには専門家の助言や資料の精読も必要じゃ。それに京とルビエラにも手伝って欲しい。妾自身はどうしても城から動けぬのでな」

「はい」

　そう答えるしかない。

　この期ごに及んで否定するのでは、シェナの友達ではいられない。

「今日話した事はダルゼーには内ない緒しよじゃぞ？　あの者は軍備の拡大には反対しておるし、妾が政に口出しするのを厭いとうておるからな」

「はい。わかりました、シェナ様」

「うむ、妾と京は友達だからな」

　目を細めながら、シェナは小指だけを立てた右手を京へと差し出す。

「え……？　これは？」

「大昔にウーティシオから伝わったと聞く。かの世では約束を交かわす時にこういう事をするのであろう？」

　もちろん京も意味を知らない訳ではない。シェナが申し出るのが予想外だっただけだ。

「確かにそうですが……もっと小さな子供同士とか、母親が子供にするやり方ですよ」

「む？　そうなのか。しかし構わぬではないか。妾と京の間で仰々しい儀ぎ式しきや正式な書類を交わすのも奇き妙みような話であるからな」

「はい。わかりました」

　京も小指を立ててシェナのそれと絡め合う。

　指切りげんまん嘘うそついたら針千本飲ます、指切った。

　幼よう稚ちで素そ朴ぼくな、それ故ゆえに不純物の混じらない約束。実際に千本の針を飲みこむ事などあり得ないから、これは「決して破らない」という誓いと同じ。







　それなのに、京はその夜ダルゼーと密会して全て報告した。

　ダルゼーの指揮下にあるシャムリーとしての京と、シェナの友である京が同じコインの表裏として不可分である事──そんな当たり前の話さえ警けい戒かいしていないから、シェナにはまだまだ時間が必要なのだ。

「ふむ……。そんな事まで言い出したか」

　城内の私室、椅い子すに深く腰こし掛かけて呟いたダルゼーは眉み間けんを揉もみほぐす。

「これは当初の計画を変へん更こうする必要があるかも知れないな」

「変更？」

　権力奪だつ取しゆのためのプランは、京を東方に派は遣けんする時から立案していた。

　新たにやってきたシャムリーは外国から送られてきた刺し客かく。招いたのは内通しているオルオード。京を諸国偵てい察さつに派遣したのも、そのシャムリーをスムースに国の中ちゆう枢すうに誘さそいこむため。陰いん謀ぼうは直前で食い止められるが、若く未熟なシェナではこの状況を支えられないという理由で退位。代わってダルゼーが玉座に収まる。

　これが、京が旅に出る前に考えられていたシナリオ。

　もちろん征臣も余計な事を言わぬように殺すのが最初からの決定事じ項こうだ。

　最適な犯人役の条件は満たしづらい。まず王城内で行動できる立場である事。しかも国内に余計な係けい累るいがない事。何より事件の当日までダルゼーの管理下に置ける事。なおかつ単独行動の殺し屋役を割わり振っても余人が納なつ得とくするだけの力を持っている事。

　全ての条件を満たすのは、外から引きこんだウーティシオ人。出来れば強力そうに見えるシャムリーだ。

　迅を使うのはまずい。

　彼はメルクアルラムが世界を統一するべく外がい征せいに出た時に象しよう徴ちようとなるシャムリーだ。そういう利用法のため、余計な事を考えぬよう適当に煽て上げ、半はん端ぱな知識を持たぬよう他人との接触を制限してきた。

　国民にも〈救世主〉と思わせているから、今さら彼が裏切ったという事になれば京を後あと釜がまの看板として押し立てたとしても国民に不安が広がる。

　ならばオルオードが要求した国外視察に便乗して、新しい駒こまを外から入手するのがいい。

　今この時の権力を求めるダルゼーと、シェナを大切にしたい京の思おも惑わくも、その時には対立していなかった。

　二〇〇年ほど前の事例になるが、幼年で戴たい冠かんした王が一度退位し、後に再び至尊の座に就いた事がある。京が念頭に置いていたのはこの方法だ。

　国内は軍ぐん閥ばつの跳ちよう梁りよう、海外では過去に例のない多数のシャムリーの降臨による戦乱。こんな乱世を治めるのは野心に満ちたダルゼーの辣らつ腕わんこそ相応しい。

「シェナが余計な知恵をつけ、無む駄だなやる気を出したのは完全に計算外だった。今の彼女は退位を勧すすめたところで素す直なおに聞き入れるとは思えん」

　それには京も同意するしかない。今日の飛行を見た後では尚更。

　不在の間にオルオードがいろいろ吹きこんだのはせいぜいが「ダルゼーの言いなりにならず、自分自身で国の行く末を考える」程度だが、征臣はそれに具体的な方向性を与あたえた。しかも、シェナだからこそ可能とまで煽あおって。

　だから、京と指切りをする事にもなった。

「舘征臣が愚ぐ鈍どんでなく、積極的に動いてくれたのはむしろ好都合だった。奴からガラハンやオルオードに接触して私の台本に説得力を持たせてくれたしな。街で襲おそわれた事もまあ疑いを逸そらすための偽ぎ装そうと言い抜けられない事もない」

「でも退位させずにシェナを押し立てて、ついでに征臣もこちらに取りこんでオルオードたちを排除するのが一番じゃない？」

　征臣がシェナの信しん頼らいを得、その征臣はダルゼーの配下。外から見れば、征臣の存在はシェナに対するダルゼーの影えい響きよう力を拡大する。それを不快に感じたオルオードが征臣の排除を試みた──下手な小細工などせず、ほぼ事実の通りでオルオードを断罪できる。

　唯ゆい一いつの懸け念ねんはシェナが矢や面おもてに立つ形になる事だが、玉座に立つ危険は京とルビエラでフォローするするしかない。

「いや。シェナを──殺す」

　京の口元が強こわ張ばる。

「彼女を生かしておけば、結局は危あやうい政策を進めたがるだろう。シェナとオルオード、ついでに舘征臣も一緒に排除する。こんな機会はそう何度もある訳ではない。今を逃せば、後々処理が難しくなるよう成長するからな。女らしく、皆に眺ながめられる綺き麗れいなお人形のままで満足していれば長生きできたものを」

　握りしめた拳こぶしが、小刻みに震ふるえる。首筋の体温が下がったのを感じる。

「舘征臣が剣を振るっているのは好都合。普通の刀傷であっても、彼の犯行に偽装するのが容易だ。元々彼の〈武具〉は屋内向きではないから、暗殺に使わないというのも必然性があるしな」

　密室でも使用でき、模も倣ほうしづらい特殊な殺害手段が〈武具〉だったら、また別な手間が必要になっていたところだとダルゼーは付け加えた。

「本当にその方法がいちばんなの？　銃器の構造を知っているのは今のところ征臣だけ。彼を殺すだけで銃器生産計画は頓とん挫ざする。シェナを殺す必要はないはずよ！」

「それだけが問題ではない。シェナが、為政者として半端な自覚を持ってしまった事が問題だ。一度退位させたとしても、生かしておけばますます扱いづらくなる」

「でも……」

「情が移ったか、京。君がシェナに友情……というか親しみを感じているのは理解している。だが君は自らをより高きに運ぶ野心と温かい寝ね床どこに留める友情、どちらを選ぶ人間
だ？　そもそもそのふたつを天てん秤びんの両側に載せる程度の人間だったのか？」

　ダルゼーの鋭い眼まな差ざしに、京は己が値ね踏ぶみされているのを理解した。

「情に絆ほだされて己の夢を捨てる……その程度の人間なら、私の側にいる資格はない」

「……ま、待って！」

「君には、辛つらい決断を迫る形になってしまった。だが、私は信じている。京は真に崇すう高こうな目的を達成するためなら、どんな困難も乗り越こえる強さを持った女性だとね」

「……その通りよ。野望のためなら、わたしは約束を踏みにじるのも恐れない」

「それでこそ、私の京だ。そう言ってくれるのを信じていたよ」

「あ……」

　温かい吐と息いきが京の口くち唇びるから溢あふれる。ダルゼーの手が京の首筋に触れ、絶ぜつ妙みような手つきでうなじから耳にかけての線を撫で上げたのだ。失われたと思った熱が、急激に戻ってくる。

「下手に時間をかければオルオードが王都を離れて任地に戻るし、舘征臣も勘かんづいて逃にげるかも知れん。飛竜ワイバーンを使われたら、我々には追う術がないからな。私たちが尊ぶべきは、巧こう遅ちよりも拙せつ速そくだ」

　京は答えない。答えられない。

　今度は下って喉のど元もとをさする手の動きに、ただ感覚を委ゆだねていたから。

「実行は五日後だ。征臣とシェナ、実際にふたりを手にかける役目は京──君に任せる。というよりも君にしか頼めない。信頼している君ならばあのふたりに近づくのも容易だし、隙すきを見て〈武具〉を使えば仕留める事は容易なはず。信じていた君がとどめを刺す事が、私たちの犠ぎ牲せいになるふたりに与えられる最後の贈り物ではないか？」

「そう、ね……わかったわ。わたしが……やる」

　熱く潤うるおった吐息に混ぜて、京は答を吐き出した。







第五章　　意志ある者たちの戦場







　ラウフラムとティムラム──かつては取るに足らない弱小勢力だったこの二国が、今やレフ平原の覇は権けんを左右するのが知れ渡ったのか、他の国々は積極的な関与さけ、状況を静観していた。

　おかげで大たい駕がたちは、兵の休息と部隊の再編に五日を丸々充あてる事ができた。

「大駕君、気をつけてね！」

「わかってるって！」

　やはり五日の間に用意した装具──右手用の籠こ手てや長いマフラーを身につけながら、見送る真ま羽うに背を向け、大駕は歩き出す。立ち止まり、深呼吸すると同時に両脚の間で淡あわい光が徐じよ々じよに実体化して長身を持ち上げていく。

　透とう明めいな光は実体を持った純白の天馬ペガサスとなり、鼻先をぶるっと震わせた。

　既に鞍くらは腰を支え、鐙あぶみは足を受け入れる形で出現している。手た綱づなを掴つかむと、畳たたまれていた翼が一気に大きく広げられる。

「いくぜ！　全軍、進めっ！」

　蹄ひづめが空を蹴けり、白翼は大気を掻く。青い空を白馬が駆け上がっていく。

「大駕に続け！　隊列を崩さず、前進！」

　フィルゲンの号令で、兵たちの列が足音を揃えて早足で進み始める。

　遥はるか前方にはティムラムの部隊が既に展開していた。

　事前に使者を送り、今日の攻撃を予告しておいたのである。

　正々堂々を気取った訳ではない。敵に予備兵力を残せば戦いが長引いてしまう。勝つにせよ負けるにせよ、兵力を結集して一気に激げき突とつすれば大駕の望む短期決戦になる。

　左右に広い陣じん形けいを組む敵軍の頭上を飛び越え、空中から大声で宣言する。

「聞こえるか！　俺はラウフラムの神かみ和わ住ずみ大駕！　ティムラムのシャムリーに勝負を申しこむ！　どこからでもかかってこい！」

　返事はない。

　その代わりに、微かに空気を切り裂く響ひびきが後方から近づいてきた。

「ちいっ！」

　即座に振り返り、視界に入った光を剣で叩たたきつける。

　甲かん高だかい金属音と同時に、軌道を乱された光は弾はじき飛ばされる。

　打ち払はらった手て応ごたえは、思ったよりも軽かった。

　本来とは異なる軸じくでくるくると回転しながら飛び去っていくのは、ＣＤよりもひと回り大きな金属のリングだった。

「やっぱ戦輪チヤクラムか！」

　高たか梨なしから得た情報に基づき彩あや芽め──〈参謀本部ヘツドクオーター〉が立てた予測が的中した。

　古代インドで使用された投とう擲てき武器。回転で加速し、鋭く研とぎ澄すました外周の刃はで敵を切り裂くのだ。厚みが数ミリしかない上に、猛もうスピードで飛ひ翔しようしているため、常人の肉眼ではきらめく光だけしか視し認にんできない。

　しかし大駕はただの「常人」ではない。野球選手だ。百数十キロのボールを投げ、打ち、捕とる事は身体に染みついている。飛翔する戦輪の速度は目測で一〇〇キロ前後。大駕にとっては慣れた速さだ。充じゆう分ぶん、対処できる。

　それが、ひとつだけなら──。

　第二、第三の閃せん光こうが大きく弧こを描いて大駕に襲いかかる。

「くっ！」

　短い舌打ち。

　ノックで続けざまに打球を受ける事はあっても、この戦輪の連続攻撃はそれより遥かに立体的で高速だ。

　二枚目は振り戻した剣で撃げき墜ついしたが、三つ目には間に合わない。一いつ瞬しゆんだけ手綱から手を離して、籠手で弾き飛ばす。衝しよう撃げきが鉄の装そう甲こうを貫き、骨を震わせる。戦輪そのものは軽量でも、激突のエネルギーは速度が加算されているのだ。

　すぐさまもう一度手綱を握り、空中で天馬ペガサスの姿勢を立て直す。

「どうしたぁっ、ティムラムのシャムリー！　てめえの攻撃はそんなもんか!?」

　予あらかじめ推測はしていたが、今の攻こう防ぼうで確信した。戦輪は闇やみ雲くもに飛んでいるのでも、決められた動きを自動的に実行しているのでもない。恐らくは大駕が天馬ペガサスを肉体の延長として認識できるのと同じで、戦輪そのものに感覚がある。その情報を元にシャムリー本人がリアルタイムで制せい御ぎよしているに違いない。

　だったらこの挑ちよう発はつも聞こえているはずだ。

「俺は！　神和住大駕はここだぞ！」

　叫さけぶが早いか、再び戦輪が一いつ斉せいに大駕に襲いかかる。

　今度は、五枚。

「このぉぉおっ！」

　二枚を続けざまに剣で、一枚は前ぜん肢しの蹄で防ぐ。
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　一枚は急きゆう上じよう昇しようで回かい避ひしたが、それが罠わなだった。避よけたところへ一呼吸遅おくれた最後の一枚が首を直撃する。

　じゃり！

　耳みみ障ざわりな音を立てて、戦輪が逸れて飛んでいく。

　首を覆おおうマフラーは、籠手と同様に真羽と彩芽が用意したものだ。麻あさ糸いとに極ごく細ぼその針金を織りこんだ布は、ガルムガクスで革鎧と並んで防具に用いられる素材。更に刃が立ちにくいよう表面には蝋ろうを塗ぬってある。更にマフラーの下にも薄うすい鉄板の輪を巻いてある。

　高梨の情報で、敵が正確に首を狙ってくるのはわかっていた。だから最後の用心としてその急所をガードしたのである。

「……しかし、やっぱきついか……」

　頸けい椎ついに響く痛みに奥おく歯ばを噛みしめてしまう。頭を自由に動かせないと視界が不自由でかえって危険になるから、さほど頑丈には出来なかったのだ。

　空を自由に飛べるのが、天馬ペガサスのアドバンテージだ。射い水みずの対空自走砲ほうとは相あい性しようが悪かったが、並のシャムリーに対してなら上空からの一いち撃げき離り脱だつは絶対の優位となる。

　ただ、この戦輪の群にはそれが通じない。

　超ちよう高こう速そくで立体的なヒットアンドアウェイを仕し掛かけてくるのは向こうの方だ。

　だが、どれほど不利でもここで退ひく訳にはいかない。

　大駕が突出したのは、ただ馬ば鹿か正しよう直じきに真正面から決けつ闘とうを挑いどむためだけではなく、戦輪の群を引きつける囮おとりになるのが目的だ。

　高梨たちが襲われた時は自動車を駆るシャムリーだけでなく、一いつ般ぱんの歩兵も戦輪で首を落とされた。それを避けるために大駕は突出して、隠かくれたシャムリーからの攻こう撃げきを一身に引き寄せる。

　眼下で前進するラウフラム軍が部隊ごとに密集隊形をとっているのも、攻撃に速度を必要とする戦輪対策だ。分散していては、個別に的にされる。固まって動けば、最悪でも外側の人間が盾たてになって内を守る事が可能になる。

　幸い戦輪は大駕を足止めするのに専念していて、一般兵にまでは手出ししていない。

　先頭の部隊は率いるフィルゲンの奮戦と後続の兵たちの連れん携けいで戦列を切り崩し、敵てき陣じんへと押し寄せている。数は互ご角かくだが、練度や連携ではラウフラム軍が優勢だ。新たに加わった高梨たちも左さ翼よくで奮戦している。

「逃げた者を深追いする必要はない！　陣形を崩さず、速度を維持し、着実に続け！」

「おらぁ！　びびんじゃねえぞ！　この喧けん嘩か、恩返しで仇かたき討うちだからな！」

　ティムラム軍はずるずると後退し、壊かい走そうし、離り散さんしていく。

　これならいける──大駕は確信する。

　戦輪のシャムリーは敵陣の奥おく深ふかくに身を潜めているはずだ。前線が瓦が解かいすれば、本人を直接叩ける。遠隔攻撃に徹するのは、接近戦能力が低いからだろう。

　考えながら、また戦輪を撃墜する。

　今度は、剣で三発。右みぎ腕うでで一発。蹄で最後の一発。

　恐るべき速度と攻こう撃げき力りよくだ。

　しかし「投げて飛ばす円えん盤ばん」としての性質から自由ではない。時間が経たってもスピードが落ちるどころか再上じよう昇しようさえするが、軌き跡せきは孤こを描く。急角度で鋭えい角かく的てきに曲がるのは不可能か。それにこれまでの動きから判断して一度に襲ってくるのは一枚だけだ。連携し、連続攻撃は仕掛けてきても同時に挟きよう撃げきを仕掛けてはこない。恐らく旋回や滞たい空くうなどの基本的な動きは半自動で何とかなるが、精密な攻撃命令を複数に与えるのは無理なのだろう。

　それを理解すれば、凌しのぎきれる！

「さあ、どうした？　俺を落とすんじゃないのか、ティムラムのシャムリー！」

　挑発しながら、乱戦の頭上でもう一度叫ぶ。

　キラリ！

　陽光を反射し、戦輪が迫る。

　勝てる。また同じ軌道。速いが、単調な攻撃だ。

　確信した大駕が眼前に迫った戦輪を剣で打ち返そうとした時──。

　軌道が不意に沈しずみこんだ。

「変化球フオークかよ！」

　これまでとは違う、予期せぬ動き。

　それでも反応できない速度ではない。

　バット──ではなく剣を僅かに下げて強ごう引いんに振り抜く。

　弾はじかれた戦輪がくるくると回転しながら飛んでいく。

　弾かれなかった戦輪はそのまま大駕に迫る。

　二枚が重なり合って同時に飛んで来たのだ。

「くうっ！」

　咄とつ嗟さに手首を返し、剣を下向きに立てて辛かろうじて受け止める。

　だが、直後に後方から飛来した別の一枚が大駕を襲う。

　天馬ペガサスごと全身を捻っても回避しきれない。

　いや、違う。

　敵の狙いは最初から大駕本人でも天馬ペガサスでもない。

　手綱が切断された。

　慌あわてて両脚で馬体を挟はさんで身体を支えようとするが、体勢が安定しない。

　大駕の無意識に応こたえた天馬ペガサスが翼を広げ、バランスを元に戻そうとする。

　そこへ、戦輪が次々に襲いかかる。

　天馬ペガサスの胴、首筋。大駕自身の脚──急所への直撃が目的ではない。狙いやすい大きな的目がけて、一斉に攻撃を仕掛けてきたのだ。

　白い馬体に傷口が開き、真っ赤な鮮せん血けつが噴ふき上がる。

　具現化した〈武具〉だ。天然自然の生物ではない。それでも天馬ペガサスの負傷は大駕自身の痛みとなり、消しよう耗もうとなる。自らの脚を濡ぬらす血の熱さだけでなく、心臓が直接絞しぼられるような痛みが身体の中心から湧わき上がる。

「うぉおおおおっ！」

　雄お叫たけびを上げ、切れた手綱ではなく赤く汚よごれた首に直接しがみつき、ほとんど垂直に上昇する。

　螺旋の軌き道どうを描きながら戦輪の列がそれを追う。

　だが、大駕が高さを稼かせいだのは逃げるためではない。

　天馬ペガサスが消失する。支えを失った大駕は即座に自由落下を開始する。

「はあっ！」

〈武具〉はひとそろいなので、天馬ペガサスだけを消して剣を残す事はできない。

　だから大駕は、籠手で覆った右手の手刀で戦輪を叩き落とした。

　多分錯さつ覚かくだろう。

　生身の人間を殴なぐったような不快な感触が伝わってきたのは。

　続く二枚の戦輪がすれ違いざまに上じよう腕わんと脇腹わきばらを切り裂さく。

　しかし、直撃ではない。浅傷あさでだ。

　痛みに耐たえながら、意識を集中する。

　再び現出した天馬ペガサスの手綱を、大駕はつかみ取る。

　一度消して再度実体化させれば〈武具〉は初期状態──万ばん全ぜんの形に戻る。その分大駕は大きく消耗するが。

「うぉおおおおおおっ！」

　雄叫びを上げ、上昇してくる戦輪に向けて、思い切り剣を叩き付ける。

　揺ゆらぎ、失速した戦輪が回転を止めて落下していく。

　そのまま反転して急上昇。カーブしようとする銀の輪へも大きく斬りつける。

　凌ぎ、引きつけるためではなく、必殺の意志を込めた一いち撃げき。

　落下と上昇の交錯が打だ撃げきの威い力りよくに上乗せされる。

　硬こう質しつな金属音を上げて、戦輪が真っ二つに割れた。

　どこか遠くで、悲鳴が聞こえたような気がした。

　残った戦輪も力を失い、ぶれるような軌道を彷徨さまよった後、薄れて消失する。

　相手が自分と同様の消失─再発現の効果を使う事も警戒したが、戦輪の輝かがやきがもう一度現れる事はなかった。

　地上での戦いも拮抗していた。攻せめかかるラウフラム側が少数ながら高梨たちウーティシオ兵を活用し、先頭に立つフィルゲンの奮戦もあって押している。しかし追い詰つめられた事でティムラムの布ふ陣じんも厚く、高密度になっていて突とつ破ぱしきれない。

「フィルゲン、大だい丈じよう夫ぶだ！　俺が来たぞ！」

　高空から一気に敵兵の密集地へと飛びこみ、剣を振り下ろす。

　声を上げながらの大おお振ぶりだった事もあり、命中はしない。ティムラム兵は左右に分かれて逃とう走そうする。

　それこそが大駕の狙いだった。

　陣形の崩くずれた敵の列にフィルゲンや高梨たちが襲いかかり、一気に押し切る。

　打ち倒たおされ、あるいは自ら武器を捨て──ティムラム軍が完全に降こう伏ふくするまで時間はかからなかった。既に後方から彩芽も合流し、前線の負傷兵を手当てするために真羽たち救護班も駆けつけてきた。

　左右にフィルゲンと高梨を従えて、大駕は大おお股またで敵本ほん陣じんの天幕へと歩いていく。〈武具〉は消してあるので、今は丸まる腰ごしだ。敵陣の真ん中において将である大駕が武器を帯びていない事こそが、ラウフラムの勝利の証だった。

「この中に、あんたらのシャムリーがいるんだな？」

「は、はい……」

　高梨に刺とげ々とげしく詰きつ問もんされ、武器を捨てたティムラムの士官が弱々しい声で答える。

　敵将を完全に降伏させてこそ戦いは決する。大駕は勢いよく、入り口の布を払い上げた。

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい！」

　女の子がひとり、蹲うずくまって震えていた。

　身体を小さく丸め、頭を両腕で守るように抱えているため顔も体格もわからない。

　ただ、小こ柄がらだ。声も幼く、守る姿勢からはみ出しているのは頭の両りよう脇わきで括くくった長い髪。身に着けているのは臙えん脂じ色いろのセーラー服──どこかの学校の制服だった。

「……こいつが……この国のシャムリーかよ？」

　ぽかんと口を開けた高梨だったが、すぐにそれを引き締しめて腰の剣を抜く。

「間違いねえよな？　この小こ娘むすめが、あの変な輪っか飛ばしてたんだよなぁ？」

　小声で謝罪を繰くり返している本人ではない。隣となりにいるティムラム兵が静かに頷いた。

「確かに〈武具〉の能力は本人の性別や腕わん力りよくとは関かかわりないが……まさかこのような小さな娘が……」

　予想外の事実に、フィルゲンも言葉を失う。

「うちのボスとか仲間とか……よくもぶっ殺してくれたよなぁ。人を殺すって事は、てめえが殺される覚悟も出来てんだよな？　当然だよな。お前、リーダーなんだろ？　上に立つって事は、最後の責任を取るって事だよなぁっ！」

　剣が、振り上げられる。

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいっ！」

　ただ繰り返すだけの少女に向けて、振り下ろされる。

　キンっ！

　高梨の刃を、大駕は右の籠手で受け止めていた。直撃を受け、既にぼろぼろに痛んでいた装甲が大きく撓たわんでいる。隙すき間まから、つ、と赤いものが流れ出る。

「誰だれか！　衛生兵っ！」

　フィルゲンが叫ぶ。

「な……何すんだよ、大駕さん！　こいつ、仲間の仇かたきなんだぜ！　俺たちだけじゃない。ラウフラムの兵隊だって今の合戦で何人か死んでる！　だったら大駕さんにとっても……」

「お互いに生きるための戦争だ。殺したって事なら、俺だってお前だって他人を手にかけてるし、その人にだって家族も仲間もいた。そうじゃないか？」

　高梨の剣を汚す血は、今の一撃で付いたものではない。ここにたどり着くまでに幾いく人ものティムラム兵を斬きり裂き、突き刺してきた赤だ。

「けど、こいつは敵軍のトップだろ！」

「黙れ！　黙ってて……くれ」

　睨みつけると、高梨は言葉を失って項うな垂だれる。

「大丈夫なの、大駕……君？」

　天幕に飛び込んできた真羽も、立ち上る迫力のせいで近寄れない。大駕の傷を手当てしようと救急箱を抱だきしめて立ち尽つくすだけだ。

「お前、名前は？」

　膝を折り、視線を落として少女に問いかける。

「ごめんなさいごめんなさい殺さないで殺さないで殺さないで殺さないで」

「名前、教えてくれよ。顔を上げて。もう戦いは終わったんだから。俺は、神和住大駕。あっちじゃ高校生だった」

　繰り返すばかりの少女の肩かたに、そっと右手を置く。大きく温かい手が、スイッチを押おしたように、少女の呟きが止まる。

　だが、その体温の源は戦せん闘とうで駆け巡めぐった血の火ほ照てりだ。

「……東とう条じよう、杏あん。中学の一年……」

　ようやく上げられたのは、まだ幼さを残す青ざめた顔だった。追い詰められた小動物のような、潤うるんだ黒目がちの瞳。

「お前んとこの軍隊は全部降参した。お前も、大人しく負けを認めるな？」

　杏は、小さく頷く。

「よし。じゃあ、それでこの場はＯＫだ。俺は、お前を殺したりしない。安心しろ」

「そんなんで許すのかよ？　こいつは何人も殺したシャムリーだぜ！　俺だって大駕さんだって、一歩間違ったら首落とされてたんだ！」

「だって……だって仕方なかったんだもん！」

　糾きゆう弾だんする高梨に、杏は涙なみだ声で叫び返した。

「こっちに飛ばされてきて……ずっと戦争してて、周りは全部敵って言われて……。あたしの力が必要とか言われて……。殺さなきゃ殺されるし、戦わなかったら捨てられるかも知れないじゃない！　何にもわからないし、家族も誰もいないし……。いらないって言われたら、あたしすぐ死んじゃうし！」
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　顔中を涙なみだで濡らして、杏は慟どう哭こくする。

　大駕や真羽はようやく気づいた。彼かの女じよの制服があちこち汚れて、皺しわだらけになっている事に。恐らくは一〇日ほども着たきりなのだろう。

　それは杏がガルムガクスに来てまだ日が浅い事、この世界に馴な染じんでいない事、ティムラム軍でシャムリーと崇あがめられながら誰にも心を許せず、ずっと緊張していた事を雄ゆう弁べんに語っていた。

　何の覚かく悟ごもないただの中学生がシャムリーとして知る者のない異世界の国に迎えられ、戦う事──殺す事を要求されたら、こうなって当然だ。三人一いつ緒しよという幸運に恵めぐまれた大駕たちとは違う。

　幸運というなら、彼女が降臨したタイミングもそうだ。

　射水が健在のうちに現れていたら間ま違ちがいなく狙われていた。幼すぎるという欠点以上に、戦せん闘とう力のあるシャムリーというのは彼かれにとって魅力的な材料だ。同じ小国であっても彩芽の下で既すでに万全に防ぼう御ぎよを固めていたラウフラムとは違い、ティムラムが襲われたらひとたまりもなかっただろう。戦輪も装そう甲こう車両相手には通じない。

　真羽も、大駕の隣にしゃがみこんで杏の涙をハンカチで拭う。

　向こうの世界から持ちこんだものではない。今身につけている服と同じで、ガルムガクスで入手した品だ。

「……え？　あの……」

　きょとんと目を丸くして見つめる杏に、真羽はただ優やさしい笑顔だけを向ける。

「戦わなきゃいけないって思ったんだろ。だけど、戦いたかったのか？」

　大駕の問いかけに、杏は首を振った。

「殺したかったか？」

　もう一度、首を振る。

　それは、大駕自身への問いかけでもあった。

　勝負で解決するわかりやすさは望むところだ。決着のつかない討論を延々と繰り返すよりよっぽど性に合っている。殺し合いは望まない。それでも他に手段がないのなら、実行するのに躊躇ためらわない。その上で、自分が殺してしまった事から逃げない。受け止め、受け入れ、その上で真っ直ぐ前を、上を見て歩き続ける。

　大駕の脳裏に、去っていった親友の面おも影かげが浮かぶ。

　彼は言った。他人を手にかけても大駕は変わらなかった。それが耐え難がたいと。

　本当に何も変わっていないかどうかは、自分ではわからない。

　だが、変わるまい──そう誓ちかう。

　征まさ臣おみが敵として再び目の前に現れた時に自分が変節していたら、それこそが最大の裏切りだ。挑むに相応ふさわしい存在である事だけが、敵となった友に応える唯一の道。

「だったら、お前はもう戦わなくていい。もちろん、お前が人を殺してしまったって事実は消えない。簡単に許しちゃいけない事だ。けれど、一度殺したからってずっと殺し続けなきゃいけないなんて事も、負けたら絶対に殺されるなんて事もねえんだ！」

「……本当、に？」

「ああ、そうだ。お前が戦わなくても、俺おれが──俺たちがお前を守ってやる」

「でも……でも……」

　震える杏を、真羽が抱きしめた。

「もういいの。辛かったんでしょ？　苦しかったんでしょ？　もう大丈夫。もうひとりぼっちじゃないから」

「……えくっ……ひン……。わ、わぁああああっ！」

　真羽の肩に顔を埋うずめ、杏は堰せきを切ったように泣いた。赤子のように。

　遠えん隔かく操作できる戦輪とは言っても〈武具〉である以上杏の一部だ。他人を切り裂くたびにその亡なき骸がらを視認し、悲鳴を聞き、生暖かい肉と硬い骨とぬめる血の感触を感じ続けていたはず。

　誰にも頼たよれず、相談さえ出来ず、死の恐きよう怖ふと殺す嫌けん悪おの中で硬こう直ちよくしていた中学一年の女の子が、ようやく自分の涙を受け入れる胸に出会ったのだ。

「しかし大駕殿どの。彼女の力は極きわめて有用です。確かに遠くから一方的に相手を斬りつけるのはいささか道に外れますが……」

「そうじゃねえんだ！」

　フィルゲンの提案を大声で遮さえぎり、大駕は立ち上がる。

「できるからって理由だけで、望んでない役割を押しつけられて、やりたくない事を引き受けなきゃならないなんてのは、やっぱ間違ってんだよ。辛くて、苦しくて、それでも誰かがやらなきゃいけない事は、やるって決心した奴がやりゃあいいんだ」

　例えば、俺が。

「望まない奴が『仕方ない』って理由で戦場に立たなきゃいけない世の中は間違ってるだろ？　そうじゃなくて、自分で決めて自分の責任で戦うからこそ誇ほこれるんじゃないか？　あんたが鍛きたえて、技わざを磨みがいているのは仕方ないからか？　他に誰もいないからか？　ただ殺されたくないって理由だけか？」

「違います。自らが為なすべき、正しく意義ある事だと信じているからです」

「それと同じだ。戦うって決めた人間同士が命張りゃあいい。そうだろ、フィルゲン？」

　戦えない者の盾となり、剣となるのではなく、単に殺す能力の高さだけを誇るのなら、強い戦士など獣けものにも劣おとる存在だ。射水などその実例ではないか。

　掛け値無しにひとりぼっちなら、己の命を守るためには自分で敵を殺すしかないだろう。だけど人が群むれ集つどい、社会を作り、国を成すというのは、唯一の選せん択たく肢しとは異なる、少しでもましな方法を手に入れるためではないか。

「彼女だけじゃない。ティムラム軍の兵士でも、改めて剣を以もつてラウフラムに加わりたいって奴は受け入れよう。そうでない奴は、無理に戦う必要はない。そう告知してくれ」

　指示を受け、フィルゲンは無言で頷く。

「でも……それじゃ大駕君の負担が……」

　泣きじゃくる杏を抱きしめたまま、真羽が見上げる。

「わかってる。だけど、俺が自分で決めた事だ」

「そうか……。それが、大駕君だもんね」

「ああ」

　真羽に答えて、天幕から外へ出る。

　負傷兵の救出は終わり、両軍兵士の遺体回収が始まっていた。武士の倫りん理り観かんを受け継ついだガルムガクスにおいては、敵であっても相応の敬意で死者を弔とむらうのが習慣である。

　避けられない戦い、殺し合いならば、せめてその中に規き範はんと尊厳と美意識が存在するのを望む──それは間違いではないはずだ。

　血に濡れた大地から、空へ視線を移す。

　征臣。これが俺のやり方だ。

　甘あまいのかも知れない。合理的じゃないのかも知れない。

　けれど、お前に恥はじない道だ。

　待っているぞ。お前がこの道の先で立ちはだかる日を。

　空に、襲い来る飛竜ワイバーンの姿はまだ見えない。







　メルクアルラム王都が夜でも賑にぎわうとは言っても、他国の街と比ひ較かくしての話だ。

　安全な照明が普ふ及きゆうしていないガルムガクスでは、農村部はもちろん都市においても人間の生活は日周に左右されるのが当たり前。この街でも日暮れてから四、五時間も経てば酒場の喧けん噪そうも収まり、街は静けさに包まれる。

　その静せい寂じやくを、突とつ然ぜんの叫びが破った。

「火事だーっ！」

　声だけではない。火の爆はぜる音、炎ほのおの光、煙けむりの匂いが、夜の平へい穏おんを破は壊かいする。

　火の手が上がったのは王都の中心部、城にも近い貴族地区の一角だ。ほとんどの建物が石や煉れん瓦がで作られているため、大規模な火災など滅めつ多たに起きない。だが、今回はある新興貴族の敷地内にある馬小屋──木造建築から火の手が上がった。寝ね藁わらなどにも引火してすぐに大きな火になった上に、動物が暴れたせいで騒さわぎが大きくなった。火元は馬小屋だが、この貴族は田園趣しゆ味みの持ち主で、庭で鶏にわとりなども飼っていたのである。

　思わぬ大おお騒さわぎに、家人だけではなく近きん隣りんの住民まで集まってきた。市中で火事が起きた場合は消火のために開門するのが規則。王城の他に例外はない。

　怯おびえて逃げだそうとする馬を、使用人が必死に宥なだめている。鶏はけたたましい鳴き声を上げ、羽う毛もうを撒まき散らしながらばたばたとあたりを走り回る。鎮ちん火かと、火事場泥どろ棒ぼう防止のために衛視も駆かけつける。

　消火作業をする者、単に見物に来た者、鶏を追いかけている者──様々な顔をオレンジ色の光が照らす。

「これは、失火ではないぞ」

　中のひとりが指し摘てきした。

　元々火の気があるはずもない建物だし、もうもうと立ち上る煙は黒く、独特の匂いが混じっている。大量の油を燃やしているのだ。

　火は小屋を焼いているだけだが、不安はすぐに燃え広がった。建物そのものに延えん焼しようする危険は小さいものの、放火なら話は別だ。人じん為い的てきな火はどこから上がるかわからない。

「また火だ！　下町の方でも火が出たぞーっ！」

　まるでその不安が実体化したかのように、遠くから声が聞こえてきた。




　火事騒ぎの報告はすぐに城にも届いた。

　王都治安の責任者であるダルゼーは既に就しゆう寝しんしていたが、一報が入るや否いなやすぐに飛び起きて指示を飛ばす。

「放火の恐れがあるのなら、市中の巡じゆん回かい強化が急務だ。手が足りなければ城内警備の者を応おう援えんに回せ。今のところ出火は二か所だけなのだな？　ならば市民が必要以上に騒がぬよう事実の周知を徹てつ底ていさせろ。万一火が広がるようならば一の郭くるわの城門を開放して市民を収容しても構わん。ただしそこより内側には絶対に市民を入れぬよう、警備を固めろ」

　命令を受けて去っていく衛兵と入れ替かわりに、市中から戻もどってきた治安兵が執しつ務む室しつに入ってくる。

「現在のところ大きな騒ぎには至っていませんが、市民の間には不安が広がっております。一部には、この火事は新しく来たシャムリーのせいではないかという噂うわさが……」

「何だ、それは？」

「〈武具〉として現れる怪かい物ぶつは口から火を吐はくのだという者がおるようで……」

「くだらん噂に取り合う必要はない。それより、火が出ているのは二か所だけか？」

「はい」

「では、引き続き警戒を強化し、野次馬どもには外出せぬよう命じろ。不ふ審しんな者がいれば容よう赦しやなく捕らえて構わない。……このまま収まるのであれば、女王陛下のお寝やすみを妨さまたげる必要もないだろう。城そのものに外から人が入らぬよう門は充分に固め、それ以外の人員は市中警戒に当たらせろ」

　兵が去り、部屋にひとり残されたダルゼーは顔を伏せたままほくそ笑えむ。

　よし。これでいい。よくやってくれた。

　全すべては彼の計画だ。

　放火を実行したのはシャムリー排はい斥せき主義の過激派──オルオードの息がかかった連中だ。征臣の〈武具〉に関して不ふ穏おんな噂を流しているのもそう。

　もっとも連中は、ダルゼーの思惑で動いているという自覚はない。彼らは、今まで通りオルオードに従っているつもりなのだ。

　正体を知られないよう、オルオードは過激派に接触する際には偽ぎ名めいを用い、何人もの仲ちゆう介かい者しやといくつもの迂う回かい路ろを用いている。なるほど小心者らしい、用心深い配はい慮りよだ。しかし成り上がりはそれが限界。つい欲張って手を広げてしまう。完全に信用でき、思い通りに動かせる少数の有能な駒を確実に握にぎっておく方が有利という事を知らない。

　そもそも途と中ちゆうに関わる人間が増えれば情報漏ろう洩えいの危険も増すし、側面から介かい入にゆうする接点も多くなる。事実ダルゼーはそれを利用し、彼らが「いつもの支し援えん者しや」からと勘かん違ちがいするような形で情報と資金、そして計画を授さずけたのだ。

　王都で複数の火災を同時に起こす。その混乱に乗じて内通者が城内に過激派を招き入れ、就寝中のシャムリー──征臣を暗殺する。

　これが連中に授けた台本だ。

　愚おろかな俳優は、自分が演じている役やく柄がらを知らない。

　本来の標的は征臣ではなく、シェナ女王。

　そして征臣が演じる立場が女王殺害犯。

　ダルゼー本人以外には、京みやこを含ふくむごく少数の配下だけが知る真のシナリオ。

　実際のところ、侵入者に何かやらせる訳ではない。単に、過激派どもに城外での騒ぎを起こさせるための理由だ。城の中で接触したら、余計な事をせぬうちに即座に始末する。

　外国勢力と通じて己の利権に固執するオルオードが黒幕であり、彼の指示を受けた過激派が連動したのが何よりの証しよう拠こ。京は逃走を図はかる弑しい逆ぎやく犯を捕らえようとしたが勢い余って射殺。宰相であり第一発見者でもあるダルゼーは女王の無念を晴らすべく新たな国王として軍制改革を断行し、諸国の平定に乗り出す。

　女王に余計な事を吹きこむという点で征臣は厄やつ介かいだったが、京が誘ったのではなく自発的にメルクアルラムに参じたというのは好都合だった。できればもう少し時間をかけ、彼とオルオードの間に前々からの繋がりがあるように情報操作を仕込みたいところだったが、下手に待って本当にあのふたりが結びついても困る。

　ガラハンは生かしておいて構わない。あの男は自分の地位までは狙っていないし、これからの戦争には役に立つ男だ。迅じんも同様──というより「世界を救う英雄」として存分に踊ってもらうために余計な情報を与えずに囲いこんでおいたのだから。

　火を吐く竜ドラゴンはウーティシオの神話において有名な怪物だそうだが、ガルムガクスでそれを知る者などほとんどいない。それ以前に、征臣が〈武具〉を披ひ露ろうしたのは城内での事だ。普通の市民がそれを知るはずもない。しかし、この噂を流した事は後々に意味を持つ。市民が征臣に恐怖し、火事の犯人として敵視すれば、ダルゼーの台本を受け入れる心理的な下地を作るという事だ。

　そのうちに過激派連中がダルゼーの指示で流した噂とは別に「夜空を飛ぶ黒い怪物を見た」と言い出す者まで現れるだろう。人の無意識が生み出したあやふやな話が煙えん幕まくとなり、真相を隠いん蔽ぺいしてくれる。

「さて……そろそろか」

　立ち上がり、部屋を出る。

　暗い廊ろう下かに、衛兵の姿はない。

　予め不自然でない程度に数を減らしておいた上に、城下の騒ぎに対応するために派遣している。本来ならば絶対に手て薄うすに出来ない要所まで兵が不在になっているが、各班とも自分が持ち場を離れる指示を受けた後、すぐに別の者が駆けつけて穴を埋めると勘違いしている。不時の混乱がもたらした、不幸な行き違いという奴だ。

　もちろん近衛を指揮するダルゼーの責任だが、犯人と黒幕を糾弾し、更に背後にある国外の敵へと国民の感情を誘ゆう導どうすれば、ほとんど追及はされないはずだ。シェナ暗殺という国難を乗り切れるのは自分しかいないはずなのだから。

　もうすぐだ。

　もうすぐ私が能力に相応しい地位に就き、この国に本来の栄光を取り戻させる。

　昂こう揚ようする心臓を抑おさえこむように胸に手を当て、ダルゼーは足を速めた。もちろん、喜色が顔に滲にじんだりはしない。内心と表層を切り離し、常に冷静に振る舞まうのは既に習慣の域を超こえて第二の天性となっている。

「誰か！　誰か衛兵はいないのか？　警備はどうなっているんだ？　仕方ない。非常事態ゆえのご無礼をお許しください」

　万一誰かの耳に入っても疑われないよう台詞せりふを唱えてから、女王寝しん所じよの扉とびらに手をかける。施せ錠じようはされていない。これも予定通り。「内通者が前もって開けておいた」という設定だ。

　天てん蓋がい付きのベッドの上、絹のシーツを赤く染めて寝ね間ま着き姿のシェナが倒れている。そしてベッドの傍かたわらには矢に射貫かれた征臣。ふたりが流したものによって優ゆう雅がな室内は鉄てつ錆さびと生なま臭ぐささが混じり合った匂においに満ちている。ダルゼーを出で迎むかえるのは、ふたりを殺すという使命を果たした京。

「大丈夫。言われた通りにしたわ。これで、あなたが王」

　返り血に濡れた顔で微笑ほほえみながら、都が抱きついてくる。

　それは一瞬の幻げん視しだった。

　ここで待っていたはずの。

　現実は異なる。

　ふたつの死体はない。血の匂いもない。京の言葉もない。

「女王が、倒れていると思いましたか？」

　聞こえてきたのは、予期せぬ男の声。

「……な……に？」

　ダルゼーは目と耳を疑う。あり得ない。何な故ぜ、彼がここに。

　いや、生きているのだ？

　幻まぼろしでは致ち命めい傷しようを受けて絶息していた征臣が、目の前に立っていた。

「恐れ多くも女王の弑逆を目もく論ろむ者の動きを事前に知った京は、密ひそかにシェナ女王を本来の寝所から別室に移動。刺客は彼女の依い頼らいを受けた仲間が見事に撃げき退たい──これなら最小限の配役変更だけで、仕込んでおいた伏ふく線せんやその後の展開はほぼ流用できますね。貴方あなたが利用しやすいように仕立てたものは、他の人間にも容た易やすく操れるんです」

　ベッドに腰掛ける黒衣の少年──征臣は口くち唇びるだけを曲げた笑顔で疑問に答える。

「まさか京が……彼女が私を裏切ったのか……？　貴様が何かやったのか？」

　驚きよう愕がくがダルゼーの足から力を奪うばう。よろよろとふらつき、壁かべにもたれて辛うじて身体を支える。

「裏切る？　違いますよ。彼女は最初から貴方など信じていなかった」

「最初から？」

「この世界に来た時から。僕がその事実を知ったのも、メルクアルラムに到とう着ちやくする以前です」

　ダルゼーが国王の地位まで狙っている事、京を支配しているつもりでいる事、女王暗殺まで視野に入れている事──全てはメルクアルラムに来るまでの間に話し合われていた。ふたりきりで旅をしていれば、お互たがいの能力や性格など、隠しきれない本質が伝わってしまうものだから。

　だから征臣は己おのれの洞どう察さつ力や推理力を示し、京に選せん択たくさせた。

　このままダルゼーの思惑に乗るのか、自分と利用し合って更に地位や発言力を上げるか。

「つまり、彼女は全部見み抜ぬいていたんですよ。シェナを殺させ、罪悪感と孤こ独どくで依い存そんを強めようという狙いもね。その上で貴方ではなく僕を選んだ」

「……馬ば鹿かな……」

　征臣が告げても、ダルゼーが言い返したのはそれだけだった。

　この程度の男か──失望が苦く笑しようとしてにじみ出る。

「……そんな馬鹿な……。あり得ない！　彼女がこの私を……！　私は、私と……！」

　うろたえ、激高しても顔は上気しない。むしろ普ふ段だん以上の蒼そう白はくな色に変わっていた。

「伝言を預かっています。『愛情をちらつかせれば女を支配できるなどとは思わない事』と。これだけは生きているうちに絶対伝えてくれと頼たのまれてたんです」

　己が主導権を握っていたのではなく、主導権を持っていると誤ご認にんさせられていたのがよほどショックだったのか、ダルゼーは目を見開き、口を開け、髪を掻かきむしる。本来は端たん整せいな顔から単眼鏡が外れて床ゆかに落ちた。

「貴方の失策は手間をかけるのを嫌がり、全ての不都合を一度に排除出来そうな安易な計画に固こ執しつした事です。例えば、僕を殺すかシェナを殺すかの二者択一を迫せまれば、京だって少しは迷ったでしょうに」

「……異い邦ほう人じんに何がわかる！　私だ！　私だけが真にこの国の現状を憂うれえている！　メルクアルラムがかつてと同じあるべき権けん威いを取り戻し、ガルムガクス全体に平和をもたらすため、私が率いる必要があるのだ！　世間知らずの幼稚な理想家でしかないシェナに何が出来る？　大義大たい望もうのため、何かを犠牲にするのはやむを得ない事ではないか!?」

「……黙れ」

　これまでの冷静さとは違う、静かだが凍こごえるような響きで征臣が告げる。

　声に、殺意があった。

　あたかもそれが崇高な決意であるかのように、陶とう酔すいしながら「犠牲」という言葉を口にする。それが現状是ぜ認にんの上に成立する安易な安全策である事を自覚せずに。

　何故送りバントをするのか？

　決まっている。スコアリングポジションの走者の方が貴重だからだ。先に出しゆつ塁るいしているランナーが俊しゆん足そくで、バッターボックスに入っているのが強打者でないなら尚なおのこと。

　それは単に「より価値あるもの」と「価値の低いもの」を交こう換かんしているだけの欲望と打算に由来する判断でしかない。

　ダルゼーが喚わめいているのも同じ事だ。

　単に彼の価値判断において、権力や国の未来がシェナの生命に優ゆう越えつするだけ。

「欲深い事や、エゴイスティックな事は構わない。それは人間の本ほん性しようだ。だけど、勝手な都合で捨ててもいいものを選んで捨てるだけの行こう為いを、まるで偉大な決断であるかのように言う奴は……反へ吐どが出る」

　自分自身もそうだから。

　辛い煩はん悶もんの末に友情を捨てたなどと、美び辞じ麗れい句くで飾ってはいけない。

　単に大駕との友情や真羽の側に居続ける事よりも大切なものがあった。それだけの話だ。

　己の欲や得と他人の生命とを、同じレーティングの中で序列をつけて低位であれば簡単に切り捨てる。

　そういう者として生きるのを決めた以上、既に後あと戻もどりはできないのだ。

「この国は、僕ぼくがもらう。ありがとう。近道を敷いてくれた事を感謝しますよ」

「ウーティシオからの来訪者が？　他の小国をシャムリーが支配するならいざ知らず、栄光ある我わがメルクアルラムが……！」

　そこまででダルゼーの言葉は途と切ぎれた。

　征臣が差さし伸べた手と重なるように出現した飛竜ワイバーンの爪つめが、彼の腹を抉えぐっていたからだ。

「この国の武ぶ威いと栄光はガルムガクス全土に轟とどろく。かつての栄光ではなく、新時代を切り開く新たな栄光がね。僕が視野に入れているのは、この国ではない。この世界全てだ。あなたがやろうとしていた事は僕が改良し、拡大した上で実行する。己の矮わい小しようさを噛かみしめながら──安心して死ね」

「ば、馬鹿な……。狭せまい密室で……この〈武具〉が……？」

　広い寝所だが、飛竜ワイバーンを丸ごと出現させる余よ裕ゆうはない。事実、征臣の前に現れたのは足首から先だけ。それも実体に見えるのは爪だけで、他の部分は半はん透とう明めいのままだ。

「ずっと狭い部屋に軟なん禁きんされていたんだ。この程度、練習する」

　鋭えい利りな爪が、ダルゼーの喉のどを掻き切る。

　空を飛ぶ翼に爪と牙きば、更に猛もう毒どくの棘とげまで持つ飛竜ワイバーンは強力な武具だ。ただ大きすぎるという欠点がある。狭い場所では顕けん現げんさせられない。だから征臣は小さなサイズで実体化できないか、あるいは一部だけを出せないかを試ためしたのだ。頭に思い描くイメージや精神集中の方法を様々に変え、どうにか足だけを出すのには成功した。普ふ通つうに全部を形成するのより遥かに消耗するし、時間も短いが。

　夜の街で刺客に襲われた際に使わなかったのは、京が助けに来るのを知っていたのと、隠しておきたかったから。この能力の存在を他人に知られれば警戒される。狭い密室なら殺しやすいと思わせておけば、敵の行動を誘導するのは容易だ。

「か……はう……」

　開いた口からどろりとした血を溢れさせ、ダルゼーは倒れた。

　征臣は予め用意していた短たん剣けんを二本取り出すと片方をダルゼーの手に握らせ、もう一本を喉に開いた傷口に差しこみ、捻り、広げ、そのまま刺し入れる。これで凶きよう器きは偽装した。他人が見ても飛竜ワイバーンの爪には気づかないだろう。

　握らせた方はダルゼー自身の持ち物だ。彼が普段から帯たい剣けんしていれば楽だったのだが、生あい憎にく文官だ。だから京に入手してもらった。
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　城内に招き入れた過激派を陽動と罪を押しつける生いけ贄にえとして利用し、警備が手薄になった隙に自らの手でシェナを殺そうとしたダルゼーだが、事前に彼の計画を聞かされていた京の離り反はんによって女王は避ひ難なん。待ち構えていた征臣が自棄やけになって襲いかかってきた彼を返り討うちにした。

　この展開で、問題はない。

　血に濡れた手を口元に当て──指の力で無む理り矢や理りに笑みの形を作る。

　笑え。笑え、僕よ。

　既に選択したのだ。必要とあれば、他人を手にかける事も厭わない事を。

　ならば敵を陥おとしいれ、殺した時には歓かん喜きに満たされるべきなのだ。




　高級将官ではあるが本来の任地が王都ではないので、砦館内にオルオード専用の居室は定められていない。ここも、遠来の将官が逗とう留りゆうする際に割り当てられる部屋のひとつで、調度の質もガラハンやダルゼーのそれより一段落ちる。

　もっとも夜具が最上級の品であってもオルオードは熟じゆく睡すいなどしないだろう。

　若い頃から前線勤務が多かった彼の眠ねむりは浅い。何かあればすぐに目覚め、全神経を覚かく醒せいさせるよう習慣づけている。それは出世し、高官となった今でも変わらない。今もオルオードは敵陣のただ中にいるのだから。

　ただし昔なら即座に鎧を身に着け武器も帯びたが、今は夜着の上にガウンを纏まとった姿だ。安全な場所で万全の装備をする行為自体が何か思惑があるのではないか、事前に知っていたのではないかと疑われる理由になる。地位に相応ふさわしい余よ裕ゆうある振る舞いも重要だ。

　既にオルオードの戦いは自ら剣を振るい傷つけあうものではなく、他者を動かし流血を強要するものに変わっているのだから。

「火事は鎮しずまったようだが、市内は騒がしいか……。珍めずらしいな」

　三階の窓から眺めても城壁が視線を遮るので、詳しよう細さいな事情はわからない。ただ、炎が上がっているのなら闇やみの中で目立つはずだし、夜風に乗って流れてくる煙の匂いもほとんど収まっている。

「ん？」

　聞こえて来たのは、夜だというのに無ぶ遠えん慮りよな、厚い絨じゆう毯たんでも吸収しきれない足音の群。

　それが、どんどん近づいてくる。

　施錠してあるはずの扉が、勢いよく開く。

「オルオード将軍！　言い逃れはできんぞ。おとなしく縛ばくにつけいっ！」

　雷らい鳴めいのような大声を上げたのは、ガラハンだった。左手に合い鍵かぎ、右手には抜き身の剣を提さげている。

　もちろん彼ひとりではない。数人の武装兵が臨戦態勢で同行している。それどころかダルゼー配下のシャムリーで、滅多に雑事には関わらないはずの迅や京まで一緒だ。

「な。何の事ですか、ガラハン閣下？　自分は罪に問われるような事など……」

　征臣を謀ぼう殺さつしようとした件なら、ガラハン自身も同罪だ。下手に騒ぎ立てれば彼自身の立場も危うくなる。まさか企くわだての全てを自分に押しつけるつもりかとも思ったが、この男にその手の裏工作ができるはずもない。

「軍の内部で出世を目論む、その野心を悪いとは言わん。むしろ賞賛してもいいくらいだ。より高みを目指す気き概がいは、戦士には不可欠だからな。」

　焦あせるオルオードの言葉を遮って、ガラハンが大声で叫ぶ。

「だが、市中に火を放ち、混乱に乗じて女王陛下を亡なき者にしようというのは許しがたき大罪！　国家と国民を自ら害する事は軍人としての道を逸いつ脱だつしておる！」

「ま、待て！　何の事だ？　そんな話は自分は知らないぞ！　でっち上げだ！」

　何だ？　何の話をしている？

　宰相を殺す事なら何度も考え、夢にも見た。しかし大逆など想像した事もない。

　オルオードが目指していたのはあくまで「出世」だ。既き存そんの枠わく組ぐみの中で上位に就ついて権力や利益を得る事であって、秩ちつ序じよを転てん覆ぷくさせる事ではない。

「見苦しいですよ、オルオード閣下。この者に見覚えがないとは言わせません」

　人ひと垣がきの後ろから、京が縛しばられた男を引っ張り出す。殴られて半分腫はれて崩れた顔だが、確かに記き憶おくにあった。内通している過激な排斥派の一員だ。半ば気を失っているのか目にはほとんど光がなく、隣の兵士が支えていなければすぐにも倒れてしまいそうだ。

「この男の仲間が市中に火を放ち、その混乱に乗じて城内に侵しん入にゆう。更に内部の同調者と協力してシェナ陛下を暗殺──計画は全て明らかになっているわ！」

　確かにこの男とは関係がある。だが、その連れん絡らく網もうは幾いく重えにも迂う回かいし、隠蔽し、他人にはわからないようにしていたはずだ。いや、それ以前に先日の征臣襲しゆう撃げきはともかく今日は何の指示も情報も与えていない。城に忍びこむはずなどないのだ。

「もう全部バレてんだって。じたばたするなよ」

　深刻さの欠片かけらもない声で告げたのは迅だ。

　そうか──オルオードは気づく。

　シャムリーのふたりがガラハンに同行している事こそが真相だ。

　ガラハンは自分を切り捨ててダルゼーと手を結んだのか！

　この単純な武人にそんな策が思いつくはずはないから、ダルゼーから話を持ちかけてガラハンを取りこみ、邪じや魔まな自分に濡れ衣ぎぬを着せて排はい除じよしようと考えたに違いない。シャムリーひとりを殺そうとした程度ならまだ言い逃れのしようもあるが、女王弑逆となれば弁明は不可能。確実に斬ざん首しゆ刑けいだ。

　既に状じよう況きようは詰みか？　いや。まだだ。

　ダルゼーがガラハンを味方に引き入れたのは、直接の武力には乏しいからだ。どうせ大逆の罪を着せられているのなら、いっそガラハンと力を合わせて力ずくの反乱を起こす。この際玉座はガラハンにくれてやっても構わない。生き延びれば、再び奪い取るチャンスは残る。

　絶体絶命の危機が野心に火を着けた。

　本来ならあり得ない国家乗っ取りまで決意させる。

「ガラハン！　考え直せ！　お前を王に……」

「黙だまれ！　この期に及およんで何を！」

　言いかけたオルオードに、ガラハンが一気に間合いを詰めて斬りかかる。

　オルオードも枕まくら元もとに置いていた剣を取ろうとしたが、既に鞘さやから抜いているガラハン相手に間に合うはずもない。

　上段から真っ向振り下ろされた一刀は骨を断たち割り、左ひだり肩かたから胸の半ばまでを切り裂く。ガウンは防具としてはまるっきりの役立たずで、ただ溢れる血を吸い取るだけだ。

「聞け……、このガラハ……」

　最後の息を絞って言葉を放とうとした口を、ガラハンは合い鍵を捨てた左手で塞ふさぎ、そのまま押し飛ばす。ゆっくり仰あお向むけに倒れたオルオードを、ガラハンは更に念を入れて踏ふみつけ、死を確かく認にんする。

「何を言おうとしたのか知らんが……つき合いの長い男だ。どうせ死罪は免まぬがれんのなら、刑けい場じようで死なせるよりも俺の剣で討ち取ってやりたかった」

「そういう気持ちってわかるぜ、うん」

　微かすかに揺れるガラハンの言葉だったが、迅は素直に肯定して拍はく手しゆまでしてみせた。

「だけど、ここで殺してしまっては背後関係が探さぐれないんじゃないの？」

「宰相が黒幕なのはわかりきっている事だろう。捕ほ縛ばくに際し、どこまで情報が明らかになっているのかをオルオードに気づかせぬよう、ダルゼーの名を決して口にせぬよう言い渡わたしたのはお前だぞ」

　京の質問に答えるガラハンの口調は、やはりどこか硬かたい。

「そうだったわね」

　京はにじみ出る笑みを、どうにか押さえこんだ。

　ガラハンがとどめを刺すのも計算通り。彼にはオルオードを殺してしまいたい理由がいくつもある。以前の陰謀で共犯だった事を暴ばく露ろされたくないし、軍閥で私服を肥やす習慣の上に胡座あぐらをかいているとしても本質は実直な軍人だ。国家そのものを転覆させようとする者を許さないだろう。

　斬った後に口にした言葉だって、理由の全てではないにしろ本心の一部なのは確かだ。歳としも近く、つき合いが長いのは事実なのだから。

「現状でオルオードがダルゼーの共犯と見なされている」という事を伏ふせたのも、ダルゼーの手て駒ごまと見なされている京たちがこの場に同行したのも、全てオルオードの誤認を誘い、そこからガラハンによる殺害へと繋げるためだ。これで、ガラハンが軍の頂点に立っている限りこの事件を蒸むし返すのは難しくなる。

　計画通りの、完かん璧ぺきな進行。

　ただし京には二点だけ心残りがあった。

　まず、立案したのが自分ではなく征臣だという事。

　ダルゼー相手に「銃じゆう器きの量産を思いつかなかった」と嘆なげいてみせたのは半ば偽装だが、今回は本心だ。征臣とダルゼーの能力や価値を天秤に掛けて乗り換かえたのに、ずっとイニシアティブを取られている。いや、ラウフラムを発たった時は対等だったけれど、己の過去を話した頃にはもう主導権は征臣の方にあったのではないか。ダルゼー相手の時はずっと「操あやつられているふり」「魅み入いられているふり」をして関係をコントロールしていたのに。

　そしてもうひとつは、そのダルゼーの死に様をこの目で見られなかった事。

　征臣に頼んで、死ぬ前にあの男から間違った自うぬ惚ぼれだけは剥はぎ取った。だけど、叶かなうのなら自分のこの手でとどめを刺し、あの尊大で冷静ぶった顔が苦痛と屈くつ辱じよくでぐちゃぐちゃに崩れる様を記憶に焼きつけたかったのに。

　いや──小さく頭かぶりを振る。

　そんな風に考える事自体が無意味な感傷だ。わざわざ自分で殺す価値もない男、むきになって否定する必要もない関係。そう思えばいい。何の感情も抱いていないのなら、拘こだわらなくていい。




　シェナは女官の休きゆう憩けい室しつに身み柄がらを移していた。本来の寝しん室しつからは適度に遠く、男性にとっては盲もう点てん。構造的に警備が容易な上に勝手口につながっているので万一の際には逃とう亡ぼうが可能という判断で、ルビエラが選んだ場所である。

　扉は衛兵──近衛ではなくガラハンから提供された彼の配下──に守られ、室内にいるのはシェナとルビエラだけだ。

「……ルビエラ、本当にこうするのがよかったのじゃろうか？」

　深夜だが、眠れるはずなどない。京から伝えられた暗殺計画、しかも首しゆ謀ぼう者しやは信頼していたダルゼーなのだから。

　寝室に比べるとずっと簡素なベッドをソファ代わりに腰掛けた寝間着姿のシェナは、隣に座るルビエラの胸に頭を預けて呟つぶやく。

「甘いと言われるかも知れぬが、妾は最後まで信じたくはなかった。臣下の者たちがこのような恐ろしい企てをするなど……。立場や意見の食い違ちがいはあっても皆みな国を思う気持ちは同じだと思っていたのに……」

　最初は京の告白だった。

　大逆が目論まれている。自分が刺客を命じられている、と。

　京から相談を受けた征臣を通じ、ガラハンがあくまでシェナの側に付く事を表明した。こちらは相手の計画に気づいていないフリを続け、ダルゼーとオルオードが行動を起こしたその時に現場を押さえて一いち網もう打だ尽じんにするしかない。近衛がダルゼーの配下である以上、王都内で完全に信用できる手勢は限られているのだから。

　その提案をシェナが容いれた結果がこれだ。

　陽動のためだけに街で火災が起きている。これまでの報告によれば幸い死傷者は出ていないらしいが、事前に食い止められた事だ。そうすれば巧こう妙みようなダルゼーとオルオードは暗殺計画の証拠を処分していただろうが。

「判断しかねます。わたくしはただ、シェナ様の安全を優先するだけです」

「……妾わらわは望んで王になった訳ではない。玉座の意味さえわかっていなかった。むしろ飾かざり物ではあっても皆に望まれて戴冠したはずじゃ……」

「お辞やめになりたいですか？」

「一年前ならば、そう言われれば従ったかも知れぬ。じゃが今は違う。諸派の衝しよう突とつを避けるためには妾が最良とも思ったし、王としてやりたい事も出来た。しかし、その事が結果としてこのような……」

　その時、扉を守る兵士から声がかかった。

「陛下。舘征臣殿どのが参上いたしました。役目を果たしたと」

「わかった。入らせよ」

　許可が下り、開いた扉から征臣がひとり入室する。その袖そでには、赤い汚れがあった。

「宰さい相しよう閣下──いえ、ダルゼーを説得しようとしましたが襲いかかられ……。恐らく覚悟の自決代わりだったのでしょう。亡骸は、他の者に任せてきました。僕は、こちらの世界での弔いの作法を知らない」

「……そうか。大たい儀ぎであったな」

　膝ひざを突いた姿勢で報告する征臣に、シェナは立ち上がって歩み寄る。

「人を殺あやめるとは……お主には辛い役目を命じてしまったな」

「僕は生き残るため、既に幾人もの敵を手に掛けています。むしろ陛下がお辛いのでは？」

　優しい声こわ音ねが、ずっと強張っていたシェナの瞼まぶたを緩ゆるめる。大きな瞳ひとみが一度閉じられ、開くと同時に涙が溢れる。

「僕は臣下ではありません。対等の同盟者だというのなら、その立場でひとつだけお願いします。今は、泣くのは構いません。だけど今夜が最後です」

　立ち上がり、真まっ直すぐにシェナを見み据すえる。

「使命に相応しい力がないのなら、取るべき道はふたつ。それを投げ捨て、あるいは誰か他人に預けて逃げ出すか、それとも成し遂とげる力を持つ者へと自らを変へん貌ぼうさせるかです。貴方は強い王にならねばならない。貴方にしか出来ない事を知ってしまったのだから」

「……わかっておる。じゃが、妾からもひとつ頼んでよいか？」

「僕に出来る事でしたら何なりと──いえ、不可能な事であっても引き受け、果たせる者になりましょう」

「まだ夜は明けぬ。今夜のうちは泣いてもいいというのならば、思い切り泣かせてくれ」

「それを受け止めるくらいは、今の僕にも出来ます」

「……た、たい……大儀である。感謝するぞ、征臣」

　京を呼ぶのと同じく名前だけを口にして、シェナは征臣の胸に飛びこんだ。

　わぁわぁと大きな声を上げる。溢れ出る涙は、征臣の服を濡らしていく。

　シェナは認にん識しきしているのだろうか。ダルゼーの血もまた、同じ衣服を汚しているのだと。

　赤い斑はん点てんの付いた腕が、泣きじゃくる少女の頭をそっと抱き包つつんだ。
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終章／一







　レフ平原の支配権を巡る戦いは、急速に収束していった。

　実際に剣を交えるまでもなく多くの国や集団がラウフラムの──というよりは大たい駕がの下へ参じて来たからだ。ある者は庇ひ護ごを請こい、またある者は同盟を申し入れ、既に本来のラウフラムに数倍する勢力が大駕の指揮下に結集したのた。

　既に平原の一角にある廃はい村そん跡あとに、急ごしらえではあるが長期の使用を視野に入れた陣じん営えい建設が始まっている。新たに加わった人々の手を借りて兵舎や倉庫、そして司令部などが造られているのだ。現状はここを拠きよ点てんに周囲に睨にらみを利きかせつつ、水利の整備や耕地の回復などを進めて「街」へと発展させていく予定だ。

　ティムラム戦からひと回り。まだ簡単な小屋でしかない仮設司令部では、ラウフラム軍三首脳──大駕、彩あや芽め、フィルゲンが今後の方針について話し合っていた。大駕は真ま羽うの出席も希望したが、彼女は杏あんの側に付き添そう事を優先した。

　室内も特に調度品が調えられている訳ではない。元々テントの陣じん内ないで使っていた折りたたみの椅子と卓たくを持ってきただけ。地図や大量の書類を載のせた四角い卓を囲んで一応上座に大駕が腰こし掛かけ、右手に彩芽、左手にはフィルゲンという配置だ。

『新たに加わった人間には警戒した方がいい。急に膨ふくれあがると統制が難しくなるし、末まつ端たんに目が届きにくい。状じよう況きよう次し第だいで裏切る者どころか、実際には敵に通じていてスパイとして入り込んだ者がいるかも知れない』

〈参謀本部ヘツドクオーター〉の狐きつねが見ているのは、投降してきた兵士たちのリストだ。個々人の名前までは記き載さいされておらず、人数と元の所属を大まかに記しただけのメモだが彼が手にすると相対的に巨きよ大だいに見える。

『当座は潜せん在ざい的てきな敵として軟禁とまではいかなくても、行動を制限した方がいいかも知れんな。働いてくれるのはありがたいが、武器までは渡さないよう管理すべきかも知れん。むしろ戦士連中をどこかに隔離するか……』

　熊くまの心配も当然の事だ。

　早めに降伏してきた中には兵力が乏とぼしく自力では勝ち残れないのはもちろん、食料に困っている者も少なくなかった。それどころか、最低限の「国」の体ていを成していない流民も同然の集団や、他の戦いで祖国を失った敗残兵の群なども混じっている。

　それらを受け入れ、食わせるのだけでも大きな負担だ。ラウフラム軍の兵ひよう糧ろうだけでは賄まかないきれないので比ひ較かく的てき余よ裕ゆうのある同盟国に供出を依頼しているが、出し渋しぶる者もいるし、提供したら提供したで、それで嵩かさにかかって弱小国の人間相手に威い張ばり散らすような奴も現れているのが現状だ。

　多種多様な人間が入り混じるこの陣営では、それ以外の理由でも小こ競ぜり合いや喧嘩が日にち常じよう茶さ飯はん事じになっていた。

　ガルムガクスでは戦士階級は有事の際に命をかけ、農民や市民を守って最前線に立つのを誉ほまれとする代わりに、他の労働は行わないのが常となっている。〈統一者〉がもたらした倫理観の一面である。

　この陣営でも建築に従事しているのは戦争の激化に伴って徴ちよう用ようされた民兵出身者がほとんどで、正規の戦士やウーティシオからの来訪者は暇ひまを持て余し気味、トラブルの種になっているのだ。

　しかし、大駕は明るく言い放つ。

「新しく加わった連中の方が元々のラウフラム軍よりも多いんだぜ。そいつらをきっちり管理しようなんて事になったらそれだけで手が足りなくなる。こっちを頼って来たんだ。まずは信じるところから始めようぜ」

「だけど、やっぱり不安じゃないですか？　実際に喧嘩も起きてるんですし……」

　彩芽自身の言葉に、フィルゲンも無言のまま重々しく頷うなずく。

「この間まで殺し合いやってた敵同士だ。そう簡単に信じ合えないのは当然だろ。だったら優位なこっちがまず信じなきゃ駄だ目めだ。その上で裏切る気なんて起きないように強くて、正しいままであり続ければいいじゃねえか！」

　断言し、大駕は皆の顔を見み渡わたす。

「そうですね……。そういう大駕さんだから、わたしたちもついていこうって決めたんですもんね」

「困難と危険を承知の上で、大駕殿の決意が揺るがぬのであれば、臣として異を唱える事などありません」

「ありがとう」

　立ち上がり、大駕は深々と頭を下げる。

「言ったはずですぞ。君主たる者が軽々しく頭を下げるものではないと」

「頼み事じゃなくて感謝だったら構わないだろ？　まあ、気持ちだけで万ばん事じ上う手まく行く訳じゃないから、引き締めは必要か。身内のもめ事を監かん視しして、必要なら罰ばつを与える風紀委員っつーか……ＭＰって言うんだっけ？　そういう役目のチーム作って見回りしてくれ。俺、そういうのは苦手だから具体的な仕切りは彩芽さんにお願いするけど、いいか？」

「は、はい。わかりました」

「それとヒマにしてるからエネルギーが余って喧嘩するんだろうな。こないだまで毎日戦争ばっかしてた連中だもんな。だから投降してきた連中も部隊に再編して訓練して、次の戦いって目標を与えてやりゃあ少しはおとなしくなるだろ。そっちのまとめはフィルゲンがやってくれ」

「御ぎよ意い」

　これでいい。

　エースで四番打者でも、ひとりきりじゃ勝利はあり得ない。かつて完かん封ぷうの上に決勝打まで自分で放って『野球はひとりでも出来る』という名言を残した投手がいるが、彼だって全ての打者を三さん振しんやピッチャーフライで打ち取った訳ではない。打球をアウトにしてくれる野手無しには、大記録だってあり得なかった。

　先頭に立って賞賛を集めるのがエースの特権なら、感謝を返すのはエースの義務だ。

　ただ、今の大駕には全員を三振に取るにしても絶対に必要な相棒だけが欠けているが。

「フィルゲンさん。いいじゃありませんか。確かにガルムガクスの常識とは違うかも知れませんけど、大駕さんはそういう常識を変えようとしているんですから」

「……しかし……」

「あ、でも大駕さん」

「ん？」

　彩芽が思い出したように大駕の方を向いた。

「ひとつ決めて欲ほしいんです。役職っていうか、肩かた書がき。これからは他の国と交こう渉しようしたり、外交文書を交わしたりするんですから」

「あー……そういうのもあったか」

　元々はラウフラムは代々の王が治め、シャムリーである彩芽が補ほ佐さしていた。王亡き後は彩芽が政務を代行していたが、その時は「ラウフラム唯一のシャムリー」という立場だ。だが現状は国内に複数のシャムリーが存在するし、フィルゲンら軍人もラウフラム国民も救国の勇者としての大駕が国を率いる事を認めているが、正式に玉座に就いた訳ではない。

「ならば王と名乗るべきでしょう。他国で昔より続く王家はもちろん、王を名乗るシャムリーとも対等であると主張せねば一方的に侮あなどられてしまう」

「王って柄がらじゃねえよな。射い水みずとかと同じってのも気にいらねえし……。あ、そうだ！」

　不意に思い至って、大駕はポンと手を打ち鳴らす。

「俺はもう言ったじゃねえか。〈新たな統一者〉になるってな。それが、俺の肩書きだ」

「え……？」

　彩芽がぽかんと口を開ける。

「大きく出ましたな。しかし、実に大駕殿らしい」

　いつも引き締められているフィルゲンの口元さえ、笑みで緩んだ。

「いいだろ？　それにこうすりゃ、この名乗りに納得する奴やつは力を貸してくれるだろうし、気にいらねえ奴はかかってくる。そいつらを迎むかえ撃うてば、手間も省けるってモンだ」

　わかっている。

　これが、全世界に喧嘩を売るような愚ぐ挙きよであるのは。しかし誓ったのだ。再びまみえる時まで絶対に折れず、曲がらず、腐くさらず──あいつが挑むに値する輝ける星である事を。

　さあ、来い。征まさ臣おみ。

　俺は世界ひとつを丸ごと背せ負おって待っているぞ。

　だから、絶対に死ぬな。俺とは一緒にいられないというお前のやり方で生き抜いていろ。

　もしもそれが間違った道なら、悔くい改あらためるまでぶん殴ってやるからな。

　どれほど厳しい道でも己が選んだのだ。ましてその先にあいつが待っているのなら、決して恐れはしない。







終章／二







　宰相と軍高官が結けつ託たくし、女王の暗殺を謀はかった──あまりに衝しよう撃げき的てきな事件の噂は、夜のうちにメルクアルラム王都を満たした。

　しかし、朝の早いうちに城門を開放して前庭に市民を集め、シェナ女王自らが健在な姿を現すと、それまでの不安が一気に歓喜へと転化した。

「皆の者、騒ぐ必要はない。見ての通り妾は無事じゃ。勇気ある者たちの手で謀はかりごとは防がれた」

　よく通る声で宣言するシェナに、群衆は高らかな歓かん声せいで応える。

　彼女の周囲に控ひかえているのはガラハン大将軍と三人のシャムリー、そして財務や外交など各分野の大臣たちだ。

「ほとんどの者は企たくらみには加わらず、今後も変わらず祖国のために尽くしてくれる。事件はダルゼーとオルオード両名のみが少数の手勢と外部の暴徒どもを操って起こした軽挙！　これこそ彼らの企てが間違っており、賛同する者がいなかったという証拠に他ならぬ！」

　シェナの言葉は嘘うそではない。誤認もない。

　ただ理解の仕方が間違っているだけだ。

　実際にはダルゼーは仲間を得られなかったのではなく、ほとんど必要としていなかった。個々の陰いん謀ぼうにおいて必要な人間をその都度利用し、己の思おも惑わくを知られぬよう用心していた。迅じんは後々利用するべく、余計な知ち恵えをつけないよう「救世主」という肩書きを与えて他人との接せつ触しよくを制限していたし、オルオードが秘密にしていた人脈に密かに介入して彼の手て駒ごまを横取りするような真ま似ねまでやってのけたのだ。

　それが、彼の命取りにもなった。

　ダルゼーが動かしやすく仕立てた駒は、やり方さえ知っていれば第三者が動かすのも容易だ。個人に忠誠を尽くしているのでも、思想に共鳴しているのでもないのだから。

　この暗殺事件も、シナリオの半ばまではダルゼーの計画の通り。ただし、最後の一手で征まさ臣おみが全てをひっくり返した。

　結果としてダルゼーが過激な排斥主義者を利用した事も、実はその連中が前々からオルオードの支し援えんを受けていた事も証拠として残った。もちろんそれらの証拠を隠蔽しようとしていた事さえもだ。

　仮に誰かが今回の事件に疑念を抱いたとしても、利益を得たシェナはか弱く無力で、諸派は閥ばつの力学によって担がれただけの御み輿こしでしかない。こんな大がかりな陰謀など実行できないのは誰の目にも明らかだ。

　ダルゼーやオルオードが、彼女をそういう立場に置いたのだから。

　万一征臣を疑う者がいても、ダルゼーとオルオードが人脈を構築していたのは征臣がガルムガクスに現れるより何年も前からだ。

　表情には出さずほくそ笑む征臣の前で、シェナは更さらに国民に訴うつたえる。

「宰相としてのダルゼーは間違いなく有能であった。妾は彼の死を悼いたむ。じゃがその力に甘え安易に実務上の権力を集中させた事が、かの者に不要な野心を抱かせ、あのような愚挙に走らせたのやも知れぬ。今後は妾が、各大臣の協力を受けて親政を執る。近衛も本来の形通り妾の直属とし、それ以外の軍組織は旧きゆう弊へいを改めてガラハン大将軍の下、より統一された強力なものとなるよう改革を進め、臣民を安心させる事を約束しよう！」

「シェナ女王、万ばん歳ざい！」

「メルクアルラムに栄さかえあれ！」

　群衆の中から上がった声はすぐに巨大な大波のうねりとなり、バルコニー目がけて押し寄せてくる。シェナは堂々とした態度で手を振ふって応える。

「また、これを期に妾は諸王の長ちよう姉しとしての任を果たそうと思う」

　この言葉は、盛り上がる歓声を一瞬で押しとどめた。

「改革した軍の力を以て、現在のガルムガクスを覆う戦乱を治めるべく起たつ。もちろん容易でないのは承知している。国民にも負担をかける事となろう。しかし、それこそが栄えあるメルクアルラムが果たすべき使命！　この国が担になってきた歴史と伝統を我らの代でも立派に果たしてこそ、父祖にも子孫にも誇れるのではあるまいか？」

　わぁああああーっ！

　先刻よりも更に大きな声がシェナを褒ほめ称たたえる。

　これでいい。

　実際の権力を持っていなかったが象徴として愛される女王の命が救われたという展開を、国民は大喜びで受け入れる。その女王が力と自覚に目覚めて「我らが国の栄光と責務」と唱えれば尚なお更さらだ。

　世論を動かすのは冷れい徹てつな論理ではない。移ろいやすい感情だ。

　人は事実でも真実でもなく、己に心ここ地ちよい物語を信じる──信じたがる。そして自分自身を物語の中に組みこんでしまえば理性や判断力は麻ま痺ひする。

　憎ぞう悪おする理由などないまま、空気に従って死んだ姉を中傷した連中がそうだったように。

　まさか彼らはこれから自分たちが銃器を生産し、手に取り、この世界を一変させる戦争に駆り出されるなど、想像もしていないだろう。

　大たい駕が、これが僕の選択だ──征臣は口くち唇びるを噛みしめる。

　気高い獅し子しが飢うえた狼おおかみから羊の群を守る。それは美しい物語だ。

　けれど人は羊ではない。ただ己の都合で従順な羊にも狡こう猾かつな狐にも無節操なジャッカルにも冷れい酷こくな蛇へびにもシステムに従うだけの蟻ありにもなれる、人間というどうしようもない生物。

　人は、自覚すべきだ。自分たちがジャッカルの牙よりも蛇の毒よりも厄介で致ち命めい的てきな、知恵や言葉という武器を装備している事を。

　銃は、知恵という危険物の具現化だ。

　これさえあれば、どんな人間がどんな人間を殺す事も容易になる。

　小さな子供が成熟した大人を。

　衰おとろえた老人が壮そう健けんな若者を。

　か弱い娘むすめが逞たくましい男性を。

　誰もが誰もを殺しうる事が前提になれば、人はあらゆる他人に警けい戒かいするしかない。軽々しく侮ぶ辱じよくする事も、安易に力に頼る事も出来なくなる。信じ合うからではなく、相そう互ごの絶対不信に基もとづく秩序。

　誰もが当事者としての自覚を持ち、世界の不当さと危険を少しずつ担う。武器を与えるのは人の高潔さに期待したからではなく、過か剰じような殺傷力を抱かかえて怯えながら睨みあう状態を作り出すため──それこそが征臣の見いだした道だった。

　大駕、お前の理想は確かに素す晴ばらしいよ。

　確かにお前は堕だ落らくしないかも知れない。いや、きっとしないんだろう。

　だけど誰もがお前のように強く、正しい訳じゃない。お前は特別、いや例外で──はっきり言えば異常な存在なんだ。

　お前が必死に世界を救い、人の命を守ろうとしたところで、不死身でも無敵でもない。

　裏切られ背後から刃を突き立てられたら？　寝ねている間に喉を切り裂かれたら？　食事に毒を盛られたら？　病に倒れたら？　老ろう衰すいで死んだら？

　たったひとりの英えい雄ゆうの強さや正しさに頼り切った世界なんて信しん頼らいできない。

　そんな危あやうい中に、真ま羽うを放置する事はできない。

　人間は愚かで、弱くて、卑ひ劣れつだから──舘たて征臣がそうであるように。

　姉の佳か織おりを殺した人間だけでなく、何の確証もない噂うわさ話ばなしに乗せられて中傷を面おも白しろがった奴らも、それを咎とがめない奴も、当事者になるまでそんな事の汚きたならしさを気にもしていなかった奴も、みんなが腐っている。

　今は無事な者も、何かのきっかけですぐに腐ふ敗はいする。

　そんな本質はこちらの世界でも変わらない。

　メルクアルラムは〈統一者〉から継けい承しようした権威と強大な軍隊を持ちながら世界を支配する覇は者しやではなく、各国の独立性を尊重した上で争議を解決する調整者としての役割を担った。それなのに長い歴史の中でその使命は希き釈しやくされ、横行する軍ぐん閥ばつは自派の利権を守る事ばかりに熱心で、多数のシャムリーが相争う現状に全く動かない。

　ほとんどのガルムガクス人はウーティシオからの来訪者には敵わないと諦あきらめ、残ざん虐ぎやくな暴君であっても逆らおうとはしない。

　だが、万ばん人にんが万人に畏い怖ふしたら？

　遺族が強大な力を持っていたのなら、佳織を中傷した者たちの何割かは思いとどまっただろう。道徳や倫りん理りではなく、自分が殺される事を恐れて。

　シャムリーを簡単に殺せる武器を持てば、ガルムガクス人は圧政をあっさり受け入れたりはしない。シャムリーの値打ちはイレギュラーだが利用可能な戦力か、単なる「異世界からの来訪者」でしかない。

「どうしたのじゃ、征臣」

　不意に、振り返ったシェナが声を掛かけてきた。

「……いえ、別に。少々考え事をしていました」

「そうか。何やら深刻な……というか怖こわい顔をしておったので気になった。今回の一件、心安まるものでないのは妾も実感しておる。じゃがそのおかげでお主に勧すすめられた計画を推進できるようになったのも事実じゃ。これからも京みやことともに、異界の知恵と知識で妾を助けて欲しい」

「御意」

「そのような堅かた苦くるしい返答は嫌いやじゃ。シャムリーは臣下ではない。京は妾を友と言ってくれるのだから、征臣もそれでよい。妾も、その方が嬉うれしい」

「わかりました」

　答えて、平然と笑え顔がおを作る。内心とは無関係に。

　この純真でひたむきな理想家を、自分はいいように利用しようとしている。

　だが、そんな事で心を痛めてはいけない。既に己おのがエゴのために何人もの人間を騙だました。見捨てた。殺したのだ。

　結局、自分は必要とあれば他人を殺す事を厭いとわない人間だ。それも大駕のように真正面から殺し、その重みをしっかりと受け止め、飲みこみ、その上で真っ直ぐに立っていられる者ではない。

　ぐじぐじと悩なやみ、いちいち言い訳を必要とし、しかも他人を憎にくみ、怨うらみ、蔑さげすむ。

　それを当然と言う人もいるだろう。それが普通の人間なのだと。

　しかし、大駕がいる。

　神かみ和わ住ずみ大駕という実例がひとつ存在するから、征臣は実感してしまうのだ。

　自分は劣っている。至らない。最良の方法を選択し、実行する力がないという事を。

　遠くから彼を仰あおぎ見るしかなかったのなら、むしろ幸福だっただろう。だが、征臣は大駕から信頼され、捕ほ手しゆという最大のパートナーとしてずっと側にいた。信頼どころか、敬意さえ寄せられていた。

　それが苦しかった。重かった。辛かった。

　それでも野球というフィールドの中なら違う役割を受け持つチームメイトでいられた。

　戦乱の世界で生きるために戦うという同じ立場に立った時、決別は必然だったのだ。

　大駕を異質で特別と思う気持ちと、ひとつの実例と見なそうとする気持ち。相矛む盾じゆんする認識が胸に詰まる。

　己の内側に渦うず巻まく混こん沌とんに輪りん郭かくを与えると、征臣は顔を上げた。

　女王を讃たたえ続けるメルクアルラムの民。

　これが全て征臣の駒だ。大駕と戦うための武器なのだ。





（終）









あとがき







　作者の葛か西さいです。

『天てん剣けん／飛ひ竜りゆう』の二巻をお届けします（タイトルが長いんで、担当さんとの打ち合わせなどではこう略りやくしています。スラッシュは大事、うん）。

　一巻のあとがきではこの先ノープランなんて書きましたけど、さすがに次の事くらいは考えていた訳で。それが謂いわば「征まさ臣おみ編」とでも言うべき今回のエピソードです。

　本作のコンセプトが「親友同士が異世界で袂たもとを分かち、それぞれ天下取りのために突っ走る」というものなので、表主人公が自ら剣を取って先陣を突っ走るのなら、裏主人公は権けん謀ぼう術じゆつ数すう渦うず巻まく世界を戦場とする──強さの質というだけでなく、「何をもって戦いと呼ぶのか」が根本的に違う形にしよう、と。

　で、ある程度構想が固まっていたはずなのに執筆はかなり難なん航こうしました。

　これまでの作家生活の中であんまり分量やスケジュールで追い詰められた事がないのが自じ慢まんだったのですけど、今回は本当にあと一日遅れたらヤバいというくらいまで追い詰められてしまいましたよ。

　まあ、シェナ女王が思わぬ方向に膨ふくらんでしまったりとか、いろいろと理由はあるのですが……。

　土ど壇たん場ばになっていろいろ場面を追加したせいで、かなり美味おいしいシーンがイラストにできず黒くろ獅じ子しさんにも担当のＮ女史にもご迷惑をおかけしてしまいました。

　それでも本作では無ぶ難なんにまとめるより、皆様の応援を信じて「ギリギリまで、出来る限り風呂敷を広げていく」方針で突き進むつもりです！

　では、次巻でまたお会いしましょう！








二〇一一年一一月　　葛か西さい　伸しん哉や


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




葛西伸哉先生／黒獅子先生
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